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あらすじ




　宮家嫡ちやく男なん・黒くろ之のクロトは日ひ之の雄お皇王家第一王女白しろ之の宮みやイザヤの血筋を目的にプロポーズしたため両親共々王籍を剝奪され、ガメリア合衆国へ逃げ延びた。ガメリアで出会った投資家カイル・マクヴィルと共に瞬またたく間に大金持ちとなったクロトだがカイルの裏切りに遭って無一文となり、「ガメリア合衆国大統領となってイザヤを手に入れる」と宣言したカイルに憤慨、目的を阻止するため帰国して軍人となり、イザヤが艦長を務める飛行駆く逐ちく艦かん「井い吹ぶき」に乗り込む。

　マニラ沖海空戦においてクロトとイザヤが指揮する「井吹」は日之雄連合艦隊の窮地を救いガメリア飛行艦隊を壊かい滅めつに追い込む。この功績が評価されたふたりは第二空雷艦隊の司令官と作戦参謀に昇格、海上艦隊同士の決戦となったインディスペンサブル海空戦において敵飛行戦艦を轟ごう沈ちんさせ、さらなる名声を得る。一方、カイルはガメリア政府においてウィンベルト大統領の信任を得て……。
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　空を消してごらんにいれます。

　ガメリア政府金融顧問官カイル・マクヴィルはそんな芝居がかった言葉を、車椅い子すの老人へ送った。

　白濁した瞳に暗い妖気を忍ばせる老人は、ホワイトハウス三階、南側テラスを吹き抜ける一月の風を受けていた。干からびた顔に生気は乏とぼしく、小枝のような手足も筋肉がそげ落ち、いまにも風に舞い上がりそう。

　現ガメリア合衆国大統領、ジェフリー・Ｒ・ウィンベルトは残された時間を病院ではなくホワイトハウスの大統領居住区で過ごすことを望んだ。命尽きるそのときまでここで執務を行って、海のむこうの「猿」が滅ほろび行くさまを見物したいらしい。

　[image: ]やせこけたすがたを撮影されることをウィンベルトが嫌い、今日はホワイトハウス南側の庭園は立ち入り禁止にしてあった。北側のラファイエット広場には数万の市民と報道陣も集まって、カメラを上空へむけている。

「野次馬が多すぎる」

　ウィンベルトの枯れた声が、カイルに届く。カイルは大統領の傍かたわらに突っ立ち、微ほほ笑えみをむける。

「国民に戦勝を確信させたく」

　余裕たっぷりなカイルへ、ウィンベルトは口の端はをひん曲げる。

「詐欺師が」

「せめて魔法使いとお呼びください」

「フォール街のチンピラだろうが」

　ふふ、とカイルは凄せい艶えんなものを口の端にたたえ、

「そのチンピラをここへ迎え入れたのはあなたでしょうに」

　減らず口を返すと、ウィンベルトは瞳の底で薄く笑った。

　カイルがウィンベルトに会ったのは約三年半前、ソーンダーク株で勝利を収め、フォール街の頂点近くへ上りつめたとき。

　当時、民間の戦費調達を担当していたケリガン財ざい閥ばつから国債の大量購入を依頼されたカイルは、その要求を蹴けり飛ばし、代わりにとある「錬金術」のアイディアをホワイトハウスへ持ち込んで、大統領に興味を抱かせることに成功した。以後、政府財政顧問団の一員となり、国内総生産の三倍にあたる戦費を調達して金融顧問官に任命されたのが一年半前。民間人だったころはタメ口もＯＫだったが、いまは大統領の直属なのでさすがに丁寧語で話している。

　カイルは膝ひざを折り曲げ、大統領と同じ目線へ降り立つと、小声で尋ねる。

「魔法がお気に召したら？」

「わたしの『推し』をくれてやる」

「その言葉、お忘れなく」

　カイルは余裕綽しやく々しやく、西へと目を送る。

　──用心深い小物め。

　ウィンベルトは極度の心配性だ。自分の座を狙うものが周りにいないか、自分に反旗を翻ひるがえすものはいないか、いつも怯おびえて警戒している。だから意見に賛成するものは軒並み昇進させてきたし、反対するものは軒並み左さ遷せんしてきた。カイルが短期間のうちにウィンベルトの懐ふところ深くへ入り込めたのは、ウィンベルトの思惑を肯定しつつ、それをさらに巨大化させたプランを実行してきたからだ。

　──喜べ、妖怪。お前の夢を叶えてやる。

　今日この空に、ウィンベルトが描いた夢が実現する。

　それも本人が望んだ数倍の規模で。

　カイルの耳にはすでに、幾重にも折り重なったプロペラの音調が聞こえてきている。

　ここからは見えないが、建物を挟んだ反対側、ラファイエット広場に詰めかけた市民たちも歓声をあげはじめた。

「見えました」

　カイルは大統領と同じ目線へ膝ひざを折ったまま、告げた。

　ひらけた平地の彼方かなた、ポトマック川のむこう──

　高度千二百メートル付近の空が横一線、鉄色の帯をまとっていた。

　ホワイトハウスの窓という窓がびりびりと鳴りはじめる。

　危険を知らせる高い鳴き声が響いて、庭園の樹木から鳥たちが一斉に飛び立つ。

　この地に住まう数十万の人間たちが空の彼方を指さして、驚きよう愕がくと歓喜を表情へ映す。

「我が魔法の落とし子です」

　カイルの芝居がかった言葉と共に、数千のプロペラが織り上げる天空の交響曲がホワイトハウス上空へ響き渡った。

「うむ……」

　白く濁ったウィンベルトの両目が、上方へ持ち上がる。

　衰えた視力でも視認できる。

「おぉ……」

　鋼鉄が世界に蓋ふたしていた。

　約三年半前、カイルが世界金融へ仕掛けた「錬金術」──

　その成果がいま、天空を搔かき消す大飛行艦隊となってホワイトハウス上空に結実していた。
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　鋼鉄の龍さながら、仰あおぎ見る空を埋め尽くす、船、船、船……。真新しい鋼鉄の下腹が、鱗うろこみたいにびっしりと青空を塗り固めて、いまにも地面を押しつぶしてしまいそう。

　しかし鋼鉄の鱗は地面に激突することなく、ウィンベルトの頭上へ迫り、飛び越え、彼方かなたへと流れていく。天空の交響曲を奏でながら航過する艦隊の後続は尽きない。次から次にさらなる重奏が加わって、ホワイトハウスが身震いしている。

　自みずからの魔法が生み落とした「怪物」を見上げながら、カイルは概要をウィンベルトへ伝える。

「戦艦十七。重巡三十五。軽巡四十六。駆く逐ちく艦かん九十八。一年半前から、あらゆる造船所を二十四時間態勢で稼働させました」

「……………………」

　これだけの艦隊を生み落とすことができるとは、ウィンベルト本人も思っていなかった。従来のやり方では、税収と国債収入の枠内でなければ戦費調達できなかったのだが、カイルはいとも簡単に国内総生産の三倍にあたる戦費を調達してしまった。

「ケリガンの力など借りずとも、戦争はできます」

　かつてのフォール街の顔役、ケリガン財ざい閥ばつへカイルは冷笑を送る。

　ここ四十年以上、ケリガン財閥はガメリア政府発行の戦時国債を全て引き受け、金融市場を通して民間へ売ってきた。

　投資家たちはケリガンの看板を信用して国債に群がり、集まったカネでガメリアは戦争に勝ちつづけた。フォール街とホワイトハウスは長らくケリガン財閥を通して繫つながり、やがて「戦争が経済成長を促進する」というガメリア独自の神話が完成した。

　そのケリガンを、カイルは政府から蹴けり出した。

　政府はもはや、大財閥を必要としない。

「わたしの魔法が、新しい時代のケリガンとなります」

　カイルは「魔法」から生まれた鋼鉄の龍の大群を見上げる。四列縦じゆう陣じんはいまだ終わらない。小型艦を先頭に配し、徐々に艦型を大きくしていく演出らしい。

「トリックがバレれば、この国はひっくり返るぞ」

「バレたとしても、国民には理解できません」

　ウィンベルトは鼻を鳴らし、迫り来る戦艦戦隊を見上げる。

　カイルの仕掛けたトリックは「自国債を連邦準備銀行（ＦＲＢ）が自国通貨で買い取る」というもの。

　国債とはその名の通り、国家の債券、つまり国の借金だ。債券市場で国債を買った投資家は、満期が来たら国に国債を買い取ってもらい、金利を受け取る。カイルは民間投資家ではなく、ＦＲＢ、つまり中央銀行に国債を売って戦費調達に充てた。

　へー。

　説明されてもほとんどの国民がそう反応して日常へ戻るためパニックは起きないが、わかるものには、これは政府と中央銀行が手を組んだ壮大な詐欺だとわかる。

　本来、中央銀行に「カネを増刷する」機能はない。それをやればいずれ深刻なインフレになる。中央銀行が新札を刷るのは、古くて傷んだ紙幣と交換するためであり「金持ちになるため」ではない。

　中央銀行の役割は「銀行の銀行」だ。

　一般人が民間銀行から預金残高に応じたカネを引き出すのと同じく、民間銀行は中央銀行に預金口座を持っており、民間の需要に応じてカネを引き出し、顧客と取引する。当然だが、預金残高以上のカネを中央銀行から引き出すことはできない。

　だから「国債をＦＲＢが買い取る」ならば、ＦＲＢはどこから国債買い取りの資金を引っ張ってきたのか、という問題になる。

　答えは──

「無からカネを生む。それがわたしの魔法です」

　カイルは胸を張る。

「古典経済学では、同じことをやればインフレになると信じられてきました。しかしわたしが提唱する新理論では、庶民が『カネには価値がある』と信じる限り、いくら紙幣を刷ろうがインフレは起きません」

　魔法のキモは、ＦＲＢを障壁にして、無からカネが生まれるプロセスを国民に見えなくすることだ。「紙幣とは無から生まれた紙切れだ」と二億人のガメリア国民が認識したならインフレになるだろうが、「ＦＲＢが自国債を買い取った」と言い換えることで、紙幣を刷った事実をうやむやにできる。カイルの目もく論ろ見みどおり、ガメリア国民はいまも当たり前のように紙幣を崇拝し、深刻なインフレは起きていない。

「自国生産力の上限を見誤ることなく、適切に政府が増刷を管理すれば経済はむしろ活性化します。国民がドルを信用する限り、どれだけカネを刷ろうとも経済は壊れない。問題があるとすれば、自国はあふれる札束を吸収するために経済成長をつづけなければならないこと、その一点」

　カイルの言葉に、ウィンベルトは乾いた笑みをたたえる。

「そのための戦争よ」

　新大陸に入植したときからガメリア人はずっと戦争している。百万人の先住民と戦い、母国リングランドと戦い、西海岸に辿たどり着いてからは海を飛び越え大だい公こう洋ようにまで飛び出した。戦争は国家が行う最大の公共事業であり、莫ばく大だいな消費が経済を活性化させると共に、勝てば新しい市場が手に入る。

　戦勝国は、戦後必ず発展する。

　だから戦争はなくならない。

　西欧諸国が発展したのは、未知の大陸へ乗り出して植民地を手に入れ、現地人を奴隷にして、石油、石炭、綿花、鉄鉱石、香辛料などの原材料を安値で輸入、それらを自国で工業製品化して輸出したおかげだ。手つかずの未開拓地はカネになる。帝国主義の味を覚えた列強はいずれも、新しいフロンティアが欲しい。だからよってたかってアジアを侵略したし、それを邪魔する日ひ之の雄おはこれから跡あと形かたもなく叩きつぶす。

「この艦隊が、あなたの夢を叶えてくれます」

　言葉と同時に、戦艦戦隊がふたりの頭上を航過した。

　全長二百五十～三百メートル、重量五万～七万トンに及ぶ鉄てつ塊かい群が十七隻せき、艦尾プロペラを猛たけらせて、交響曲のクライマックスを合奏する。

　ホワイトハウスを身震いさせるこの歌は、ガメリアには歓喜を、日之雄には滅亡をもたらすだろう。鋼鉄に閉ざされた空から降り下りてくる爆弾の雨は、日之雄市民に心底からこの戦争をはじめたことを後悔させるに違いない。

　ウィンベルトが呟つぶやく。

「火の海となった東京を、わたしは見られそうにない」

「あと一年以内です、どうかご自愛を」

　戦艦戦隊が頭上を通り過ぎ、また青空が戻ってきた。大飛行艦隊はこのまま北へ三百六十キロメートル飛翔して、ニューヨーク上空を遊覧飛行する。戦勝を確信した市民たちは戦時国債に群がって、さらなる弾薬弾丸を大だい公こう洋ようへ届けるだろう。

　補佐官が執務室から出てきて車椅い子すの手押しハンドルを持った。ウィンベルトが告げる。

「……魔法は気に入った。お前を民主党指名候補に推そう」

　カイルは黙礼を返す。ウィンベルトの後押しがあれば、政治経験の無いカイルも、候補者指名争いで有利に立てる。

「あまりうれしそうでないな」

「選挙に勝ってから喜びます」

　七月の民主党全国大会で民主党候補が決まり、十一月の大統領選挙で大統領が決まる。これから十か月間は、選挙運動で大忙しだ。

「勝つよ。お前にはカネがある」

　カイルは自みずから買収した百八十もの大企業の取締役に八十五名もの代理人を送り込んでいる。カイルの思惑はそれら代理人を通じて金融、マスコミ、鉄鋼、造船、鉄道、エネルギー、公益事業等々、ガメリア主要産業の意志となり、選挙結果に反映される。

「十一月には地上最高の権力がお前の手に入る。世界をお前好みに変えるがいい。ガメリア大統領とは、世界を統すべる皇帝なのだ」

　財力と権力。ふたつの頂点を手に入れたカイルは、この世界のあらゆる政府、あらゆる企業体、あらゆる財ざい閥ばつに対して影響力を行使できる。この力に抗あらがえるものは、この世界に存在しない。

　カイルは特に喜びも示さず、

「ガメリアを偉大たらしめるために、努力します」

　こころにもないセリフを紡つむぐと、大統領は補佐官を促し、執務室へ戻っていった。

　バルコニーに残ったカイルはひとり、透明な青空を見上げる。

　鋼鉄の龍たちが消え失せた空は、雲が吹き払われ、一月の輝きを取り戻していた。

　気持ちは、自分でも不思議なくらい静かだった。

　大統領の座をほぼ確実なものにしたというのに、微み塵じんも感情が揺るがない。

　思い返してみれば、物心ついたときから、肉体の中心に穴があいていると感じていた。

　母親は売春婦だったから夜はいつもひとりだった。ひとりでパンを食べ、勉強し、眠った。学校に行くと「売春婦の息子」といじめられるので行かず、独学だった。

　金持ちになれば寂しい穴は塞ふさがると信じて努力し、なけなしの資金を手に入れてフォール街に飛び込み、何度も奈落に突き落とされ、這はい上がった。三度目の無一文を経験したときにクロトに出会い、それからずっと勝利をつづけてついに今日、次期大統領の椅い子すを確実なものにした。

　しかし、穴は塞がらない。

　ただ穴を通り過ぎる風を感じている。

　なんでも望みの叶う世界は、虚むなしい。

　他人からの羨せん望ぼうや称賛も、栄光に慣れきった精神にとって水と同じ、あるのが当たり前で、ないと乾きをおぼえる。

　幸せかと問われると、蹴けり落としてきた敵からの憎悪や、引きずり下ろそうとする味方の嫉妬に取り囲まれ、常に息苦しく気分が重い。少し油断をしたなら、すぐに足をすくわれて沼の底へ引きずり込まれる。その不安を払ふつ拭しよくするには、さらなるカネと地位と人脈を求めつづけ自分を強化せねばならない。

　そしていつか、カネも地位も権力も幸せを運んでこないことに気づく。

　それらがもたらすのは刹せつ那な的な快感と、嫉妬と憎悪とおこぼれ目当てに寄ってきた連中の空々しい称賛だけ。

　穴を埋めたくて他人を蹴落とし這い上がってきたというのに、それをやるほど穴は広がり、このままでは自分が穴に飲まれるのではないかと恐怖をおぼえる。

　どうすればこの穴は埋まるのだろうか。

　カイルはずっとその手段を探しつづけ──

　四年半前、とある退役軍人のパーティーであのきよらかな少女をひとめ見て、このひとが穴を埋めてくれると確信した。

　日ひ之の雄お帝国第一王女、白しろ之の宮みやイザヤ内ない親しん王のう殿下。

　何度も誘いをかけたが断られ、クロトと一緒に投資活動していることを告げてはじめて、イザヤはカイルの事務所までやってきた。

　我が家に来たならこちらのもの。エンパイアステート・ビル高層階の眺望はカイルの権勢をそのまま映し、うっとりしたイザヤはそのまま朝までカイルと一緒に過ごす……はずだった。

　だがなんと、イザヤはクロトとふたりで事務所を出て行ってしまった。

　あり得ない。ハンサムな白人富裕層であるわたしを袖そでにして、まさかあんな陰気で傲ごう慢まんな黄色い少年を選ぶ美少女が存在するとは。

　──なぜ手に入らない……。

　投資家として成功して以来、モデルに女優に著名人、二百人以上の美女と関係を持ってきたが、いずれもイザヤの代替物になれない。虚うつろな関係を結ぶほど、かえってわびしさが募るばかり。イザヤの気品、聡そう明めいさ、凜り々りしさ、気高さ、透明感、可か憐れんな仕草……。その光輝は天上から舞い降りた奇跡であり、ハリウッド女優ごときの及ぶところではない。

　イザヤの全てをわたしの傍かたわらに据すえ置いて、互いを慈いつくしんだなら、この穴はきっと埋まってくれる。生まれてこのかた感じたことのない「幸福」という概念を、イザヤを通じて理解することがきっとできる……。

　その想像だけが、カイルの身のうちに広がる空虚を埋めてくれる。

　遅くともあと二年以内に新飛行艦隊は連合艦隊を大だい公こう洋ようの藻も屑くずとし、東京上空を自みずからの下腹で蓋ふたするだろう。震え上がった猿どもを見下ろして、非公式の交渉窓口を通じ「イザヤを連れてこい」と要求すれば、日ひ之の雄おの指導者たちは拒絶できない。そして旗艦に乗り込んでいたカイル・マクヴィル大統領は東京を見下ろしながらイザヤに告げるのだ、きみを手に入れるためにこの艦隊を造り上げたのだと。大統領になったのもきみのためだと。だから、わたしと結婚して欲しいと。

　これで感激しない女がいるだろうか。史上最大スケールのプロポーズではないか。

　そしてわたしはイザヤを抱き寄せ、日之雄政府の無条件降伏を受け入れる。イザヤはおのれの身ひとつで日之雄国民を救えたことに満足し、わたしに全てを捧ささげるだろう。そしてわたしはイザヤに導かれ、心の中心にひらいた穴に蓋をする……。

「実に美しい」

　おのれの書いたシナリオに、カイルの胸が高鳴る。大統領の座を確約されてもぴくりとも動かなかった感性が、イザヤを想うだけでいきいきとうごめきはじめる。

「ガメリア大統領が自みずから新飛行艦隊に乗艦し、イザヤへプロポーズするために東京へ赴おもむくのだ。世界を巻き込んだ三角関係にふさわしい、壮大なクライマックスではないか」

　妄想を口にしてみると、肉体の穴から吹いてくる虚無の風が鳴り止やむ。

　死に絶えたはずの感性が、希望をさえずりはじめる。

　生まれてはじめて、カイルは楽しくなってくる。

　晴れやかな表情を西方の空へむけた、そのとき。

『イザヤには指一本触れさせぬ、このおれがいる限り』

　クロトの言葉が耳の奥に鳴った。

　三年半くらい前、帰国を決意したクロトが去り際に言った言葉だ。

　思い出した。

　そういえば、クロトとイザヤは物心ついて以来の幼なじみらしい。

　──黒くろ之のクロト……。

　かつての盟友の仏ぶつ頂ちよう面づらが、空を背景に浮かび上がる。

　途端に楽しい気分が消し飛んで、代わりにいつもの陰いん鬱うつで寂しい風が、身体からだの中心を吹き抜けはじめる。

　カイルをこの地位まで連れてきたのは、間違いなくクロトの才覚だ。クロトと手を組まなかったら、フォール街の底辺をまださまよっていたかもしれない。

　そして、クロトもまたカイルが生み出した存在である。人種差別を受けていたクロトに住む家とまともな衣服を提供し、相場師としてのノウハウを教えたのはカイルであり、カイルがいなければクロトがフォール街でのしあがることも不可能だった。

　改めて振り返ってみると、クロトと手を組んで活動した四年半、夢中でフォール街を駆けていたあのころが、これまでの人生で最も充実していたかもしれない。クロトは傲ごう慢まんで偉そうで常に仏頂面だが、カイルの教えには素直に従ったし、たまにカイルのスーツにアイロンをかけてくれた。クロトが不器用な態度の奥で、カイルを友人として認識していることは明らかだったし、カイルもそれはどこか心地良かった。

　だが、フォール街を生きる投資家は、友情など信じない。

　それを信じれば、こちらが騙だまされ蹴け落とされる。

　楽しい時間は、カイルがクロノス会員十八名の資産を奪い去り、終わった。クロトはカイルに全財産を奪われて、ガメリアを去った。

　カイルの穴を吹き抜ける風が、寂しげに鳴る。

『お前は、友人などは、信じられるか』

　たどたどしい言葉が、風から届いた。

　少年臭さの抜けない、クロトの声だ。

　いつの言葉だったか、カイルは記憶をまさぐって……

　いまから六年ほど前、まだクロトと一緒にフォール街で「クロノス」として活動していた時期だったことを思い出した。

　そうだ、あれはカイルがオンボロ事務所を出てエンパイアステート・ビルの豪壮なオフィスへの引っ越しを決めた、壮行パーティーのとき。

　クロノスの他メンバーが事務所で酔いつぶれ、カイルと十三才のクロトはふたりきりで深夜まで語り合っていた。

　カイルはワインを、クロトはジュースを飲みながら、今後の国際金融について話をした。内容は、ルキア連邦、ガメリア合衆国、リングランド帝国、いずれの財政計画にも不自然な予算が計上されている、とかそういう話だった気がする。確か大だい公こう洋よう戦争が勃ぼつ発ぱつする四年半ほど前の話だ。

　十三才のクロトはいかにも気に入らなそうに、あのボロ事務所でまくしたてていたな……。
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　酔いつぶれたクロノスメンバーたちの寝息と、ブルーノートのレコードを片耳で聞き流しつつ、少年投資家黒くろ之のクロトは質素なソファーにふんぞり返り、オレンジジュースをワインのように片手でくゆらせながら、吐き捨てた。

「ルキアではなにもない凍土地帯の開発費用、ガメリアでは植民地のインフラ開発費……。それまで影もかたちもなかった項目に、いきなり日ひ之の雄おの国家予算に匹敵するカネが投入されている。これだけカネをかけたなら当然なんらかの成果があがるはずだが、該当部門はなんの動きも見せない。平和的目的に計上した予算を、秘密裏に軍事費に回した可能性が高い。試しにルキア官営鉄道の経営資料を調べ上げたら、莫ばく大だいな予算がシベリア鉄道の複線化に充てられていた。……ルキアが日之雄侵略を国策としていることは明白だ」

　日之雄の北方に位置する大国ルキア連邦は三十年前に日之雄と「日ル戦争」を戦い敗れた。敗因のひとつはシベリア鉄道が単線だったため、兵へい站たんが充分に機能しなかったことだ。もしも複線化されたなら、ルキアは強大な国力を生かして後方から続々と兵員や物資を送り込み、やがて日之雄を呑のみ込むだろう。

「さらに踏み込んで調べたところ、ガメリアもリングランドも、民間造船会社が軍艦を大量に受注していることがわかった。西洋列強は最後の有色人種主権国家、日之雄を占領するためすでに戦争準備に入っている。列強が戦争を望んでいる以上、外交での回避は不可能。恐らくこれから数年以内に戦争になる」

　クロトは怒りを露あらわにまくしたて、虚こ空くうを睨にらむ。酒を飲んでいるわけではないが、他のクロノスメンバーが飲んだ酒の残り香にあてられたのか、いつもより饒じよう舌ぜつだ。

　カイルは虚うつろな笑みを浮かべながら、クロトの隣のソファーに腰掛け、奮発した年代物のワインと、珍しく熱く語りはじめた相棒クロトの様子を楽しんでいる。

「……この国に来て、おれは日之雄人だと自覚した。しかも強烈に。……おれは、日之雄がガメリアやルキアに踏まれる未来を傍観したくない」

　カイルは皮肉めいた笑みを口元へたたえ、ワイングラスを傾ける。

「罪人のきみが、日之雄を救うと？」

「……救う、とは言わん。だが、できることはあるはずだ。それがなにかはわからんが」

　カイルは小さく声に出して笑い、

「東京に戻っても、きみは確実に相場師として大成するよ。稼いだカネで鉄鋼業や造船業を支援するだけで国の役には立てるだろう。……ただ、焼け石に水だがね。日ひ之の雄おの国力では絶対に、ガメリアに勝てない」

「勝てずとも、あがきたい。最初から最後までガメリア人の思い通りになるのは不愉快だ。せめて顔面を殴りつけ、鼻血くらいは出させてやる」

「我々の鼻血ときみらの命を等価交換？」

「日之雄はサムライの国でな。奴隷にされるくらいなら死を選ぶ」

　ふふっ、とカイルは薄く笑い、気取った手つきでグラスを掲げる。

「日之雄人の蛮勇に」

　ふん、とクロトは鼻を鳴らし、オレンジジュースのグラスを掲げ、

「ガメリア人の強欲に」

　やり返してくる。カイルはソファーに深く腰掛け、長い足を組み替えて、少年を諭す。

「この国は欲望を地盤にここまで発展してきた。果てなき膨張は資本主義国家の宿命テーゼ、日之雄はおとなしくガメリアの欲に呑のまれたまえ」

「常々理解できないのだが、質問していいか」

「これは珍しい。どうぞ」

「ガメリア人の欲望にゴールはあるのか。たとえばお前は、どこまで行けば満足する」

　クロトのストレートな質問に、カイルはふんぞり返って即答する。

「頂点。二番は意味がない。わたしのゴールは世界一の金持ちだ」

「夢を叶えたあとはどうする。次はナンバーワンの立ち位置を維持せねばならんぞ。二番以下はお前を羨うらやみ、そこから引きずりおろそうとする」

「当然、受けて立つさ。二度とわたしに歯向かえないよう、この国の最下層へ蹴け落としてやる」

「辛つらくないか？　終わりがないぞ。頂点にしがみつき、陥落することを恐れ、追い上げてくる後続と死ぬまで闘争を繰り返す……。それのどこに幸福を見み出いだす？」

　クロトの質問を、カイルは笑ってはね飛ばす。

「きみの能力は十三才児を遙はるかに超越しているが、思想は年相応に未熟だね。……レッスン二十五。相場師は幸せなど求めない」

「……………………」

「幸せな生活を送りたいなら、この街を出て田舎いなかに喫茶店でもひらくといい。開店から閉店まで常連客と談笑し、そこそこの妻とまあまあの子どもをもうけ、夜は家族で食卓を囲み他愛ない話で盛り上がる、申し分のない人生がそこにある。だがフォール街に住まうのは緩かん慢まんな幸せなど顧かえりみない怪物たち、人間の成れの果てであることを忘れるな」

　喋しやべりながら、カイルは自みずからの胸にあいた穴から、またわびしい風が吹き抜けるのを感じていた。だがそんなもの、たかが感傷に過ぎない。フォール街を生きる投資家は、そんなものにかまける情緒を持たない。

「ひとのかたちの溶け落ちたバケモノの群れだよ。膨張に取り憑つかれたバケモノどもが終わらない舞踏に酔いしれている。好きだから踊っているのではない、踊るのをやめたら死ぬだけだから踊るしかないのだ。……幸せな時間などあるわけがない。あるとすれば敵の持ち物を奪い取り、自みずからがまた肥え太ることに成功した、その刹せつ那な的達成感のみ。……きみが幸せな生活を望むなら、いまのうちに降りることだ。フォール街の生活が長くなるほど、地上の欲得に骨の髄まで絡め取られていく。このしがらみからは永久に逃れられない。舞台を降りることができるのは、高層ビルから身投げするときだけだ」

　ひといきにそう言って、カイルは異国の少年投資家へ笑いかける。

「カネは権力だ。握った権力を行使したなら、しがらみが生まれる。打たれたものは権力者を恨み、弱者を打って利益を得た取り巻きは次も同じことを権力者に望む。その場から引きずりおろされないためには、権力者は周囲を打ち倒しつづけねばならない。相場師も、ガメリアという国も、ただ握ったものを失わないために戦いをつづけている。幸せになるためではない、惨みじめに踏まれないために膨張をつづけているのだ」

　カイルは長い言葉を紡つむぎ終えた。

　クロトはいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらに、なにやら複雑そうな感情を混ぜ込んでいた。

　カイルの目にはそれが、あろうことか哀れみのように見えた。

　十三才の少年に哀れまれたことに少々苛いら立だちながら、しかし、クロトの表情の奥にはまた別の感情もにじんでいた。

「……なるほど。……カイル。……少しばかり、青臭いことを聞いて良いか？」

　クロトの口調からいつもの傲ごう慢まんさが消え、代わりにわずかなためらいがあった。

「……興味があるね、どうぞ」

「絶対にからかうな。真ま面じ目めに答えるなら質問する」

「どうした、いきなりもったいぶって。……わかった。絶対にからかわない。きみの青臭い質問に真面目に答えよう」

　カイルは背もたれから上体を起こし、ぴんと背筋を張ってコメディ役者じみた生き真ま面じ目めすぎる表情をたたえる。

　クロトは気まずそうに咳せき払ばらいして、それから、決まり悪そうに表情を歪ゆがませ、あらぬ方向をむいて質問する。

「その……あれだ。……あれを信じるか」

「…………？」

「その………………お前は、友人などは、信じられるか」

「……友人を？」

　しばらく怪け訝げんそうな表情でクロトの質問を受け、数秒後、意味を悟って笑った。

「友人とはきみのこと？」

「………………………………」

　クロトの歪ゆがんだ表情が、問いの答えだった。

　カイルは思わず笑ってしまった。

「はっはっは！　意外だな、きみもそんなふうに思ったりするのか、はっはっは！」

　からかわれ、クロトは顔を真っ赤にして怒鳴り返す。

「違う！　おれのことではない、一般的な概念としての友人というものを信じたことはあるのかないのか、そういうことを聞いているのだっ！」

「照れるな。わたしにどう思われてるのか知りたいだけだろ？」

「ち、違うわっ！　貴様、からかわないと誓っただろうが！　最低な野郎だ、ひとがせっかく真ま面じ目めに尋ねてやったというのに、なんだその態度、最低だっ！」

　真っ赤な顔で怒鳴り返すクロトをさんざんからかい、カイルは目元を指でぬぐいながらひとしきり笑ったあと、愉快そうに背もたれに上体を戻し、天井を仰あおいだ。

　笑い声を収め、ふうっと長い息を吐き出す。

「……悪い、あまりに意外な質問だったから笑ってしまった。すまない、わたしが悪かった、真面目に答える。答えるから、少し待ってくれ……」

　そう告げて、カイルは答えを自分のなかに探した。

　呆あつ気けないほど簡単に、答えのほうから勝手に口をついて出てきた。

「レッスン二十六。フォール街では友情など信じるな」

　あっけらかんとした口調で、そう告げる。

「感情は失敗の元だよ。相場師に必要なのは理知性と冷酷さ、それのみ。余計な情緒は早いうちに捨てること」

「…………………………」

「以上。なにか質問は？」

「……いや、特にない」

　クロトの言葉の奥には、やはりまだ哀れみと同情の色があった。遙はるかに年下の少年からそんな感情を抱かれることが、カイルにはやはり若じやつ干かん、気に入らない。

「きみの心根はもしかすると、相場師にはむいていないかもしれない。傲ごう慢まんさの仮面を被っているが、その下にあるのは素直で良心的な少年だ。他人の持ち物を奪ってふんぞり返ることのできる人間ではない」

　告げると、クロトは「けっ」と舌打ちを放ち、目を逸そらす。

「……確かにおれは偉大で素直で良心的な天才少年だ。お前の考えはさっぱりわからんし、共感もしない。だが……参考にはなった。ここがお前のような怪物の巣そう窟くつであることは肝きもに銘じておこう」

　頷うなずいて、カイルは両手を天井へ突き上げ伸びをした。

「長話は終わりだ。明日からオフィスは別だが、クロノスの活動には参加しよう。そのうちお互い、協力したい事案も出てくるだろう。友情は信じないが、きみの能力は信じているし、今後も有効に利用したい。きみもわたしを存分に利用したまえ。フォール街では功利的な関係のほうが長持ちする」

　カイルはつれなく告げてソファーから腰を上げた。まだなにかを問いたげなクロトの視線を背中に感じてはいたが、無言で断ちきり自室のドアを後ろ手で閉めた。
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　あれから六年のときが流れ、ホワイトハウスのバルコニーでカイルはいま、おのれの感情を持て余している。

　ガメリア大統領の座がほぼ確約されたというのに、喜びは微み塵じんもなく、思考に浮かぶのはイザヤとクロトのふたりのみ。あのふたりが互いを想い合っていることが、不愉快で、いたたまれず、頭から離れてくれない。

　この焦燥とやるせなさの正体は、もしかすると嫉妬なのかもしれない。

　それに気づいて、カイルはますます苛いら立だつ。

　──このわたしが日ひ之の雄お人ごときに嫉妬するなど、あってはならない。

　あのふたりの間に割って入って、引き裂き、イザヤを自分のものにできたら、あんな猿に嫉妬しているみじめな自分からさよならできる。

　──クロトからイザヤを奪えば、幸福になれる。

　財力と権力の頂点を極めて、はじめて「幸福」というものの尊さを知った。

　頂点から蹴けり落とされることに怯おびえ、常に周りを警戒せねばならないのが辛つらい。憎悪も陰謀も嫉妬もこりごりだ。全部きれいさっぱり捨て去って、ただイザヤと純粋な愛を育みたい。そうしたらきっと、この世界を少しはマシなものと認識できる。

　一月の空を見上げ、カイルは決意を口にした。

「イザヤは必ず手に入れる」

　社会の最底辺から這はい上がり、あらゆるものを手に入れてきた。

　このわたしの本気を以もつて、奪えないものなどなにもない。

「止めてみろ、クロト」

　言い捨てて、きびすを返す。

　大統領選挙まで、あと十一か月。必ず大統領に就任し、新飛行艦隊を率いて東京の空を覆い尽くし、イザヤをわたしのものにしてみせる……。
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　これは日ひ之の雄おの負けだなー。

　マンハッタン島に蓋ふたをする大飛行艦隊の威容を、イースト川を挟んだ対岸、ブルックリン・ブリッジパークから眺め渡しながら、日之雄海軍省特務士官、ユーリ・ハートフィールド少尉はそう確信した。

　こうして横合いから眺めると、高度千二百メートルを覆う浮遊圏一帯が、鋼鉄色で塗りつぶされて見える。駆く逐ちく艦かん群を先頭にして徐々に艦型を大きくしていく鋼鉄の帯は、マンハッタン島上空を南から北へ航過しつつ、底部爆弾槽そうから紙吹雪ふぶきを播まいていた。

　きっと摩ま天てん楼ろうの狭はざ間まに詰めかけた数百万の市民たちは歓声をあげながら、この戦争の勝利を確信しているだろう。

「あの紙吹雪、ティッカー・テープを切ったものだそうですよ」

　ユーリの傍かたわら、一月の大気へ白いものをほっこり浮かべて、投資家集団「クロノス」会員、トムスポン・キャリバンがそう言った。

　投資家の事務所の必需品、ティッカー・マシンが最新の株式取引情報を印字して吐き出すティッカー・テープは、その日のうちに使い道のないゴミとなる。いまマンハッタン島に降り注いでいるのは、これまでのフォール街の取引の集積、投資家たちの夢の跡だ。

「あの艦隊を生んだのは、正確にはカイルではありません」

　突然のトムスポンの言葉に、ユーリは訝いぶかしそうに目線を移す。

「自国通貨で自国債を買い取って債務を拡大しようが、政府が適切にコントロールする限りインフレは起こらない……。この理屈は元々、他の人物のアイディアでした。カイルはそれを盗み、大統領へ売りこんだだけです。発案者が誰かわかりますか？」

　ユーリは少しばかり驚いて、傍らのトムスポンを見やる。

　投資家集団「クロノス」の生みの親は、カイル・マクヴィルともうひとり──。

「黒くろ之のクロト？」

「はい。クロトが雑談中に、そんなことを言いはじめたことを覚えています。カイルが妙に感心を示し、クロトと議論しながらアイディアの細部を検討していました」

　トムスポンの言葉に、ユーリは特大の「あちゃー」をかみ殺して、薄い興味程度の表情をたたえる。

「日之雄人のアイディアが日之雄を滅ほろぼすわけね」

「皮肉なことに、そうなります。クロトがあの魔法を思いつかなかったならば、恐らくいまもケリガン一族がホワイトハウスの代理人だったことでしょう」

　かつてケリガン財ざい閥ばつが果たしていた戦費調達の役割は、カイルが大統領金融顧問官になってからＦＲＢに取って変わられた。フォール街の顔役であり、金融恐慌を何度か救ったケリガン一族はいま、ホワイトハウスによって締めあげられかつての勢いを失いつつある。

「ウィンベルト大統領がケリガンを憎む理由ってなに？」

「不明です。個人的に恨みがあるのか、もしくは、なんらかの勢力の意志を汲くんでいるのか、どちらかだと」

　ふーん、とユーリは相づちを打って、彼方かなたの大飛行艦隊を遠望する。

　観艦式も後半に差し掛かり、いまようやく戦艦戦隊がエンパイアステート・ビル上空に差し掛かったところ。

　──戦艦十七。重巡三十五。軽巡四十六。駆く逐ちく艦かん九十八……。

　トムスポンと会話しながら艦数を正確に数え上げ、ユーリは心中に溜ため息いきをつく。

　──連合艦隊は海の底だなー。

　艦隊決戦の勝敗を分けるのは戦艦の数だ。船体が大きいほど装甲を厚くできるため、小艦は大艦を沈めることができない、という絶対のルールがある。マンハッタン島に蓋ふたするあの大艦隊は紛まぎれもなく、人類史上最大級の暴力装置。あれと対たい峙じしたその日が、日ひ之の雄お連合艦隊の命日だ。

　そしてあの大飛行艦隊は、下腹からティッカー・テープの代わりに一トン爆弾を日之雄全土に振りまいて、数十万、数百万人の女、子ども、老人を焼くだろう。戦闘員も非戦闘員も、ガメリア人から見たら同じ猿。いくら殺そうが、罪悪感は生まれない。

　ユーリの音のない溜息が、深くなる。

　──めんどくさいけど、無視するわけにもいかないし……。

　また危険を冒してレキシオ国境を踏破し、レキシオ湾に浮かぶ工作船へ乗り込んでこの事態を報告せねばならない。傍かたわらにトムスポンがいなければ、地面に穴があくくらい溜息をつけるのに。

「どうしました、ユーリ？　顔色が優れませんが」

「ん、そう？　明日からしばらくニューヨークを離れるから、ちょっと寂しいのかな」

「旅行ですか？　それはまた急ですね」

「あれ、言ってなかった？　パパの仕事の手伝いで、二週間くらい南部へ」

「……そうでしたか。あ、いえ、それならそれで、はい」

　なにか言いよどむトムスポンへ口元だけの微ほほ笑えみを返し、ユーリは観艦式を終えて西方の空へ消えゆく大艦隊を見送った。

　新鋭艦に水兵が慣かん熟じゆくするまで、駆逐艦で二～三か月、戦艦ならば六か月間を要する。その猶予期間、日之雄連合艦隊がどれだけガメリア艦隊の数を減らすことができるかが、大だい公こう洋よう戦争の趨すう勢せいに大きく関わってくる。だから一刻も早く、この事態を本国へ伝えねばならない。

　レキシオ湾の工作船に乗り込んだなら、上司からの新たな命令も受け取ることになるだろう。フォール街の厭えん戦せん派をとりまとめ、戦争休止の世論を作り上げるのがユーリの本来の仕事だが、そのほかにも二、三の密命が下されるのは間違いあるまい。つきたくなる溜ため息いきを飲み込んで、トムスポンを見上げる。

「寒いね。あったかいもの食べたいな」

「あ！　そうですか、事務所の近くに南部料理のダイナーがあります、旅行の予習がてら是非一緒に。ガンボがおいしいですよ」

「やった！　おなかすいてたの、うれしい！」

　ユーリは朗ほがらかに笑んで、トムスポンの手を引っ張って、タクシーに乗り込む。ガメリア人には珍しく純情なトムスポンはうっすらと朱に染まった頰ほおを緩ませる。

　──実にチョロい。

　無む垢くな笑顔の奥で舌なめずりをしつつ、ユーリは今後の自みずからの立ち回りについて黙もつ考こうする。

　この調子なら、トムスポンを使って厭えん戦せん派の人脈に入り込むことはできるだろう。だが小物といくら仲良くなっても意味はない。コネを伝ってカイルに対抗できる大物と知り合いになり、懐ふところに入り込まなければ、新しい流れは生み出せない。

　ユーリのターゲットは。

　──ケリガン財ざい閥ばつ。

　カイルによって政府の戦費調達役を蹴けり落とされたあの一族は、間違いなくウィンベルトとカイルを憎んでいる。うまいことケリガンに取り入ってホワイトハウスとの対立を煽あおり立てたなら、厭戦へむかう流れを生み出せるかも。

　だが簡単に繫つながることのできる相手ではない。

　ケリガンは付き合う相手を慎重に選ぶ。フォール街の中心に構えるケリガン財閥の事務所は「ザ・コーナー」と呼ばれ、ケリガンが認めた一流の投資家、銀行家でなければ入ることができない。逆にザ・コーナーの扉を開きさえすれば、ユーリの仕事はかなり楽になる。

　車はもうマンハッタン島へ入ろうとしていた。ユーリは車窓に霞むフォール街の摩ま天てん楼ろうを見やった。魑ち魅み魍もう魎りようの住まうあの街での戦いは、これからが本番となりそうだ。

　最も優先すべきは。

　──危ないことはしない。身の安全を第一に。

　──クビにならない程度に頑張る。うん。

　ぬるい決意を緩く抱いて、ユーリは摩天楼のただなかへと入っていった。
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　物心ついたときは、すでに暗がりにいた。

　陽光のもとに出るのは一日二回、合わせて一時間ほど。

　あとの時間はずっと洞どう窟くつの奥や地下室にいて、闇のなかで身体からだを鍛きたえ、読書し、食事した。眠るときだけなぜか、青紫色の光を放つ石を抱いて眠った。だから光は、太陽とその石からしか浴びたことがない。

　似た年頃の子が十数名、同じ生活をしていた。五感を極限まで研ぎ澄ますために常に空腹状態に置かれ、闇のなかで体術や剣術の試合が行われ、負けると食事がもらえなかった。だからみんな互いを敵とみなしていたし、私的な闘争は日常茶飯事だった。

　自分の名前も年齢もわからなかった。ただ「五番」と呼ばれていた。時間の経過さえわからないまま、一日二回、太陽を拝むことだけをよりどころに、飢えと厳しい鍛錬に耐えた。

　時間の経過を知るために、太陽を見た回数を数え、千回目を超えたあたりで、徐々に子どもが減っていることに気づいた。どこに行ったかはわからないが、消えた子どもがうらやましかった。わたしも早くここからいなくなりたい。そう願った。

　ある日「二十八番」と死合うよう言われ、三日三晩戦った結果、相手が動かなくなり、わたしは太陽のもとへ出た。とても眩まぶしくて、疎うとましかった。目をつぶって闇のなかにいたほうが周囲の状況を把握でき、楽に生活できた。

　それから大きなお屋敷へ連れて行かれ、名前と皇王家直衛兵の制服を与えられた。

　三か月ほどお屋敷で直衛兵として必要な教育を受け、車に乗せられ「主あるじ」のもとへ赴おもむいた。

　桜の咲き乱れる皇宮の、見上げるくらい立派な建物の前、中庭に跪ひざまずいて、わたしははじめて守るべき「主」に出会った。

「わ、かわいい！　あなた何才？　同い年くらい？」

　舞い散る桜を背景にして、当時十一才の風かぜ之の宮みやリオ内ない親しん王のう殿下は、かわいらしいブラウスとスカートを身につけて、わたしに顔を近づけ屈託なく聞いてきた。

　どう答えたらいいかわからなかった。わたしの隣で平へい伏ふくしていた「先生」が、文字通り額を砂じや利りにこすりつけて応えた。

「直接お声がけなさるなど、もったいのうございます、殿下。こちらが戸と隠がくしミュウ、十一才になります」

　そのときわたしははじめて自分の年齢を知った。リオ殿下は「ふーん」と不思議そうな返事をして、近すぎるくらいに顔を近づけていた。

　もうひとりの「主」、白しろ之の宮みやイザヤ内親王殿下は濡ぬれ縁えんに腰を下ろし、ぴしりと背を伸ばしてわたしを見下ろしていた。

「話は聞いた。これからずっとわたしたちに付かず離れず護衛するそうだな。てっきり大人だと思っていたが子どもではないか」

　その質問に、先生が答える。

「孤こ獄ごくの生還者です。今期は戸隠五百年の歴史において八度目の孤獄でございましたが、このミュウは戸隠の最高傑作ともいわれております」

　ふむ、とイザヤ殿下は納得したようなしないような微妙な表情をたたえ、リオ殿下は相変わらずわたしの横顔へ顔をこれ以上ないほど近づけて、

「あなた、最高傑作なの!?　すごいねー、茶柱、立てられる？」

　なにを問われても自分の意志で答えるな、と教育されているため、わたしは地蔵のように平伏をつづけるしかない。

　イザヤ殿下はさらにふんぞり返って、

「言っておくが、侍従を出し抜くのはわたしの趣味だ。これまで何度も監視をくいくぐって町歩きしてきた。わたしに出し抜かれないよう、せいぜい目を離さないことだな」

　不敵な言葉を紡つむぐ。わたしは平伏したままなにも答えず、答えを考えることさえしない。

「ははーっ。それはもう、お邪魔にならぬよう、しかし付かず離れず、こちらのミュウがお守りいたします」

　先生の答えを聞きながら、わたしは身動きせず、よしと言われるまで平伏していた。







　それからおふたりをお守りする生活がはじまった。

　イザヤ殿下はお言葉どおり、たびたびわたしを出し抜こうとして、全ての試みが失敗すると地じ団だん駄だ踏んで悔しがったが、わたしの仕事ぶりを褒ほめてくださった。リオ殿下はわたしから逃げるどころか、自みずから率先してわたしの傍かたわらに寄ってきて、友達みたいに話しかけてくださった。

　御学問所の日課が終わると、お二方の乗る人力車の前を走りながら、不審なものが道ばたにいないか目を光らせるのがわたしの仕事だった。時折、御学問所が早く終わったときなど、両殿下は人力車を止めさせ、わたしと並んで歩いて帰路につくこともあった。「いつも走ってるから大変でしょ」とリオ殿下はおっしゃっていたが、わたしは申し訳なくて、どうしたらいいかわからなかった。

　一度、三人で歩いているときに、アイスキャンディの屋台の前を通りがかった。夏だった。リオ殿下は侍従に頼んで三本買ってもらい、一本をわたしにくださった。もちろん固辞したのだが、イザヤ殿下とふたりがかりで押し切られてしまい、わたしはおずおず、アイスキャンディを口に含んだ。

　びっくりした。あんなに冷たくて甘いものを食べたことがなくて、昼間なのにわたしは目をひらいてしまい、はしたないと思いつつも、そのまま舐なめつづけた。あとで知ったが、ソーダ味というのだそうだ。口のなかに広がっていく冷たくて爽やかな甘みが、だんだん胸のうちで温かくとろけてきて、なぜかわたしはぽろぽろ涙をこぼしてしまった。なぜあのとき泣いたのかわからない。両殿下はびっくりして、なぜ泣くのか尋ねられたけれど、原因はわたしにも説明できなかった。やがて両殿下は泣きながらアイスキャンディを舐めるわたしへ微ほほ笑えみを投げかけ、三人で並んで歩きながら食べた。その夜、わたしは冷たくて温かいアイスキャンディのことを思い出しながら、両殿下のために命がけで働こうと決めた。

　一年後、イザヤ殿下はガメリア合衆国のアナスティング海空軍士官学校へ留学された。

　わたしはリオ殿下専属の護衛として、御学問所と皇宮を往復する日々を送った。

　リオ殿下はいつもわたしを気遣ってくださった。わたしにできることはリオ殿下が安心して生活できるように周囲を警戒することだけだから、その仕事だけに邁まい進しんしてリオ殿下の優しさに応えた。

　十六才の春、イザヤ殿下が帰国して、リオ殿下とともに重じゆう雷らい装そう艦「井い吹ぶき」に乗り込んだ。わたしも少尉の階級を得て、見張長兼甲かん板ぱん士官として軍務についた。だからリオ殿下とはかれこれ十年近く、一番近くにお仕えしていることになる。

　そして、明日、リオ殿下とお別れすることになった。

　わたしは感情を持たない。主あるじのために生きて死ぬ存在に、そんなものは必要ない。

　だから「寂しい」などという気持ちは不純物だ。それを表現するわけにいかないし、リオ殿下に悟られてもいけない。おふたかたにとって、わたしは「モノ」でなければならないのだ。

　できることはひとつ。

　最後までリオ殿下の身に、他の誰かが指一本、触れられぬようにすること。

　明日、リオ殿下とお別れとなることは古参兵たちも知っている。絶対になにもせずに終わるわけがない。特に一時間後、おふたかたの入浴は警戒を要する。わたしの知る限り、あの変質者たちは絶対に、最後の思い出づくりと称して下劣な行動に出る。

　最後の最後で、リオ殿下の貞節に傷をつけるわけにはいかない。

　おふたかたを今夜一晩、あの変態どもからお守りせねば……。




　†††




「閣下を男と見込んで、ご相談があります」

　飛行戦艦「村むら雨さめ」空雷科兵へい曹そう長ちよう・鬼おに束つか響ひび鬼きはそう言って、連合艦隊作戦参謀・黒くろ之のクロト少佐の前へ全裸で仁王立ちになった。

　露天岩風呂の石組みに両手をかけ、入浴中のクロトは不機嫌そうな表情を持ち上げ、目の前にぶらさがるものを睨にらみ据すえる。

　阿あ蘇その夜風が吹き抜けて、温泉の湯気を払っていく。

　クロトは月明かりに染まる美しい顔立ちを鬼束へ据え置いたまま、

「みなまで言うな。お前の願いを当ててやる」

　感情のにじまない冷たい言葉が、三月の夜気へ放たれる。

　鬼束の背後に控えていた全裸の水兵たち十数名が固かた唾ずを呑のんで、クロトを注視する。

　濡れた前髪を搔かき上げ、クロトはけだるそうに、

「隣の女風呂を覗のぞきたい。そうだな？」

　鬼束以下、居合わせた水兵たち全員の表情が驚きよう愕がくを示す。

「なんてことだ、思考を読まれた！」「なぜわかったのです!?」「閣下は超能力者ですか!?」

　クロトは「ふっ」と悦に入った笑みをたたえ、

「チンパンジーの知能を演えん繹えきしたなら、貴様らの思考は読める」

「すごい！　この鬼束、はじめて閣下に感服いたしました！」

「はじめてなのか貴様。もっとすごいものを何度も看かん破ぱしているが」

「だが細部がわずかに外れています。覗くのではなく、入浴中の両殿下を盗撮したいと思っております」

「これはまいった。チンパンジーでは高尚すぎたか。次からカナブンで演繹しよう」

　クロトはお湯で顔を何度も洗って悔しがる。鬼束はふんぞり返って、

「おふたりの入浴は一時間後、午後七時の予定であります。わずか一時間の準備で戸と隠がくし少尉の警戒網を突破し、秘密裏に入浴中の両殿下を撮影、気づかれることなく撤収するなど常人には不可能でありますが、我らには不可能を可能にする黒くろ之の閣下がついておられる。あぁ、本当に閣下の部下で良かった。では閣下、なんなりと策を。我ら一同、命に代えても作戦を成功させましょう」

「うむ。貴様ら全員で奇声をあげながら女風呂へ突入、しんがりをひとりずつ切り離しながら必死で逃げろ。以上、健闘を祈る」

「真ま面じ目めな相談なのです、閣下」

「女風呂を盗撮したいと真面目に相談される身にもなれ」

「我ら空雷科は、風かぜ之の宮みや殿下と明日でお別れであります。せめて一葉、ありのままの風之宮殿下のおすがたを記録に留めたいと。もちろん一緒に白しろ之の宮みや殿下も」

「うむ。ありのままである必要性が全くわからん。リオとの別れが惜しいなら、集合写真でも撮れば良い」

　あくまで冷たいクロトの言葉に、背後で控えていた全裸の水兵たち──「村むら雨さめ」空雷科員たちが前のめりになる。

「閣下、お願いします、我らがおすがりできるのは閣下だけなのです！」「どうか閣下、その頭脳を以もつて両殿下の素っ裸を我らに！」

　男たちはクロトの入っている露天岩風呂を取り囲み、両こぶしを握りしめ、息を荒らげて直訴してくる。

「これからすぐそこで、両殿下がそろって入浴される！　この奇跡を記録に留めないなど、人類の損失ではありませんか!?」「黒之閣下ともあろうかたが、なぜのうのうと湯に入っておられるのです!?」「はあはあ、お願いします閣下！」「はあはあ、閣下！」「はあはあ！　はあはあ！」

　興奮のあまり理性を失った数名が、眼球を血走らせ、不気味な呼吸音を発しつつ、全裸でクロトへ迫ってくる。

　クロトは思わず息を呑のむ。訓練のときより遙はるかに、兵員たちの言葉に魂がこもっている。

　──怖い！

　鬼おに束つかの真剣な眼まな差ざしが、至近からクロトへ突き刺さる。

「虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得ず！　座しておれば、機会を逃すだけですぞ黒之閣下！」「はあはあ、ご聖断を！」「はあはあ、閣下！」「閣は──っ！」

　奇怪な雄お叫たけびをあげながら、内ない親しん王のう親衛隊が目を血走らせ、クロトへにじりよる。最後の兵など、閣下とはあはあが混ざってなにを言っているのかわからない。

　──本当に怖い！

　さすがのクロトも冷たいものがこめかみを伝い、片手をあげて諫いさめにかかる。

「寄るな！　離れろ！　しばし落ち着け、このバカどもが……」

　溜ため息いきをつき、黙もつ考こうする。

　知ってはいたが、全く以もつて呆あきれ果てた連中だ。

　こいつらの優先順位は国家よりもお姫様が先に立つ。いますぐ星空の下に全員正座させて往復ビンタしてやりたいところだが、しかし目の前のバカどもは現時点において、世界最高水準の空雷科員であることも事実。

　大だい公こう洋よう戦争が開戦して、一年九か月。

　重じゆう雷らい装そう駆く逐ちく艦かん「井い吹ぶき」、軽巡空艦「飛ひ廉れん」、そして現在は飛行戦艦「村むら雨さめ」……。彼らは次々に軍艦を乗り越えながら、ルソン沖海空戦、マニラ沖海空戦、メリー半島攻略戦、そしてインディスペンサブル海空戦を勝ち抜き、生き延びてきた。開戦以来のベテラン水兵のほとんどはすでに戦死しており、百度の訓練より一度の実戦がものをいう海空戦において、艦隊決戦を四度も勝ち抜いた空雷科員たちは国家の宝といっても過言でない。彼らの持つノウハウと経験は、今後生起するであろう人類がいまだ経験したことのない大規模艦隊決戦に必ず必要となる。

　品性はチンパンジー以下、理性はカナブンと同程度、ぶらぶらさせたり、はあはあしたりしているが、艦隊決戦となれば世界一の技量と経験を用いて敵艦を撃げき滅めつできる替えの利かない戦闘要員であるのだ。

　よって。

　──面倒でも、手なずける意義はある……。

　クロトは自分にそう言い聞かせ、告げる。

「……手段がなくはない。だが万が一、露見すればおれの立場が危うくなる。危険に見合う対価がなければ協力はできん。……貴様ら、おれになにを差し出す？」

　クロトを取り囲んだ全裸の男たちは、一瞬目配せを交わし、ざっ、と踵かかとを鳴らして直立不動の姿勢を取った。

「我らの命を、黒くろ之の閣下に捧ささげます」

　男たちを代表して、鬼おに束つかが宣言した。

「黒之閣下こそ我らが主あるじ。閣下の命令であれば我ら一同、地獄だろうが肥溜めだろうが、喜んで突貫していく覚悟であります」

　水兵たちは真剣な表情で、鬼束の言葉に同意する。

　クロトはもう一度改めて、気に入らなそうな顔つきで兵員を見回す。

　優秀な下士官兵を統率するのは、難しい。

　彼らは常に、上司である士官を値踏みしている。気に入らない士官の命令はごまかしたり、手抜きしたり、わざと失敗したり。逆に、尊敬する士官の命令であれば粉ふん骨こつ砕さい身しん努力するし、ときには命を投げ出して命令を遵じゆん守しゆする。

　──おれが出世するには、こいつらが必要だ。

　──ならば、ある程度のリスクは引き受け、こいつらをおれに心酔させねば……。

　心算を終えて、クロトは蒼そう氷ひよう色しよくの瞳に鬼束を映す。

「……その言葉、二に言ごんはないな？」

「はっ！」「男に二言ありません！」「違たがえたなら、この腹かっさばいてお詫わびします！」

　水兵たちは口々に、言葉に魂を込める。

　クロトはけだるそうに、濡れた前髪を片手で搔かき上げる。

「非常に不本意であるが、部下の願いとあれば仕方がない。あいつらの裸にそれほどの価値があるとも思えんが協力してやる」

　おおお、とどよめきが一同からあがった。

　思えば一年半ほど前、クロトは不可能と思われた姫さま水着盗撮作戦を成功へ導いた。イザヤの水着は撮れなかったが、リオの水着写真はいまも兵員居住区に張り巡らされ、特製ブロマイドは秘密裏に「村むら雨さめ」艦内神社に祀まつられてもいる。クロトが協力するとあれば、今度こそ、一糸まとわぬイザヤとリオのご尊影が祀られるのではないか。

「黒くろ之の閣下、万歳！」「天才参謀、万歳！」「未来の連合艦隊司令長官、万歳！」

　全裸の男たちは口々にクロトをたたえ、万歳をはじめた。なかには作戦成功を確信し、股こ間かんが万歳しているものもいる。むさ苦しさの極限の光景にあって、クロトは醒さめた表情に知謀をそよがせ、問題点をあげる。

「ミュウの監視をかいくぐって撮影者を潜入させ、カメラを持ったまま目標へ肉薄させるのが前回以上に難しい。幽霊か透明人間でもなければ不可能な業わざだが……」

　独り言をこぼしながら、クロトは作戦立案に入る。前回は砂浜で戯たわむれるイザヤとリオを盗撮したが、あれはボートの乾かん舷げんという遮しや蔽へい物を使用することができた。しかし今回の女風呂はカメラを隠す場所がない。そして、ミュウもまた前回以上に盗撮を警戒しているはず。

　ふたりの入浴まであと一時間。

　この短い準備時間で前回以上に過酷な条件をクリアし撮影を敢かん行こう、気づかれることなく撤収することなどできるのか。

　目を閉じて黙もつ考こうに沈むこと二分間。

　いきなり、クロトの蒼そう氷ひよう色しよくの瞳が見ひらかれた。

「見えた」

　その一言に、水兵たちがどよめく。

「閣下!?」「もしや、閣下！」

　前のめりになる水兵たちへ、クロトは口の端はを吊つり上げる。

「仕込みが必要だ。一時間以内に『村雨』乗組員で最もなよっちぃ、女みたいなやつを連れてこい。それから、この旅館の従業員で最も卑ひ怯きようで低俗そうな人間と、決死隊員三名が必要となる。適切な人材が見つかれば、作戦成功は疑いない」

　確固としたクロトの言葉に、水兵たちの表情に希望がみなぎる。

　鬼おに束つかが実戦時と遜そん色しよくのない真剣な声で号令を発する。

「聞いたな貴様ら！　決死隊三名、名乗り出ろ！」

「わたしがっ!!」「わたしにっ!!」「わたしこそっ！」

　一瞬にして志願兵三名が全裸で名乗り出る。鬼おに束つかは真剣な表情で頷うなずき、

「うむ！　次は女みたいに貧相な水兵と、卑ひ怯きようで低俗そうな従業員を見つけろ、急げ！」

「はっ！」

　残った十数名はぴんと背筋を伸ばし、毅き然ぜんとした足取りで更衣室へ駆け込んでいく。

　彼らの背中を見送って、ふん、と鼻を鳴らし、クロトは湯船から立ち上がった。面倒なことに巻き込まれてしまったが、この作戦の遂行を以もつて扱いの難しい部下たちがおのれの道具に成り果てるなら安いもの。このあとの段取りを黙もつ考こうしながらタオルを腰に巻き付けたとき、ふと傍かたわらの鬼束が真剣な表情でクロトを見下ろしていることに気づいた。

　全身傷だらけで筋骨隆々、仁王さまみたいな鬼束から見下ろされると、自分の肉体の貧相さが否応なく自覚され、居心地が悪い。

　クロトは不愉快そうに片目で鬼束を睨にらみあげ、

「……なんだ」

　問うと、いきなり鬼束の表情が晴れ上がった。

「見つけました！」

「…………？」

「いやあ、これは幸さい先さきが良い！　作戦成功は間違いありませんな！」

　ほがらかに笑いながら、鬼束は「村むら雨さめ」乗組員で最もなよっちぃ、女みたいなクロトの肩へ片手を置いた。




　†††




「うわー、きれい！　すごいねー！」

　風かぜ之の宮みやリオ内ない親しん王のうは生のままで、なんのてらいもなく星空のもとへ駆けだしていく。

　露天風呂の湯煙のむこう、昼間には雄大な展望がひらける平原の彼方かなた、三月の星空の裾すそを阿あ蘇その山容が黒くくりぬく。

「贅ぜい沢たくすぎて、なんだか前線の兵に申し訳ない」

　白しろ之の宮みやイザヤ内親王もそう言いながら、タオルで身体からだの前を隠し、屋外へ足を踏み出す。

　リオに比べるとつつましい曲線が橙だいだい色の明かりをつややかに弾き、うしろでまとめた白銀の髪を蒼い月光が滑り落ちる。ちゃぽんと爪つま先さきを湯おもてへ入れてから、ゆっくり全身を浸す。

「はぁ──……。気持ちいい……」

「温泉なんて久しぶりだもんねー。イザヤ、顔とろけてるよ」

「うん……。顔が緩む……。艦内にも温泉が欲しい……」

　リオも思い切りよく肩までつかり、

「はああ……最高すぎ」

　天を仰あおいで、露天風呂の背後に佇たたずむ少女を振り返る。

「ミュウも入りなよ。今日くらい仕事休んでいいでしょ？」

　いつもの第二種軍装に身を包んだ戸と隠がくしミュウ少尉は、両目を閉じたまま、口だけを動かす。

「いえ。大気が変態の息づかいで充みちています」

「そんな変なひといないと思うけどな～」

「非常に大勢存在します。両殿下にはくれぐれも、無防備なすがたを外界へさらさぬようお願いいたします」

「ここでそれは無理ー」

　イザヤもミュウを振り返り、

「わたしたちが出たあとで、ミュウも入るといいよ。たまには休まないと」

「いえ。明日、出しゆつ立たつするまで、直衛させていただきます」

　ミュウのかたくなな態度は変わらない。明日でリオとはお別れだから、最後までしっかり仕事をしたいようで、いくら休むように言っても聞いてくれない。

　と。

　ミュウの眉が、ぴくりと動いた。

「…………やはり」

　いつも閉じられた瞳が薄くひらき、露天風呂の眼前に広がる阿あ蘇その大平原へむけられる。

　イザヤも同じ方向へ目を送るが、なにも見えない。しかしミュウの人間離れした夜間暗視能力は、三千メートル先の暗闇に潜む小動物をも視認するほどすさまじい。

「……不ふ埒らちものを三名、確認しました。排除してまいります」

　言い捨てて、ミュウは音も立てず、温泉の湯気のむこうへ溶けて消えた。イザヤとリオにはなにも見えないが、ミュウの言葉からすると、露天風呂の前面に広がる平原に誰かが潜んでいるらしい。

　イザヤは呆あきれたように、ひとつ息をこぼす。

「去年のビーチのこともあるし。懲こりない人間がいるのかも」

「うーん。いないと思うけどなー」

　呑のん気きなことを言ってから、ふたりきりになった露天風呂で、リオは星空を仰あおぐ。

「イザヤとクロちゃん、ミュウ、それに空雷科のみんなとも明日でお別れかー。……あたしも第八艦隊に行きたいよ～」

「今こん生じようの別れじゃない。また会えるから。明日みんなで写真を撮ろう」

「えーん。寂しい～」

　リオはいきなり表情を泣き崩して、裸のままイザヤにすがりついた。

　イザヤは笑って、リオの背中へ手を回す。

「よしよし。リオなら大丈夫だよ。『村むら雨さめ』の水兵にも好かれているし」

「なんであたしだけ残るの～。あたしも第八艦隊がいいのに～」

　リオは笑顔のまま、うっすら涙さえにじませ、豊かな胸をぎゅうぎゅうイザヤへ押しつけて愚ぐ痴ちをこぼす。

　イザヤたちが阿あ蘇そへ来て「村雨」に乗り込んでから、四か月が経っていた。

　この間、日ひ之の雄おでは続々と新規の飛行艦艇が竣しゆん工こうし、それに伴い艦隊再編成が行われ、新たに「第一飛行艦隊」と「第八飛行艦隊」が誕生した。イザヤは「第八飛行艦隊」司令官として就任が決まったが、飛行戦艦「村雨」は「第一飛行艦隊」旗艦に編成され、「村雨」艦長であるリオもイザヤと別れ、「第一飛行艦隊」に異動することになっていた。

「叔お父じ上が連合艦隊司令長官に就任したからね。愛まな娘むすめを近くに置きたい気持ちはわかる。遠くにいるよりずっといいよ」

「なんかコネみたいでイヤ～」

「誰もそんなこと言わないよ。充分、戦果をあげてきたんだし。連合艦隊旗艦の艦長なんて、栄転じゃないか」

　インディスペンサブル海空戦で負傷した馬ば場ば原はら知ち恵え蔵ぞう大将に代わり、新たな連合艦隊司令長官として就任したのは、リオの父、風かぜ之の宮みや源げん三ざぶ郎ろうだった。開戦初頭のマニラ沖海空戦で主だった高級将校が軒並み戦死し、極度の人材不足に陥おちいった連合艦隊は、軍令部総長である源三郎を連合艦隊司令長官と兼任させる窮きゆう余よの策に打って出た。。

　明日以降、リオはイザヤやクロト、古い馴な染じみである空雷科員たちと別れ、父である連合艦隊司令長官の指揮下に入る。今日が仲間たちと過ごす最後の夜になるかもしれない。

「叔父上にもきっと深い考えがおありなのだよ。個人的感情は置いていかねば」

「わかってるけど、でも、寂しい～」

　リオはますますイザヤへすがりついてくる。

　困った笑みを浮かべて、イザヤは星空を見上げた。

　イザヤだって寂しい。艦隊司令官などという、イザヤの年齢からすれば高すぎる立ち位置へ辿たどり着けたのも、リオがいつも一番近くで悩みや不安を共有してくれたからだ。これからまた新たな乗艦、新たな艦隊で新たな仲間たちを統率しなければならないイザヤにとって、大切な友人であり同僚であるリオを失うことは、とても寂しいし、痛手だった。

「戦いに勝つためだから、我慢しないと」

「わかってる。わかってるけど～……」

　リオは笑みを保ったまま、めそめそする。重じゆう雷らい装そう駆く逐ちく艦かん「井い吹ぶき」以来、「飛ひ廉れん」、「村雨」と乗艦を変えながら、毎日の猛訓練や地獄の戦場で生死を共にした空雷科の古参兵たちは、リオにとってもはや本物の家族以上の家族だった。ひとりひとり、顔も名前も性格も出身地も家族構成も知り尽くした彼らと明日お別れせねばならないことが辛つらい。

　ふたり、裸ですがりついたまま慰めと愚ぐ痴ちを交わしていた、そのとき。

　不意に板塀の木戸がひらき、従業員用倉庫から青い作さ務む衣えを着込んだ女性使用人が入ってきた。

　ぺこりとひとつ頭を下げて、手ぬぐいのほっかぶりで頭部を覆った使用人は洗い場の洗面器を片付けはじめる。ミュウはまだ平原に潜む不ふ埒らちものを追い立てているのか、戻ってこない。リオは使用人を気にすることなく、イザヤに抱きついて離れない。

「……………………」

　使用人は回収した洗面器を積み上げてから、石敷きの床に水を流しはじめた。手ぬぐいで隠した頭部の奥で、ぎらりと蒼そう氷ひよう色しよくの瞳が瞬またたいたことに、イザヤもリオも気づいていない……。







　なぜおれがこんな真ま似ねをせねばならん。

　鬼おに束つかをはじめとした水兵たちから「閣下こそ適役！」「閣下でなければ不可能な御業！」「閣下の女性と見まがうばかりの美しい肢し体たいでなければこの任務は全うできませぬ！」と涙ながらに懇願されて渋々引き受けてしまったが、いまにして思えば「悩ましい肢体」だの「つやつやのお肌」だの「中性的な魅力をいまこそ発揮」だの、容姿をおだてられて調子に乗ってしまった感も否めない。

　一時間前、いかにも卑ひ怯きようで下品そうな従業員を水兵たちが連れてきた。クロトは咳せき払ばらいしてから、卑屈な目をした出っ歯の従業員の年収を尋ね、その二倍の額の小切手を切って買収に成功した。戦務の傍かたわら、東京証券取引所で投資家として活動しているクロトの懐ふところは現在、高額納税者ランキングに掲載されるほど膨れあがっており、痛い出費ではなかった。ほくほく顔の従業員から手に入れた女性用の作務衣を着込み、従業員用倉庫に隠れ、ミュウが決死隊三名の陽動に釣り出されたのを確認してこうして出てきた次第だが、さてここからが難しい。

　ご丁寧に胸パッドをいれて女性使用人に扮ふん装そうしたクロトは作務衣の胴体部に隠したカメラがバレないよう、前屈み気味にブラシで床を掃除する。

　湯煙越しに、露天風呂で語り合うイザヤとリオの影絵が見える。

　がらにもなく緊張しているのか、ブラシを握る手が汗ばむ。

　──落ち着け。相手はたかがイザヤとリオだ。

　──平静を保っていれば、これしきの作戦、つつがなく遂行できる。

　石敷きへ水を撒まきつつ距離を縮める。早く撮影せねばミュウが戻ってきて正体を暴かれる。あの妖怪くのいち相手にこの程度の変装は通用しない。多少強引でも、さっさと目的を遂げてここから逃げねば。

　ふたりは会話に夢中で、クロトには目もくれない。クロトはふたりの斜め後方、手を伸ばせば届く距離まで接近し、カメラのレンズ部を作さ務む衣えの切り込みから外へ出し、服の上からシャッターへ指を置く。

　ふたりとも髪を結い上げ、露あらわな背中をこちらへむけている。背中だけでも空雷科のカナブンどもは狂喜乱舞するだろうと妥協してシャッターを切ろうとしたそのとき。

「すまないリオ、のぼせてしまった」

　イザヤがいきなりそう言って湯船から立ち上がり、背後にいたクロトのほうを思い切り振り返った。

「!?」

　クロトの網もう膜まくに、ありのままのイザヤがあますところなく細部まで思い切り映し出される。

　クロトはとっさに顔を伏せ、床を磨く。

「…………？」

　イザヤは少し怪け訝げんそうな顔をしたが、クロトの面前を横切って露天の洗い場へ行き、洗面器に汲くんだ水を肩に流した。

「イザヤ、大丈夫？」

「うん、水が気持ちいい」

　ふたりの会話を耳の端で聞きつつ、クロトは掃除するふりをしながら懸けん命めいに呼吸を鎮めようとする。

　だがうまくいかない。

　いま真正面から見たありのままのイザヤが、網膜にもう一度再生される。

「うぐっ……」

　呻うめき声が勝手に洩もれる。経験したことのない変調がクロトの下半身に集中していき、反応が生み落とされる。

　──なんだこれは。

　クロトはおのれの肉体の反応に驚きよう愕がくする。

　こんなことははじめてだ。これまで常にあふれんばかりの理知性で自我を制御してきたこのおれが、あの水兵どもと同レベルの浅ましい欲求を威風堂々、外界へ表現してしまっている。

　実家の大たい逆ぎやく罪が発覚したときも、カイルに裏切られて全財産を失ったときも、目の前で主力艦隊が全滅したときも、クロトは自失することなく常に理性を保ちつづけた。しかしいま見た生まれたままのイザヤが、クロトの鋼鉄のカーテンを破壊していた。

　──どうしたというのだ黒くろ之のクロト。

　──イザヤの裸ごとき。ガキのころ何度も見たではないか。

　──いまさらそんなもので混乱してたまるか。

　奥歯を嚙かみしめながら、制御の利かない肉体へ意志の力をあてがおうとするが、しかしまたしても湯煙の表面に生まれたままのイザヤが映写される。

　何度もバカにした胸部のつつましい起伏。腰から下肢へつづくくびれ。ガラスの器を滑るように、優雅な曲面を滑る数条の水滴。

　──なんと美しい。

　勝手にそんな感想が脳裏をさえずって、クロトは血がにじむほどに唇を嚙かみしめ、必死に床を磨いて露天風呂の外縁へ辿たどり着き、おのれの動どう悸きを鎮めにかかる。

　──アホか。しっかりしろ。見とれてたまるか、あんなもん。

　──がんばれクロト。自分を思い出せクロト。

　──おれは高潔。おれは聖人。俗世間の価値観など、おれの意識は歯し牙がにもかけん。

　集中力を振り絞り、おのれを[image: ]しつ咤た激励しつつ、クロトは自分軸を取り戻そうとあがく。

　しかし、いま見たイザヤは繰り返し、繰り返し、苦しむクロトを嘲あざ笑わらうかのように湯煙のうちに細部まで詳しく再生される。

「ぐぉぉ……」

　不気味な唸うなり声を発しながら、クロトはよろめきつつも石敷き床をブラシでこすりつけ、妄念を捨て去ろうとあがく。

　──おれはアホではない。エテ公でもない。アホの水兵どもとは次元の異なる存在だ。

　年がら年中、飽きることなく「姫さま姫さま」「殿下殿下」と発情している古参兵たちとおれは違う。桁けた外れの理性と知性を備えたこのおれは、あんなつまらん裸ごときで動揺しない。虫の標本でも眺めるように達観し、冷徹に隠しカメラのシャッターを切るのが本来の黒くろ之のクロトのありようだ。

「あたしものぼせた～」

　クロトの背後では、リオも勢いよく湯船から立ち上がって洗い場のイザヤと並び、他愛ないことを話しながら身体からだを洗いはじめた。

　ふたりともクロトへ背中をむけている。ふたりまとめて撮影し、遁とん走そうするチャンスだ。早くしなければミュウが戻ってきてしまう。

　──そうだ。落ち着いて作戦を遂行しろ、黒之クロト。

　──これしきで動揺しておって、カイルに勝てるか。

　倒すと誓ったライバルの嫌味な笑みを脳裏に描いて、クロトは勇気を振り絞って身体を反転させ、洗い場に居並ぶふたりを直視した。

　松明たいまつと星明かりの照明に、リオの豊かな曲線と、しなやかなイザヤの曲線、ふたりの内ない親しん王のうの背中から臀でん部ぶが橙だいだい色に浮き立っていた。

「ぶっ」

　妙な呻うめきと共に、鼻の付け根が熱くなる。





[image: ]






　とっさに知性と理性と自尊心を槍やりのごとく束ね、肉体の中枢へ貫つらぬき通す。

　だがしかし、あろうことか、生命の力はそれらと互角、いや凌りよう駕がしかねない勢いで肉体の浅ましい反応を呼び起こす。

　クロトは内面から突き上げてくるおのれの声を聞いた。

　その声は確かな圧力で、クロトに決断を強いた。

　──この作戦は失敗だ……っ！

　とっさにクロトは再反転、前屈みになりながら、床を掃除しつつ従業員倉庫を目指して撤退を開始する。

　──おれにはできん……！

　息を荒らげながら、クロトは真っ暗な従業員倉庫へ身体からだを滑り込ませて、木戸を閉じた。あとはふたりが更衣室を去るのを待って、ここから脱出すれば良い。

　暗闇のなか、クロトは床に尻しり餅もちをついて、深く息を吐き出した。

　──……できん……。

　両足を前へ投げ出し、片手で顔を押さえ、うつむいて屈辱に耐える。

　生まれてこのかた一度も負けを認めたことなどないが、しかしいま、クロトは倉庫内でひとり、敗北感に打ちひしがれていた。ミュウを釣り出すために決死隊となった水兵たちから非難されるだろうが、仕方がない。

　先ほど聞いた内面の声がもう一度、耳の奥に響く。

　──これを水兵どもに見せたくない。

　──あいつらの下げ賤せんな感性に、この美しいものを晒さらしてたまるか……。

　そういうおのれの本音をはっきりと聞いてしまったのだ。立案者本人が作戦継続を断念したのだから、あとはこうして撤退するしかない。

　そしてまたしても内面が、理性のくびきを外れて勝手にささやく。

　──あれは他の誰にも見せん。水兵どもにも。カイルにも。絶対見せん。

　──絶対誰にも見せんぞ、ちくしょうめが……。

　クロトはひとり暗闇に沈んだまま、おのれの思考を確認していた。

　──あれを見ていいのは、おれだけだ……。

　と、木戸のむこうから、ミュウの声が聞こえてきた。

「空雷科員三名が二千メートル離れた茂みに潜伏し、こちらを窺うかがっておりました」

　リオの呑のん気きな声が返る。

「夜に二千メートル離れてたら、なにも見えないよ。ほかのことしてただけじゃない？」

「彼らの目には見えるのです。空雷科の宿所に逆さづりにしておきました。しかし恐らく三名は陽動であり、わたくしのいない隙すきに別働隊が近隣に紛まぎれ込んだはず。怪しい物音などしませんでしたか？」

　恐ろしい報告が淡々と、木戸のむこうから届く。

　クロトは音も立てず、心中で舌打ちする。まずいことになった。ミュウはこちらのやりくちを看かん破ぱしている。

「えー？　特に怪しいこともなかったけど」

「うん。女性の従業員は入ってきたが、それ以外は特に」

「……そのかたは、どちらへ？」

「見ていない。そのへんにいると思うが」

　ミュウとイザヤのやりとりが、クロトの絶望を呼び起こす。

　──非常にマズい。

　倉庫から出なくては。だが唯ゆい一いつの出入り口は露天風呂へ通じている。いま出て行けば捕まるだけだ。できるのは、ここで祈ることのみ。

　しばらくの沈黙ののち、ミュウが静かに言った。

「両殿下には、内風呂へ戻っていただきたく。そちらが安全ですので」

「……わかった。戻ろう、リオ」

「うーん。そんなことしないと思うけど……」

　不満そうなリオの言葉のあと、ぺたぺたと足音がして、内風呂へつづく木戸の開閉音が聞こえた。

　そして、沈黙。

　どこかから、かっぽん、とシシオドシの鳴る音。

　クロトはすでに観念していた。暗闇のなか、ただひたすら、ミュウへの弁明を考える。

　ほどなく──ぱたん。

　木戸がひらかれ、ミュウは黙って、倉庫内に隠れたクロトを見下ろす。

「……なにゆえ黒くろ之の少佐がここに？」

　冷たいミュウの言葉に、クロトは気に入らなそうな目線を持ち上げる。

「説明すれば長くなるが、聞く耳はあるか？」

「聞きましょう」

　常に閉じられているミュウの目がわずかに見ひらかれた。ミュウは相手が上官であろうが内ない親しん王のう殿下の安全のためなら実力を行使できる特権を持つ。クロトは覚悟を決め、咳せき払ばらいをひとつしてからほっかぶりを取り、窮屈な胸パッドも投げ捨てて、面倒臭そうに説明をはじめた。

　ミュウは黙って長い言い訳を聞き終え、クロトからカメラを受け取って、一枚も撮影されていないことを確認し、尋ねる。

「……なぜ撮っていないのです？」

　クロトは気に入らなそうな表情でごまかす。

「……湯煙が邪魔でな。なければ撮影していた」

　ミュウは露天風呂を振り返り、それほど濃い煙が出ていないことを確認し、ぼそりと告げる。

「……他の水兵であれば、撮影していたことでしょう」

「…………………………」

　クロトは答えない。ミュウは口数は少ないが、時折、恐ろしいほどの精密さで他人の内面を読むことがある。

　わずかにひらかれた濃紺の瞳が、冷たくクロトを見下ろす。

「……風かぜ之の宮みや殿下とは明日でお別れ。余計な騒ぎを起こしたくありません。このことはわたくしの胸に秘めましょう」

　冷たく告げて、ミュウは無言できびすを返す。どうやら見逃してくれるらしい。

　クロトはそろりと倉庫を出て、露天風呂の前面へ広がる平原へと足を踏み入れようとし、ふと思いついて身体からだを反転させる。

「……手ぶらで帰ると、あのバカどもの不満が爆発する」

「……………………」

「……貴様に協力を要請する。いつ死ぬかもわからん連中だ。バカどもに夢を見させてやれ」

　ミュウはしばらく無言で阿あ蘇その夜風に吹かれてから、重い口をひらいた。

「……穏当な提案であれば、検討しましょう」

　クロトは頷うなずき、いま思いついた計画を口にした。







　翌朝。

「姫さま──っ!!」「どうかお元気で、姫さま────っ!!」「姫さまと過ごした日々を、我々は永遠に忘れませんっ!!」

　男たちの慟どう哭こくが、草くさ千せん里り基地へ響いていた。

　阿あ蘇そ山さんの山肌、高度千二百メートル付近に設置された桟さん橋ばしには、リオを迎えるための内火艇がすでに到着していた。彼方かなたの浮標ブイには飛行戦艦「村むら雨さめ」が空中係止され、出発のときを待っている。

　リオを見送るため、「井い吹ぶき」からずっと共に戦ってきた空雷科員六十名が総出で出向き、涙ながらに別れを惜しんでいた。

　出しゆつ立たつの用意を整え、おなじみの第二種軍装を着込んだリオもまた、目元にうっすら涙をたたえ、口元には笑みを浮かべて、兵員たちへ顔を上げる。

「あたしこそ、ありがとう。みんながいたから、あたし、あたし……」

　なにごとか告げようとするが、言葉にならず、最後は涙にむせてしまう。

「姫さま──っ」「泣かないでください、姫さま───っ!!」「離ればなれでも、おれたちいつも一緒です、姫さま──っ!!」

　兵員たちもそれぞれ「風かぜ之の宮みやリオ♡内ない親しん王のう殿下」と大書された鉢巻きを締め、リオの笑顔が印刷された団扇うちわやタオルを振りながら泣きむせぶ。ひととおり声を張り上げてから、すでに内火艇へ乗り込んでいる三等水兵、会あい々あい速はや夫おへ憎しみの籠こもった目をむける。

「速夫！　貴様、命がけで姫さまをお守りしろ!!」「傷ひとつつけるな！　つけたら八つ裂きにしてやる！」「百度死んでも姫さまを守れ！　わかったな!?」

　速夫は空雷科でただひとり、従兵としてリオに付き添い、共に第一飛行艦隊へ異動することが決まっていた。古参兵たちの憎悪と[image: ]しつ咤たを一身に浴びて、速夫は直立不動の姿勢を取り、誓いの言葉に魂を込める。

「はっ！　百度死んでも風之宮殿下をお守りいたしますっ!!」

「うるせえバカ、おれと代われ!!」「調子こいてんじゃねーぞ童貞!!」「不細工!!」「短小！」「真性○茎！」「いますぐ○ね！　そこから飛び降りて○ね！」

　魂の誓いにただの悪口を返しながら、古参兵たちの名な残ごりは尽きない。

　同じく見送りのイザヤがリオの傍かたわらに並んで、兵員たちへ告げる。

「静かに」

　ぴたり。

　一瞬にして罵ば詈り雑ぞう言ごんが鳴り止やみ、空雷科員たちはぴしりと背筋を伸ばしてイザヤを見やる。

「今こん生じようの別れではない。きっとまた会える。だからみんな、笑って送りだそう」

「はっ！」

　イザヤはリオへ向きなおり、口元に笑みをたたえる。

　地平の彼方かなたから差し込んでくる朝日が、ふたりの内ない親しん王のうを淡い光のうちに包んでいた。

「これからは連合艦隊旗艦の艦長だ。大変だろうが、リオならできる。戦いに勝って、必ずまた会おう。ここにいるみんなと一緒に」

　イザヤの笑顔に、リオは涙をこらえながら、かろうじて言葉を絞り出す。

「うん。……うん！　また会えるもんね。だから泣かなくていいよね！」

　リオはイザヤと抱ほう擁ようを交わした。

　それから、先ほどからずっと仏ぶつ頂ちよう面づらをたたえてあらぬ方向を見やっているクロトへ目を送る。

「クロちゃんも、また会おうね。また一緒に買い物行ったり海で泳いだりしようね」

　けっ、とクロトは短く吐き捨て、

「戦場のジンクスを知っているか？　生きてまた会おうなどと言って別れると、そのどっちかが必ず死ぬのだ」

　場の雰囲気を読むことなく、冷たく告げる。リオは仕方なさそうに笑んで、

「クロちゃんがいればジンクスなんて関係ないよ。だって天才だもん。戦いに勝って勝って、いつか司令長官になるんだもんね？」

「……ふん。わかっているようでなによりだ。うるさくてかなわん、さっさと行け」

「ほんと、素直じゃないなあ」

　リオはそう言うと、クロトの背中に手を回し、抱擁を交わした。

　たちまち古参兵たちから悲鳴があがる。

「ぎゃ───っ」「姫さま────っ!!」「おれにもそれを、姫さま───っ!!」

　絶叫を片耳で聞きながら、リオはクロトの耳元に小声で告げる。

「イザヤをお願いね。クロちゃんがイザヤを守って」

　ふん、とクロトは鼻息を返し、

「おれがいる限り、負けはない。貴様は自分の今後を心配していろ」

「うん。ほんとにお願い。無茶はしないで」

　リオは抱擁を解いて、みなにむかって微ほほ笑えむと、内火艇へ乗り込んだ。

　別れのときを知り、古参兵たちが泣き叫ぶ。

「うわ───ん!!」「姫さま───っ」「行かないでください、姫さま──っ!!」

　内火艇のエンジンが轟とどろいた。

　リオは両手のひらを口の横へ当てて、みなへ告げる。

「みんな!!　絶対、絶対、また会おうね!!」

　訓練はもちろん、実戦のときも伝声管を通して繰り返してきた、おなじみのやりとり。

　察して、古参兵たちは悲鳴を収め、涙ながらに熱狂的な歓声を返す。

「姫さま───っ!!」「姫さま──っ!!」「また会いましょう、姫さま─────っ!!」

　またいつか会えると信じて、リオは笑顔で片手を上げる。

「みんなのこと大好きだよっ！　戦争終わったらパーティーしようね!!」

　涙ながらに告げた言葉に、涙まじりの絶叫が返る。

「うお─────っ」「ぎゃ────っ」「姫さま───っ!!」「パ───リ───!!」「パ───リ───!!」「「ひ──め──さ──ま──っ!!」

　あるものは泣きむせびながら、あるものはペンライト代わりの発煙筒を振り回しながら、それぞれ惜別を表現する。

　内火艇の後部プロペラが回転をはじめ、セラス効果の薄い七色が爆はぜた。

　速はや夫おがリオの傍かたわらで一同へ敬礼を送り、リオは泣き笑いの表情で片手を振りながら、黎れい明めいの空へ遠ざかっていく。水兵たちの泣き叫ぶ声がだんだんとむせび泣きになり、小さな点のような内火艇が「村むら雨さめ」舷げん側そくに横付けになったときには忍び泣きに変わっていた。

「村雨」の舷側通路では、手空きの機関員たちが横並びになり、こちらへ登舷礼を送っているのが見えた。彼らも「井い吹ぶき」以来、ずっとイザヤに付き従ってきたものたちだ。今回の異動でリオについていくことになり、ああして惜別を告げている。

　メリー半島攻略戦において、名将マクラフリン提督の奇襲にあった際、四時間半に及ぶ高速運転に耐えて勝利に繫つなげたのが彼ら熟練の機関員だった。見送るイザヤの目頭も、自然に熱くなってくる。

「さよなら！　ありがとう、元気で！」

　届かないことはわかっているが、イザヤも大きな声を彼方かなたの「村雨」へ送った。この四か月間、阿あ蘇その空で慣かん熟じゆく訓練にいそしんだ巨大な艦体がゆっくりと、セラス効果の七彩を艦首と艦尾に吹き上げる。

「村雨」は今日から箱はこ根ね基地へ異動し、先日就航した新たな飛行戦艦二隻せきと合流して、新しい第一飛行艦隊の旗艦となる。リオと「村雨」乗組員に課せられた責任は重く大きい。

「村雨」に随ずい伴はんして、重巡空艦二隻、軽巡空艦二隻、飛行駆く逐ちく艦かん五隻が航進を起こした。この四か月、ずっと艦隊運動訓練をしてきた成果を発揮し、こなれた占位運動で警戒航行隊形を組み上げ、舳へ先さきを箱根基地へむけた。

　昇ってくる朝日を目がけて、七彩の飛ひ沫まつを立てながら、空飛ぶ艦影たちが遠ざかっていく。

　桟さん橋ばしに残ったイザヤとクロト、空雷科員たちは帽子やタオルを振って、彼らのすがたが見えなくなるまで東の空を見やっていた。

　そして、ほどなく──

　新しいプロペラの音調が、東の空から響いてきた。

　目を凝こらしたなら、小さな艦影が三つ、黎明を背景に接近してくる。

　新たに編成された第八空雷艦隊に合流するため、昨日箱根基地を発った新しい飛行艦艇だ。

　ずっと湿っていた水兵たちの表情に、だんだん、明るいものが紛まぎれてくる。

「来たぜ」「ぴかぴかだよ、遠くてもわかる」「新鋭艦だと。広くて住みやすいといいけどな」

　軽口を耳の端に聞きながら、イザヤは提げていた双そう眼がん鏡きようを艦影へむける。

　一週間前に竣しゆん工こうしたばかりという若々しい艦体が、白銀の光をまとい、雲を越えて接近してくる。三隻せきの先頭が、これからイザヤたちの乗り込む新型飛行駆く逐ちく艦かん「東雲しののめ」だ。

　十二センチ主砲四基十二門。旋回式四連装空雷発射管五基。舷げん側そく対空機銃八基。垂下銃塔二基。そして──かつて世界中の艦艇で軽巡空艦「飛ひ廉れん」だけが搭載していた「衝しよう角かく」が、新型飛行駆逐艦三隻全てに搭載されている。

　双眼鏡を目に当てたまま、イザヤは傍かたわらのクロトへ言った。

「お前の献策が採用されたらしい」

　クロトも自分の双眼鏡で「東雲」を観察しつつ、にやりと笑う。

「『飛廉』が有効性を実証したからな。実際、海上艦より飛行艦のほうが雲に紛まぎれられる分、衝角攻撃ラムアタツクは成功しやすい」

　インディスペンサブル海空戦で敵飛行戦艦「ヴェノメナ」を轟ごう沈ちんさせたのち、クロトは軍上層部へ衝角攻撃の有効性を説き、新型艦はもちろん、改修中の飛行艦艇にも衝角を取り付けるよう意見書を提出した。軍令部総長、風かぜ之の宮みや源げん三ざぶ郎ろうがクロトの意見に賛同したこともあり、第一飛行艦隊に配属された軽巡以下の艦艇にはいずれも衝角が搭載されているという。

　やがて先頭の「東雲」がイザヤたちの目の前を航過し、ややたどたどしい占位運動ののち、草くさ千せん里り基地の上空に空中係止された。後続艦、「迅じん雲うん」「八や雲くも」も同じく、よちよちした運動で所定の位置へ辿たどり着き、曳ひき船に助けられて浮標に舳へ先さきをくっつける。

　いまの操艦を見ただけで、空雷科の古参兵たちの表情に苦笑いが浮かぶ。「村むら雨さめ」での四か月間は振り出しに戻って、また新兵を一から鍛きたえ直し、一人前の船乗りに育てないといけない。実戦で通用する水兵を育てるには最低三年かかるといわれ、その道のりの険しさは古参兵が骨身に沁しみて知っている。

「東雲」から内火艇が切り離され、クロトたちのいる桟さん橋ばしへ辿り着いた。

　顔立ちに少年らしさを残した若い士官がイザヤへ敬礼を送り、緊張気味に挨あい拶さつをする。

「第八空雷艦隊飛行駆逐艦『東雲』艦長、小豆あずき捨すて吉きち大尉であります！」

　大尉にしてはかなり若い。普通なら佐官でなければ艦長にはなれないのだが、この台所事情では贅ぜい沢たくもいえず、二十代前半の士官を無理矢理大尉に昇進させて艦長として着任させたのだろう。

　イザヤも答礼し、

「第八空雷艦隊司令官に着任しました、白しろ之の宮みやです。以後よろしく、小豆大尉」

「はっ！　ご案内いたします！」

　開戦以来、何度も敗北寸前の戦況をひっくり返してきたことで、いまや日ひ之の雄おだけでなく敵国にまで「イザヤ・ザ・リヴァイアサン」の称号が鳴り響いている。捨吉の表情には畏い敬けいと緊張が露あらわだった。

　捨すて吉きちの案内で、イザヤとクロト、それにミュウと鬼おに束つか、水兵長の平ひら田た平へい祐すけが先頭の内火艇に乗り込んだ。空雷科員たちも後続艇に続々乗り込み、新たな我が家を目指す。

　舳へ先さきに散るセラス粒子の飛ひ沫まつを浴びながら、一同は近づいてくる「東雲しののめ」を見やっていた。

　鬼束がこっそりとクロトの背後へ近づき、イザヤへ聞こえないくらいの小声を投げてくる。

（それで閣下、昨夜の首尾は？）

　クロトは一切表情を変えず、前を見たまま小声を返す。

（おれに失敗はない）

　おお、と鬼束は感嘆の呻うめきをあげて、

（両殿下の入浴写真に間違いありませんな!?）

（うむ。写真はのちほど平祐に託す）

（さすが黒くろ之の閣下！　この鬼束、感嘆の極みであります！）

（おれを崇あがめよ。おれのために死ね）

（はは──っ。我らはもちろん、新兵どもも閣下に隷従させましょう！）

　破顔する鬼束の目の前に、「東雲」が迫ってくる。

　軽巡空艦「飛ひ廉れん」をひとまわり小型にしたくらいの艦体だが、旗艦として運用するため広く大きな艦橋が前方と後方に据すえられている。重じゆう雷らい装そう艦「井い吹ぶき」のようなクセもなく、砲撃も雷撃も対空砲もそこそこで、飛行駆く逐ちく艦かんとしての運用に問題はなさそうだ。

　舷げん側そく通路や上甲かん板ぱんに手空き員が居並んで、イザヤへ登舷礼を送っていた。いずれも十代とおぼしい若い水兵たちで、並んだ表情は緊張で強張っている。

　左さ舷げんに横付けし、舷外階段タラツプをあがる。舷門には新米士官たちが居並んで、イザヤたちを出迎えた。

「お待ちいたしておりました、白しろ之の宮みや司令！」

　最年長でも二十代半ばとおぼしい若い士官たちは、畏い敬けいも露あらわに最敬礼を送る。

　緒戦のマニラ沖海空戦で戦艦戦隊が全滅した際、連合艦隊幹部はもちろん優秀な士官のほとんどが戦死してしまったため、水兵以上に士官不足が深刻だった。海空軍士官学校は修了年数を四年から三年に短縮し、質の低い士官を大勢、前線へ送っている。目の前のものたちは大丈夫だろうかと、イザヤは若じやつ干かん、不安にもなる。

　答礼し、艦橋への案内を頼む。そのうしろからどやどやと、古参兵たちが鷹おう揚ような態度で上甲板へあがってきて、新兵たちへ一いち瞥べつをくれた。

「井吹」「飛廉」の活躍を知らぬものは、いまや日ひ之の雄お国民に存在しない。新兵たちもまた地獄の戦場をかいくぐってきた古参兵たちへ憧れの眼まな差ざしを注ぎつつ、「東雲」艦内へ案内する。

　イザヤとクロト、ミュウの三人は前方艦橋へ辿たどり着き、各種設備や機器を点検、通信長と機関長、砲術長と空雷長の挨あい拶さつを受けてから、士官室で一息ついた。

「なにはともあれ、新型艦が配備されるのは良いことだ。飛行艦隊はほとんどやられてしまったからな」

　マニラ沖とインディスペンサブル海かい峡きよう、ふたつの艦隊決戦において、日ひ之の雄おの飛行艦隊は壊かい滅めつ的な打撃を受けた。飛行戦艦戦隊は全滅し、飛行駆く逐ちく艦かんも開戦以来の生き残りは「川かわ淀よど」「末す黒ぐろ野の」「卯う波なみ」の三隻せきのみ。ここまでやられることは全く想定していなかった。

「ガメリアも同じ程度の被害は受けている。だが国力差が絶望的だ。ユーリの報告によれば、すでにガメリアは新たな大飛行艦隊を竣しゆん工こうさせたというぞ」

　クロトの言葉に、イザヤは頷うなずきを返す。二か月前、飛行戦艦十七、重巡三十五、軽巡四十六、駆逐艦九十八もの大飛行艦隊がワシントンとニューヨーク上空をパレードした……とレキシオ湾の工作船から連絡が入った。対する日之雄の新飛行艦艇は戦艦三、重巡二、軽巡二、駆逐艦八。開戦前から懸念されていたことだが、工業力に十倍もの差があるため、日之雄がいくら敵艦を撃沈しようが、ガメリアはすぐに傷口を回復し、前回よりさらに強大な艦隊を送り込んでくる。対して日之雄は傷口を回復することもままならず、時間の経過と共に物量に押し流される。

「新飛行艦隊が前線に来る前に、可能な限り現戦力を叩いておきたいが……」

　どこかに希望を見み出いだそうとイザヤは黙もつ考こうしてみるが、どこをどう考えても勝ち目は見えてこない。敵は物量も装備もこちらを圧倒しているうえ、開戦時は日之雄が優位だった兵員の練度も、もはや同等か、むこうのほうが高いくらいだ。あまりに多くの優秀な船乗り、士官を日之雄は失いすぎた。

　クロトは鼻を鳴らし、

「まともにぶつかれば勝ち目はない。搦からめ手から仕掛けねばならん。ユーリに秘策を届けておいた。あの女が愚か者でなければ使いこなせるはずだ」

「ほう。秘策とは」

「このおれが考案した無限の富を生み落とす方程式だ。数年前から研究をつづけていたが、最近、満足のいくものが完成した」

　クロトは前髪を搔かき上げ、悦に入った表情をたたえる。

　イザヤはうさんくさそうにその横顔を見やるが、さらなる追及はしなかった。クロトがわずか十六才でフォール街の頂点まで上り詰めたのは本当だし、現在も戦務の片手間に投資活動を行って長者番付に載るくらい稼いでいる。きっとイザヤにはわからない金儲もうけのやり口があるのだろう。

　それはそうと。

「あの写真は現像したのか」

　イザヤはクロトへ問いかけた。

「これから連中に配布する」

「そうか。あんなもので士気が保てるとも思えんが」

「連中の頭脳はおれにも理解できん。が、恐らく盛り上がるだろう」

　イザヤは小首をひねり、会話を打ち切った。昨夜、ミュウに要請されてクロトと対話し、渋々一枚、写真を撮った。リオとの別れに沈みこむ兵員たちを元気づけるため、と説明されたから協力したが、なんだかばかばかしい気分が残っている。







　その夜──

　クロトの撮影した写真は兵員に配布され、兵員居住区に張り巡らされた。

　古参兵たちは血走った目を写真へむけて、浴衣ゆかたすがたで足首だけを湯につけるイザヤとリオのすがたを確認し、深々とうなだれた。

「なんだこれは！　浴衣着てるぞ！」「足湯は入浴とは言わん！」「全裸は!?　ねえ、全裸は!?」「閣下、つかえねえ!!」「閣下、全然ダメだあいつ!!」「だましやがったな、閣下○ね！」

　居住区は一時、クロトの悪口で騒然となったが、しかしだんだん、改めて写真を見ると、笑顔でピースするリオがかわいいし、少しむくれ気味だがおとなしく足湯している浴衣のイザヤも新鮮だし、これはこれで稀き少しような写真ではあった。

　見ているうちにだんだん、兵員たちの表情がとろけてくる。

「一応、入浴写真ではある！」「浴衣のブロマイドははじめてだ！」「リオ殿下かわいい!!」「イザヤ殿下のほうがかわいい！」「ふたりとも超かわいい！」

　それぞれの寝床で写真を見やりながら、古参兵たちは徐々に盛り上がりはじめ、リオとイザヤの魅力を称たたえるオリジナルソングを唱和しはじめる。

　緊張の面おも持もちで古参兵を迎え入れた新兵たちは戸惑いも露あらわに、けったいなオリジナルソングを直立不動で聴いていた。鬼のように恐ろしい先輩兵士を想像していたが、実際に目にした彼らはただの殿下ファンクラブ会員だ。こんなひとたちが本当に、マニラ沖とインディスペンサブル海かい峡きよう、ふたつの死地で戦況を逆転させてきたというのか。兵員室に鳴り響く殿下ソングと殿下コールを聞きながら、新兵たちは目配せを交わし、この事態の意味を理解しようと努める。

　すると水兵長、平ひら田た平へい祐すけがひとり、にこやかに新兵のひとりに話しかけた。

「戸惑うよね。こんなひとたち、あんまりいないし」

「……いえっ！　勉強になります！」

「無理しなくていいから。変なひとたちだけど、でも、そのうちきみたちもああなるよ」

「…………我々も、ですか？」

　新兵の問いに、平祐は微ほほ笑えみを返す。

「うん。近いうち、一緒に歌い出す」

　楽しそうな平祐を、新兵は不思議そうに見やる。海兵団での訓練では、まず見かけたことのない光景だ。自分があんな、アイドル親衛隊みたいなすがたになるところはとても想像できないが。

「イザヤ殿下のことが大好きになる。それでいいんだ。ぼくたちは殿下のために戦おう」

　平へい祐すけの言葉を、新兵は不思議そうに受け止めていた。

　兵員室に鳴りひびくおかしな歌は、深夜まで鳴り止やまなかった。「東雲しののめ」の新しい生活は、そんなふうにはじまった。




　†††




　クロトが残していった研究ノートを見せて欲しい。

　ユーリの頼みを受けて、トムスポンはクロノス事務所の倉庫の奥から段ボールに収まった大量のノートをよたよたしながら引っ張り出してきた。

「黒くろ之のクロトの頭の中を覗のぞける貴重な資料です。説明が一切ないので、わたしにはなにがなんだかわかりませんが……」

「ありがと！　うれしいな。これが伝説の少年投資家の直筆かあ……」

　ユーリは何冊かのノートを取り出し、ぱらぱらめくって、めぼしいものを自分のデスクに並べていく。窓の外、夜のロウアー・イーストサイドから酔っ払いの叫びと犬の吠ほえ声が聞こえてくる。

　聖暦一九四○年、三月十二日。

　ここニューヨークでのユーリの設定は「クロトに憧れる駆け出し投資家」だ。トムスポンもクロノスのメンバーも、ユーリのことをただの黒之クロトファンだと信じ込んで仲間に引き入れている。ユーリが日ひ之の雄おにいるクロトから秘密裏に指示を受け取っていることなど、彼らは知るよしもない。

　ノートをめくりつつ、ユーリは一か月前、レキシオ湾の工作船で受け取ったクロトからの指示を脳裏に浮かび上がらせる。東京、カブール、イスタンブール、ローマ、マドリードを経由して工作船へ届けられたのは、機密保持のために一切の説明を排した方程式だった。
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　式の意味に気づいた第三者が悪用するのを防ぐためか、変数がなにを示しているのかわからない。クロトは恐らく「見ればわかるだろ」と思っている。

「わかるわけないっての」

　独り言をこぼし、過去のクロトの研究ノートから手がかりを探す。

　ユーリも着任前、フォール街で活躍するために金融工学の勉強はしてきている。日ひ之の雄おスパイのリーダー格、九く村むら二じ郎ろう大尉から「わたしを超える才覚」と認められるくらいには頭が切れることを自負するユーリだが、それでもクロトの頭の中身を理解するのは時間を要した。

「……オプション価格最適化方程式……？」

　ようやくぼんやりと光が見えてきたのは、ノートと格闘がはじまって二時間後、夜の十一時だった。ノートに書きつけられた数式の羅列はオプション対象株の値動きをモデル化したもので、どうやらクロトはこのモデルを使ってオプション価格の最適値を求めるべくシミュレートを繰り返していたらしい。

　──高等数学と応用物理学の合わせ技か。クロトでも苦戦するわけだ……。

　ユーリは黙もつ考こうしてから、クロトから送られた数式を改めて確認する。

　──そしてこれが、クロトが日之雄に戻って完成させた方程式……？

　ユーリは工作船で受け取った方程式とクロトのノートと見比べ、変数を推察した。

　Ｃ = コールオプション価格であるとすれば、ｑ＝利回り　ｔ＝期間　ｒ＝金利　Ｓ＝現資産価格　Ｋ＝行使価格　σ＝収益率の標準偏差、だろうか。オプション市場の過去の取引記録をクロトの方程式に代入してみれば、有効性を確認することができるはず。

　──もしもこれが本当に無限の富を生み出す方程式だとしたら。

　──ザ・コーナーの扉がひらく……。

　フォール街のど真ん中に位置するケリガン財ざい閥ばつの本拠地、ザ・コーナー。

　クロトがくれた方程式は、金融界で最も重い扉を押しあけるかもしれない。

　ユーリは顔を上げた。事務所にはトムスポンがひとり、ソファーに座って証券会社が送ってきた資料をめくっていた。恐らく、ユーリが帰らないから自分も残ってみたのだろう。

　──めんどくさいことは、他人に投げつける主義ですよ。

　腹の底のたくらみを顔には映さず、ユーリは言った。

「黒くろ之のクロトの秘密に気づいちゃったかも」

　ユーリは悪戯いたずらっぽく、ちろりと舌を出して告げる。

　トムスポンは資料を傍かたわらに置くと怪け訝げんな顔で、

「ノートの内容がわかったのですか？」

「あくまで推測なんだけど……確かめるのにちょっと手間がかかる感じで」

「聞かせてください。わたしも手伝えることがあるかもしれません」

　トムスポンは生き真ま面じ目めな表情で、ユーリのデスクへ歩み寄ってくる。

「え、手伝ってくれる!?　ほんとに!?」

　わざとらしく驚いた表情をたたえると、トムスポンは少し照れながら、

「これでも昔、本物のクロトと一緒に仕事をしていますから。彼の考えていたことは、少しはわかるつもりです」

　──あたしは本物のクロトから式を受け取ってるけどね。

「わあ、ありがとう！　あのね、もしかするとこのノートって、オプション価格最適化の研究じゃないかと思うの。ほら、このへんが仮想市場のブラックボックスモデルとしたら、ここの偏微分方程式の変数は……」

　ユーリは笑顔でトムスポンにノートの内容を説明し、意見を求める。トムスポンはユーリの説明に戸惑いながらも、その内容を理解して考え込む。

「確かに一時期、クロトとカイルはオプション取引市場に興味を持っていました。歴史の浅い市場なので付け入る隙すきはありそうですが……しかしこれがそうだとすると……」

　トムスポンはノートに殴り書きされた式をオプション価格最適化方程式に見立てて、変数をあてがってみる。これが本物であれば、極限までリスクを抑え利潤を最大化できる魔法の方程式ということになってしまうが。

「検証に時間と労力が必要ですが、やってみる価値はあります。協力しますよ、ユーリ。うまくいけば、カイルと張り合えるかもしれません」

「楽しくなってきたかも。ふたりで頑張ろうね、トムスポン！」

　ユーリはトムスポンの手を両手で握り、にっこり笑った。

「……はい！　頑張りましょう、ふたりで……！」

　トムスポンは顔を真っ赤にして、言葉に熱を込めた。

　──雑用全部、あんたに投げつけたる。

　やさぐれた関西弁を心中で紡つむぎ、ユーリはさっそく必要となる過去の取引記録の収集をトムスポンに頼んで、自みずからはタクシーを呼んで家路についた。トムスポンはきっと徹夜で、明日からの研究に必要となるデータをそろえてくれるだろう。

　車窓を流れるニューヨークの夜景と、二重映しになった自分の表情を眺めながら、ユーリは思う。

　──働け働け。あたしのために働け、トムスポン。

　それから運転手に頼み、少し遠回りして、フォール街のザ・コーナー、看板も出ていないケリガン財ざい閥ばつの本拠地前を通りがかった。彼らの本業は銀行業だが、一切の広告を打たず、取引先は自らが選別した大金持ちのみ。そこらの一般投資家では、建物内へ足を踏み入れることもできない。

　中世期の貴族じみた、選民的なケリガンの態度がユーリは気にくわない。大財閥の本拠にしてはつつましい石造りを車窓から睨にらみながら、心中に呟つぶやく。

　──待ってなさい、ケリガン。

　──もうすぐあたし、その偉そうな家に入ってくから。

　なんとなくユーリはわくわくしている。ガメリアに来るまではそれほどモチベーションも抱けなかったが、目標がかたちを為なしてくるとだんだん面白くなってくる。

　──この街、引っかき回しちゃお。

　世界金融の中心地を走り抜けながら、車窓に妖艶な笑顔が映し出された。




　†††




　四月の富士山を背景にして、巨大な艦影が十一隻せき、夕焼け空を飛翔していた。

　全てがこの半年以内に就航したばかりの新鋭飛行艦だ。まだ前線に赴おもむけるほどの練度がなく、相模さがみ湾上空で演習に明け暮れている。

　高度千二百メートルを行く鋼鉄の城じよう塞さいを見上げ、漁船の漁師たちが両手を振る。海上艦であれば船を寄せてエビやマグロを分けたりもできるのだが、飛行艦相手ではそうもいかず、届かない声を張り上げるしかない。

「頼むぜー、風かぜ之の宮みや艦隊！　ドゥルガの野郎をぎったんぎったんにしてくれーっ！」「ガ人なんかに負けんなよー！」「娘がふたりいるんだ、助けてやってくれー」

　漁師たちの声は真剣だった。無理もない。この戦争に敗れたなら大変なことになると、先日の報道で明らかになっていた。

　昨年八月、インディスペンサブル海空戦において敵大だい公こう洋よう艦隊を率いたゾーイ・ドゥルガ提督は「飛ひ廉れん」の衝角攻撃ラムアタツクを受けて旗艦「ヴェノメナ」が轟ごう沈ちん、下半身に大火傷やけどを負い、命からがら落らつ下か傘さん降下して生き延びた。そして今年三月、病院のベッドでドゥルガが発した言葉が日ひ之の雄おの主要新聞に取り上げられ、国民を腹の底から怒らせた。

　ドゥルガ曰いわく。

『この借りは必ず返す。戦争に勝ったなら、日之雄人の全ての男を去勢し、女は全員、避妊手術を受けさせる。日之雄人は絶滅すべき人種であるのだ』

　ガメリアの主要新聞に掲載されたこの発言は、もちろん日之雄で報道されることもドゥルガは知っている。そこらの一般人ならともかく、方面艦隊司令官ともあろう人物がこんなことを言ったなら、信しん憑ぴよう性の桁けたが違う。

　日之雄全土が煮え立った。

　ガメリア人に去勢されてたまるか。なにより女性たちを守らなければ。漁師たちの思いは届かない叫び声になって、高度千二百メートルを飛翔する救世主の下腹へ打ち上げられる。

　いま頭上を行く艦隊は、残された最後の希望だ。

「風かぜ之の宮みや提督!!　日ひ之の雄おをお守りください!!」

　祈りの声はほとんど全て、風之宮源げん三ざぶ郎ろう元帥へ浴びせられていた。

　二月、インディスペンサブル海空戦で負傷した馬ば場ば原はら知ち恵え蔵ぞう大将に代わり、軍令部総長と兼任で連合艦隊司令長官に任命された源三郎はいま、先頭をいく飛行戦艦「村むら雨さめ」に座乗し、自みずから演習の指揮を執っている。軍令部と連合艦隊、曖あい昧まいだった責任の所在はいまや源三郎に集中し、文字通り国家の未来、民族の存亡がその双肩に架せられていた。

　重すぎる祈りは、もうひとり、源三郎の傍かたわらで彼を支える少女へもむけられる。

「リオ殿下ーっ！　ガ人どもを蹴け散ちらしてくださーい!!」「応援しております、リオ殿下ーっ！」

　飛行戦艦「村雨」艦長であり源三郎の愛まな娘むすめ、風之宮リオもまた、第八空雷艦隊司令官イザヤと並び立つ勢いで国民の人気を集めていた。ルソン沖、マニラ沖、メリー半島、そしてインディスペンサブル海かい峡きよう……。主立った全ての海空戦に参加し、数々の逆転劇で連合艦隊を救いつづけたふたりの姫宮の名前はいまや、日之雄どころか敵国にまで鳴りひびいている。

　建艦のための重税で疲ひ弊へいし、子どもの身売りや一家離散も当たり前になった日之雄社会において、若く美しい姫宮ふたりの活躍は希望の源泉だった。老いも若きも国民は、昼夜の祈りを源三郎とイザヤ、リオへ捧ささげている。

　日が沈み、天頂に星が瞬またたいた。

　これから夜間演習なのだろう、十一隻せきは箱はこ根ね基地へ帰るそぶりも見せず、沖合を目指して飛行していく。夜の色に溶けていく飛行艦隊の後ろすがたへ、漁師たちはいつまでも届かない大声を送っていた。







「夜戦第四法。各艦、突入体勢を組め」

　先任参謀・鹿か狩が瀬せ隆たか人ひと大佐の指揮を受け、艦橋付き従兵・会あい々あい速はや夫おは後こう檣しようへつづく伝声管を握った。

『信号旗！　夜戦第四法！　各艦、突入体勢を組め！』

　信号員の復唱が伝声管から返り、鹿狩瀬は司令塔後方の窓ガラスを見やって、後檣に掲げられた信号旗を確認。

「総員、戦闘用意！」

　司令塔で舵だ輪りんを握った「村雨」艦長、リオが元気いっぱい、明るい声を艦内各所へ通じた伝声管へ送る。

『戦闘用意!!』『戦闘用意!!』『戦闘よ──い!!　がんばります、姫さま──っ！』

　緊張感みなぎる応答のなか、やたら明るく野太い声は、機関指揮所へ通じる伝声管だった。「井い吹ぶき」時代から四年以上もリオに付き従っている古参の機関員たちの明るく元気すぎる応答に、連合艦隊司令本部の作戦参謀たちが渋面を作る。

　しかしリオは階級こそ少佐だが、社会的身分は内ない親しん王のう殿下であり、軍隊に存在する「影の階級」における最高位である。さらに、ここにいる作戦参謀の誰よりもリオは実戦経験があり、大きな戦果をあげ、国民の人気が高い。平民上がりの参謀が文句をつけるわけにも行かず、アイドルと親衛隊じみた能天気なやりとりを聞き流すしかない。

　せめて父親が一言言ってくれないか。

　作戦参謀たちはそんな期待の目を、司令塔の大羅ら針しん儀ぎの前に直立する風かぜ之の宮みや源げん三ざぶ郎ろう司令長官の背中へ送る。

　源三郎はいつもの穏やかな表情をたたえ、夜に塗り込められていく空域を見やるのみ。

　皇王の弟であり、三十年以上を軍艦で過ごした叩き上げの軍人でもあるこの連合艦隊司令長官は着任以来、大方針を決める以外はほとんど参謀のやることに口を挟まず、のほほんと微ほほ笑えんでいる。リオの能天気な性質もおそらく父親から継いだのだろう、国家の命運を担っているにもかかわらず、緊張感が感じられない。

　こんなことで大丈夫なのか。

　作戦参謀たちの心配をよそに、「村むら雨さめ」の左さ舷げんにセラス粒子の七彩が走り、新型飛行駆く逐ちく艦かん五隻せき──「氷ひよう笋じゆん」「紅こう雪せつ」「斑雪はだれ」「雪せつ華か」「霜そう楓ふう」が三十六ノットの高速で追い抜いていく。大艦よりも小艦のほうが乗組員の慣かん熟じゆくは早い。竣しゆん工こうして五か月が経ち、はじめはぎこちなかった艦隊運動も徐々に滑らかになってきていた。

　鹿か狩が瀬せが海図台の遮光カーテン内へ首を突っ込み、艦隊の現在位置を確認する。今日の夜間演習は新にい島じまへの突入作戦を想定しており、酸素空雷、演習弾も発射する予定。

　新島まで十海かい里りに迫ったところで、鹿狩瀬が告げた。

「左二十度、敵見ゆ。空雷戦用意」

　もちろん敵はいないが、いるということにして訓練しないと意味がない。たちまち艦内が慌あわただしくなる。

　源三郎は一言も発しない。全ての指揮を鹿狩瀬に委ゆだねている。

　大方針を決めたなら、口出ししないが責任は取る。

　それが新たな連合艦隊司令長官の方針だった。

　かつてインディスペンサブル海空戦で指揮棒を振るった馬ば場ば原はら司令長官、古ふる柳やなぎ参謀長、老おい山やま先任参謀は陸上勤務となり、三み田たの大学構内に設置された連合艦隊陸上司令部でデスクワークにいそしんでいる。いま現場の連合艦隊を実質的に動かしているのは、新たな先任参謀、鹿狩瀬大佐だった。弱じやつ冠かん四十六才で連合艦隊の頭脳となった鹿狩瀬は、丸メガネの奥の瞳を光らせて、バッタに似た細面に緊張感をみなぎらせ、しかし落ち着いた声を伝声管へ届ける。

「左空雷戦、反航。第一雷速」

『左空雷戦、反航。第一雷速！』

　中甲かん板ぱんにいる連管長の若々しい声が伝声管から返る。「村雨」空雷科員たちはほとんどが十代後半の少年兵で、実戦経験がない。しかし連日連夜の訓練で戦務が身体からだになじんできて、半年前に比べれば別人の精せい悍かんさだった。

　空雷長が打ち方はじめを令し、艦内ブザーの鳴り終わりと同時に、「村むら雨さめ」左さ舷げんから七色の雷らい跡せきが八つ、星空へ走って行く。

　一本でサラリーマン五人分の生涯年収に匹敵する高価な酸素空雷は、他艦が撃ったものも含めてあとで全て回収せねばならず、一本でも行方ゆくえ不明が出ると見つけるまで基地へ帰れない。面倒で大変な仕事だが不平をいうものはいない。全ては極東の貧乏国家が、世界最大最強のガメリアに勝つための我慢だ。

「全軍突撃用意」

　鹿か狩が瀬せの引き締まった声が司令塔に響いた。速はや夫おが後こう檣しようへ命令を伝え、リオは定められた針路へ舵かじを切り、機関指揮所への伝声管を握って、明るく元気に告げる。

「行くよーっ。機関、最大戦速！」

『はは──っ！　機関最大!!』『姫さま──っ!!』『姫さま───っ!!』

　再び作戦参謀たちが渋面となり、しかし文句もつけられず、気に入らなそうな目線を交わすのみ。旗艦司令塔内に不穏な空気を抱えながらも、第一飛行艦隊は粛しゆく々しゆくと予定された演習をこなしていく……。







　深夜三時半。

『見つけましたー。「斑雪はだれ」の撃った空雷でーす』

　弾頭の電球を光らせながら夜風に流される酸素空雷に近寄って、外がい殻かくに記載された所属艦名と管理番号を確認し、空雷科員が司令塔へ伝えてくる。

「ご苦労さまー。位置を『斑雪』に伝えるねー」

　リオは通信室へ空雷発見の連絡を入れて回収を任せ、両手を突き上げ伸びをする。

「回収終わりました～。お疲れ様です～」

　にこやかに付近の参謀たちへ挨あい拶さつする。リオの安あん穏のんとした態度に最初は戸惑っていた参謀たちだが、なかには何名か、くつろいだ挨拶を返すものもこのところ出てきた。

　ほどなく「村雨」上甲かん板ぱんに設置された探照灯が、斜め上方へ打ち上げられて回転をはじめた。

　星空に黄金の杯を描く光の束は、水兵たちに訓練の終わりを知らせる合図だ。悠久の星彩を光のストローがゆったりまさぐる幻想的な光景に、今日も一日無事に訓練を終えることのできた水兵たちの安あん堵どの溜ため息いきが混ざり込み、「村雨」率いる第一飛行艦隊は箱はこ根ね基地へと舳へ先さきを巡らせる。

　と。

「鹿狩瀬大佐、風かぜ之の宮みや少佐。少しいいかな」

　唐突に源げん三ざぶ郎ろうが、先任参謀と艦長を長官室に呼んだ。演習が終わるといつもひとり長官室にこもる源三郎にしては珍しい呼び出しだった。







　マホガニーの書架、ビロードを張ったソファー、専用トイレ、奥にはシャワーの使えるバスタブ。一流ホテルさながらの長官室へリオと鹿か狩が瀬せは入っていき、敬礼を送った。源三郎はいつもの穏やかな笑顔で、

「うん。かけたまえ。紅茶でいいかな」

　艦橋付き従兵・速はや夫おが三人のカップに紅茶を注ぎ、長官室の隅に直立する。

　源三郎はリオと鹿狩瀬にソファーを薦すすめ、二、三の世間話を交えてから、海軍省特務機関から先日もたらされた情報をふたりへ伝えた。

「敵さんも待ってくれないようだ。大だい征せい洋よう艦隊からまたしても飛行艦艇が大だい公こう洋ようへ送られてきたらしい」

　その言葉に、鹿狩瀬の表情が緊迫を帯びる。

「こちらが困ることを着実にやってきますな。キリングは厄やつ介かいな男です」

　合衆国艦隊司令官キリングは昨年八月、大征洋艦隊から飛行戦艦ヴェノメナを引き抜いて大公洋艦隊へ編入させる荒技を発揮し、インディスペンサブル海空戦において日ひ之の雄お海上艦隊を壊かい滅めつ寸前にまで追い詰めた。イザヤ率いる第二空雷艦隊が命令違反を起こして現場へ急行し、決死の衝角攻撃ラムアタツクでなんとかヴェノメナを沈めて引き分けへ持ち込んだが、またしてもさらなる増援を送ってきたわけだ。

「ソロモンの現地人諜ちよう報ほうから連絡が来てね。今回派遣されたのは飛行戦艦三隻せき、軽巡二隻、飛行駆く逐ちく艦かん四隻。大征洋のエルマ艦隊はリングランド海空軍に任せ、東岸の主力飛行艦をソロモンへ送り込んだらしい」

　海上艦隊が飛行艦隊に対して砲撃戦を行うべきでないことは、先のインディスペンサブル海空戦で証明された。弾着の水柱を観測できる飛行艦に対し、海上艦の砲撃は空間を通り過ぎるため、照準の修正が難しい。さらに飛行艦は上空から大型電波通信装置を使用できるため索敵範囲が広く、雲に隠れてレーダー照準射撃も可能。

　敵の増援に正面から対抗できる戦力は、日之雄第一飛行艦隊──通称「風かぜ之の宮みや艦隊」と、第八飛行艦隊──「白しろ之の宮みや艦隊」だけだが。

　鹿狩瀬の丸メガネの奥の瞳が、翳かげる。

「装備も練度も、敵より遙はるかに劣っています。開戦時は練度で圧倒していましたが、士官と兵の損耗が激しすぎて、いまや兵員の八割は実戦経験がありません。マニラ沖で飛行戦艦六隻を失った痛手があまりに大きい……」

　開戦から二か月目に生起したマニラ沖海空戦において、連合艦隊の虎の子飛行戦艦六隻は敵前大だい回かい頭とうを敢かん行こうし、敵レーダー照準システムによって集中砲火を浴び全艦轟ごう沈ちんしてしまった。

　飛行戦艦六隻せきを一度に失ったのはもちろん痛いが、それより優秀な士官と練度の高い水兵が艦と運命を共にしたことが悔やみきれない。艦体は二年あれば製造できるが、士官、下士官、兵は一人前の育成に最低でも三年を要する。

　源げん三ざぶ郎ろうは相変わらず朴ぼく訥とつとした言葉を連ねる。

「ガメリア本土では、ワシントンとニューヨーク上空を埋め尽くすほどの大飛行艦隊が竣しゆん工こうしたらしい。潜入工作員の報告によれば、飛行戦艦十七、重巡三十五、軽巡四十六、飛行駆く逐ちく艦かん九十八とか。いやはや、わかっていたが大変なものだ。この新しい飛行艦隊が大だい公こう洋ように出てきたら、ちょっと止めようがないね」

　連合艦隊司令長官の率直すぎる物言いに、鹿か狩が瀬せは内心でやや驚く。他の参謀たちを呼ばずに鹿狩瀬とリオだけを呼んだのは、源三郎が腹を割って話すためか。

「……長官は、この戦いには勝てない、とお考えですか」

　ならばこちらも実直に問おう。司令長官の思惑を覗のぞくことのできる、こんな機会は滅めつ多たにない。

　開戦前、ガメリアとの戦争を避けるために誰よりも東とう奔ほん西せい走そうしたのが源三郎と、いまは亡き南なん郷ごう大将だった。ガメリアの国力を鉄鋼生産量と造船量で数値化し、戦端をひらけば四年以内に必ず負けることを源三郎は日ひ之の雄おの指導者たちに説き聞かせていた。しかし執しつ拗ようなガメリアの挑発を受けて国民とマスコミは開戦を主張、非戦派の政治家・軍人が暗殺されるたびに拍手喝かつ采さいを浴びせ、流れはいつしか開戦へと傾いていた。

　おのれの予言が現実になろうとしているいま、源三郎はなにを思うのか、鹿狩瀬は聞いてみたい。

「勝てないよ。戦う前からわかっていた。だが戦わなかったら、石油の切れた連合艦隊は海に浮かぶ鉄くずとなり、日之雄は戦わずして占領されていただろう」

　源三郎の答えを、鹿狩瀬は黙って受け止める。

　二年前、ガメリアは日之雄への石油輸出を打ち切り、鄯ぜん大陸からの撤てつ兵ぺいを要求した。石油の八割をガメリアに依存していた日之雄にとって、「死ね」と言われるに等しい制裁だった。日之雄が鄯大陸から撤兵すれば、ルキア連邦はシベリア鉄道を釜プ山サンまで延伸させ、こちらに十倍する戦力を集積して日之雄を飲み込んだだろう。そんな未来を受け入れられるはずもなく、日之雄は石油を求めて宣戦布告、希望の見えない戦いに乗り出した。

　そして開戦から一年十か月が経ったいま、希望の灯ともし火びは握りつぶされようとしている。

　ガメリアの新飛行艦隊が大公洋に現れたなら、日之雄は滅ほろびる。

　ドゥルガの言葉どおり、民族が生殖能力を奪われる未来が、現実になる。

「状況は絶望的だ。だが我々軍人は最後まで、未来に希望を残すために戦うべきだ。きみたちはどうかね」

　源げん三ざぶ郎ろうはリオと鹿か狩が瀬せを交互に見ながら、言葉をつづった。

　リオは先ほどからなにも答えず、じぃっと実父の言葉を聞いている。

　鹿狩瀬が答える。

「最後まで勝利を信じ、死力を尽くします。でなければ、死んでいったものたちに顔向けできません」

「うむ。それでいい。リオは？」

　問われて、リオは珍しく、眼まな差ざしの底に悲しみを込めた。

「覚悟はできてます。ただ、軍人はそれで良くても、一般人が巻き込まれないか、それが心配で……」

　落ち着いた答えを紡つむぐリオを、鹿狩瀬は片目で見やる。

「わたしもそれを憂慮している。ガメリアは特に後方を重視するから、こちらの生産力を削ぐために、都市を爆撃することもあり得る」

「それだけは防ぎたいと思います。軍人は戦って死ぬのが本望でも、一般人はそうではないから……」

　リオの言葉には深い静せい謐ひつさがあった。伝声管を通じて古参兵とやりとりをする、あの元気なリオのすがたしか知らない鹿狩瀬は、やや面食らう。

　対面、源三郎は愛まな娘むすめの言葉を受け止め、重く頷うなずく。

「死ぬのは軍人だけでいい。非戦闘員、特に女性と子どもたちは誰ひとり死ぬことなくこの戦争を終え、日ひ之の雄おの未来を紡いで欲しい。我々の命はそのために捨てるべきだと信じる」

　鹿狩瀬は黙って目線を伏せるしかない。

　改めて、なんという絶望的な戦いだろう。

　勝つことは不可能。ガメリア本土を占領できる陸上戦力がこちらにはなく、たとえガメリアの全艦艇を沈めようが、相手はさらに強大な艦隊を生み落とし戦いを継続できる。対するこちらは戦うたびに艦艇と人員が減っていき、満足に補充もできず、やがてすり潰つぶされる。

　摑つかみ取ることができるのは、最善の負け方、それのみ。

「いかに負けるか。これは外交にかかっている。現在ジュネーブのＢＩＳ国際決済銀行を窓口にしてガメリア側と接触を図ろうとしているが、交渉の糸口も摑めていない。交渉の場に就くためには、もう少し敵を狼ろう狽ばいさせる必要がある」

　鹿狩瀬とリオは頷く。日之雄の指導者たちも、この戦争の終わらせ方を模索し、裏口からガメリアへ交渉の呼びかけを行っているのだ。だが呼びかけたから交渉できるほど、外交は甘くない。ガメリアからすれば、交渉とは戦力の拮きつ抗こうする相手とするものであり、戦えば必ず勝てる相手と交渉する必要はない。

「まずは大だい征せい洋よう艦隊からの増援を、ソロモンで撃破。そののち、ニューヨークの空を埋めたという新たな飛行艦隊を刺し違えてでも撃げき滅めつする。大だい公こう洋ようからガメリア艦隊を一掃したのち、狼狽した敵と外交での決着を図る……。これが現在考えられる、最善の終わり方だ。つまり、次なる艦隊決戦には必ず勝たねばならない。我らが勝ちつづけることで終戦への道筋がひらける」

　源げん三ざぶ郎ろうはひといきにそう告げて、眼まな差ざしを鹿か狩が瀬せへ持ち上げる。

「途方もなく難しいが、やらねばならん。そのために、鹿狩瀬くん。きみが中心となって司令本部を引っ張って欲しい。年上の将校もいてやりづらいだろうが、遠慮はいらん。きみにはそれにふさわしい能力がある。要望があるならなんでも言ってくれたまえ」

　過分な言葉を受け取り、鹿狩瀬は沈思したのち、

「人事に関して、ひとつだけお願いが」

　源三郎の様子を見ながら、切り出した。海空軍の人事は海軍省の担当であり、軍令部も連合艦隊も口を挟めない「聖域」とされている。だが皇王の弟、「直宮」である源三郎であれば聖域へ踏み込むこともできる。

「黒くろ之の少佐を司令本部付き作戦参謀として迎え入れていただきたい。何度か作戦会議で顔を合わせましたが、傑けつ出しゆつした能力の持ち主です。ルソン沖、マニラ沖、メリー半島、インディスペンサブル。全ての海空戦で彼は敵の動向を事前に察知し、独断専行を厭いとわずに我が軍を逆転へ導いた。補佐役に黒之少佐がいてくれたなら、これ以上頼もしい味方はおりません」

　司令本部の作戦参謀が誰も口にしないことを、鹿狩瀬は源三郎へ頼み込む。

　黒之クロトは冷遇されすぎている、と鹿狩瀬は思う。作戦参謀として古こ今こん未み曾ぞ有うの戦果をあげながら、彼の名はいまのところ一切報道されていない。これまでクロトが摑つかみ取った全ての勝利はイザヤの功績とされ、日ひ之の雄お国民はクロトの存在に気づいてもいない。

　名前を出せない理由も、鹿狩瀬は知っている。

　いまからおよそ十年前、日之雄中を騒がせた「黒くろ之の宮みや家の大たい逆ぎやく事件」──その中心人物がクロトだからだ。

　皇王家転覆を狙って、イザヤへプロポーズを敢かん行こうした反逆者、黒之クロトの名前は、十年経ったいまも国民の記憶に焼き付いている。罪人となってガメリアへ逃亡したはずのクロトが現在、よりによってイザヤの片腕となって戦っていることが国民に知られたなら、必ず「王座を奪おうとした罪人がなぜ内ない親しん王のうのそばにいる」などと騒ぎが起きる。クロトが参謀として傑出した能力を持つことは上層部もわかっているから、できれば存在を秘密にしたまま、イザヤの片腕として働いて欲しい……。それが海軍省人事部の思惑だろう。

　だがもはや、なりふり構っていられないのでは。

　この絶望を覆くつがえすには、クロトの能力が不可欠だと、鹿狩瀬は信じる。

　源三郎は黙もつ考こうしてから、答えた。

「彼が優秀なのは幼少期から知っている。時折、皇王家に出現する天才のたぐいだが、なかでも突出している。だが性格が傲ごう岸がん不ふ遜そんに過ぎてね……。いま彼を呼べば、おそらく参謀連中の総スカンを食って司令本部が機能不全に陥おちいる。もうしばらくイザヤに躾しつけを頼みたいところだが……」

　元々、重じゆう雷らい装そう艦「井い吹ぶき」へクロトを送り込んだのは源げん三ざぶ郎ろうの采さい配はいだ。イザヤに高慢の鼻をへし折ってもらい、クロトが真人間になったあたりで司令本部に迎え入れたいと思っていた。

「艦長はどう思うかね」

　源三郎に問われ、リオは生き真ま面じ目めな顔で、

「……黒くろ之の少佐がひとりで司令本部へ異動してくるのは危ないと思います。彼を傍かたわらで諫いさめる人間がいないと」

　冷静に答える。うん、と源三郎は頷うなずき、

「きみにそれができないか？」

「……無理です。イザヤの言うことしか聞きません。子どものころから黒之少佐は、イザヤしか見てませんから」

　リオは少しはにかみながら答える。

　傍ら、鹿か狩が瀬せは少し不思議な気持ちでリオの横顔を眺めていた。

　司令本部に勤める以前、リオのことは新聞雑誌、ニュース映画を通じて知っていた。クールなイザヤと無邪気なリオの組み合わせはある意味わかりやすく、老若男女に人気が高い。そのすがたは「村むら雨さめ」艦橋でも変わらず、常にリオは明るい笑顔をたたえて、周囲を励まし元気づけている。

　しかしいま実父の前で、冷静に状況を俯ふ瞰かんしながら言葉を連ねるすがたには、自立した大人の女性の品格があった。

　──こちらが素顔で、あちらが虚構なのかな。

　ふと、そんなことも思った。

　国民からも水兵からも「戦う内ない親しん王のう殿下」という偶像アイドルとしての振る舞いを期待され、みなの前では笑顔を絶やさず、常に兵士たちを励ます側に回っているリオ。誰よりもリオ自身が自分の果たすべき役割を理解しているから、作戦参謀に渋面を作られながらもあえて明るく元気に振る舞っているのではないか。

　──見る目を変えたほうが良さそうだ。

　鹿狩瀬はそんなことを思いながら紅茶を口に含み、ここに自分とリオだけを呼んだ源三郎の思惑を推理する。

　──三人で組もうということかな。

　司令本部には頭の固い参謀もいまだ多い。これから多くの先輩参謀とやりあっていかねばならない鹿狩瀬に対し「わたしとリオがきみの味方だ」と源三郎は告げているのではないか。直宮である風かぜ之の宮みや家の当主と内親王が後ろ盾だてについていれば、先輩参謀もおおっぴらに鹿狩瀬に楯突くわけにはいかなくなる。自分の仕事は、ずいぶんやりやすくなるはずだ。

　源三郎の細やかな気づかいに感謝しながら、鹿狩瀬は率直な話し合いをつづけた。忌き憚たんのない意見交換は日の出前に終わり、鹿か狩が瀬せは士官室へ、リオは司令塔へ、それぞれ戻った。







　司令塔のガラス窓のむこうでは、彼方かなたに見下ろす水平線が赤紫の楕円に染まっていた。あと三十分ほどで夜明けだ。

　艦橋付き従兵・速はや夫おはいつものように司令塔の隅っこに直立し、少し離れた大羅ら針しん儀ぎの前に立つリオの背中を見ていた。

　ふたりきりだった。

　演習中、司令塔にいた参謀たちは、もう士官室へ戻るか、艦橋後方にある作戦室で今日の演習の報告書を作ったり、情報の整理に当たったりしている。

　速夫はリオの華きや奢しやな背中を見ていた。色づいていく世界を背景にして、リオの佇たたずまいはあまりに頼りなく、胸が自然に締め付けられる。

　──リオさまだけは、生き残って欲しい……。

　速夫が司令官付き従兵として、リオの身近に待機するようになって、もうすぐ一年半が経とうとしている。

　艦橋でふたりきりになることもたびたびあり、リオは速夫の家族の様子を尋ねてくれたりして、そのたびに速夫はがちがちに緊張しながら上うわ擦ずった声で返答し、リオから慈愛の笑みを受け取って、任務に戻る。自分の顔と名前、出身地と家族構成を内ない親しん王のう殿下が記憶してくれて、安否を気遣ってくださる。それだけで速夫は魂までリオに捧ささげる覚悟を完了できた。

　──リオさまをお守りするんだ。ぼくの命にかけても。

　この素敵なお姫さまを救うためなら、ぼくは百万回でも死ねる。

　誓ったそのとき、不意にリオが速夫を振り返り、微ほほ笑えんだ。

　速夫の心臓が、どきんと脈打つ。

「朝だねー」

　いつもの安あん穏のんとした調子で、リオはそんなことを言ってくる。速夫は背筋を伸ばし、

「はっ！」

　身分が違いすぎるから談笑などできるはずもなく、聞かれたことに可能な限り手短に答えることしか速夫にはできない。

「疲れた？」

「いえっ」

「偉いねー。いつもしゃんとしてるもんねー」

「ありがとうございますっ」

　リオの言葉に、いちいち声を張って、手短に答える。目線をリオに合わせることは不敬にあたるため、目線はリオの腹部あたりに据すえ、背後のガラス窓に目の焦点を合わせる。

　しかしどうしたって目の焦点は、リオの笑顔に当たってしまう。眩まばゆくて、透明で、ずっとこのまま見ていられたら……。

「さっきの話、聞いてた？」

　リオはあっけらかんと尋ねてくる。

　うそをつくわけにはいかない。

「……はっ！」

「ほかのひとに言っちゃダメだよ？」

　恐らく、連合艦隊司令長官自みずからが「戦争に勝てない」と断じたことだろう。速はや夫おは背筋を伸ばし、

「艦橋の出来事を他人に漏らしたことは、一度もありません！」

　これは本当だ。艦橋付き従兵は任務の性質上、高級将校の話し合いを直接耳にすることも多い。いい加減な従兵だと仲間内で機密事項を話したりするが、速夫は一度もそれをやったことがない。それをやればリオの信頼を裏切ることになるから。

「うん。速夫くんはとても真ま面じ目めで信頼できる従兵だって、みんな褒ほめてる。信じてるよ」

　リオにそう言われて、速夫は心臓が早鐘を打つ。気を張っていないと、両足が床を離れて身体からだが舞い上がってしまいそうな高こう揚よう感。

「はっ！」

　かろうじて上うわ擦ずった声を張り上げ、心臓が鳴り止やむことを祈る。

　それだけ言って、リオは目線を前へ戻した。速夫は平静を取り戻そうと、音を立てないよう細心の注意を払いながら深呼吸を繰り返し、動揺を抑える。

　一年半も付き従っているのだからいい加減慣れても良さそうだが、いまだに速夫はリオと言葉を交わすだけで舞い上がってしまい、そののち一か月間はリオにもらった言葉が脳内に響いて鳴り止まない。いましがたの「信じてるよ」はきっと一生鳴りつづけると確信した。

　──水兵になって良かった……。

　速夫はしみじみ感動しながら、リオの背中のむこう、明けていく空の色を見ていた。

　間近でリオに仕えてきて、速夫はもう、リオがただの明るく能天気なお姫さまでないことは知っている。王族として国民になにもかも捧ささげようと覚悟を決めた、芯の強い立派な女性だと尊敬している。

　この戦争に勝つのは不可能なのかもしれない。

　ならぼくは、リオさまを守るために戦おう。

　リオさまが生き残ることができたなら、ぼくの勝ちだ。

　そのためであれば、身体を百万回引きちぎられても構わない。

　そんな誓いをこころの内壁に彫りつけながら、速夫は黙ってじぃっと司令塔の隅に立ち続けていた。
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　愚ぐ痴ちと胃薬。

　この戦争を乗り切るには、このふたつが欠かせない。

「キリング提督はどうしても我が軍の被害を増やしたいらしい」

　大だい公こう洋よう艦隊司令長官、ヴェルナー・Ｗ・ノダック大将はいつものように愚痴を垂れて、胃薬をコップの水で流し込んだ。

　このところ以前にも増して愚痴っぽくなったことを自覚している。しかも悪いことに、一部の部下の前で公然と上司の悪口を垂れるようにもなってきた。誰かがワシントンに告げ口したなら左さ遷せんされかねない内容も時にはある。

　愚痴る相手は選ぼう。

　一番いいのは、友達のいないヤツだ。口を滑らそうにも、滑らせる相手がいない孤独な人間であれば酷ひどい愚痴も垂れやすい。

　合衆国艦隊司令長官兼大公洋戦域司令長官、アーロン・Ｅ・キリング大将から送られた命令書を執務机に放り投げ、ノダックは最も愚痴を垂らしやすい相手に電話をかけた。

　聖暦一九四○年、五月三日、ハワイ。

　真しん珠じゆ湾わんにほど近いマカラパ・ヒルには将官の公邸と佐官の平屋、プレハブが建ち並び、その中心、目立たないようあえて質素に作られた大だい公こう洋よう戦域司令部においてノダックは毎日のように胃薬と愚ぐ痴ちと幕僚との会議に明け暮れていた。

　大公洋戦域司令部の主はもちろんワシントンの海軍省三階にいるキリング大将であり、ノダックはここハワイで個性的な部下とキリングの間に挟まれ右往左往する中間管理職を任されてる。胃の休まるヒマもない執務が今日もはじまったことを、憂ゆう鬱うつなノックが告げる。

　大公洋艦隊参謀長、サイモン・Ａ・シアースミス少将は室内へ入ると、いつものように無感情な面おも持もちで執務机に投げ出された命令書を一いち瞥べつし、後ろ手を組む。

　彼のあだ名は、鉄棒。

　常に天地に対して垂直に屹きつ立りつし、おそらくなにも言わなかったらそのまま永遠にこの場に立ち続ける。

　一度どちらが先に動き出すか我慢比べをしてみたいとは思っているが、そんな時間もないのでノダックは命令書をシアースミスに手渡す。

「ワシントンからだ」

　例によって仰ぎよう々ぎようしい作戦名が、命令書の冒頭に記されていた。

『OPERATION RAPID FIRE』

　大公洋艦隊の全力を以もつてトラック基地を強襲上陸、占領せよ。

　シアースミスは短い命令書の内容を目で追って、執務机に戻した。

「感想は？」

「特に」

　ノダックを呆あきれさせた内容を、シアースミスは興味なさそうに受け流す。いつもこんなだからシアースミスには友達がいない。またこういう男だから告げ口や噂うわさ話にも興味がなく、ノダックは安心しておおっぴらに愚痴を垂れることができる。

「なぜいまなのかね。大だい征せい洋よう艦隊から増援は来たが、トラックは南太平洋における日ひ之の雄おの本拠地だよ？　あと三か月、第一飛行艦隊の派遣を待ちさえすれば我々の勝ちだというのに、ワシントンはなにを焦っているのだ」

　答えはノダックも知っているが、あえて問う。

　シアースミスはつまらなそうに、

「次の選挙でしょう。今年の夏までに戦争の勝利を確定したいから、矢継ぎ早Rapid fireに作戦を起こしたがる」

　そのとおり。実にくだらない。政治家の権力争いのために無駄死にするのは現場の兵士だというのに。

　そしてここでいくら愚痴ろうが、事態は変わらない。

　ワシントンの命令通り、粛しゆく々しゆくとトラック基地を攻略するのがノダックの仕事だ。

　やり場のない憤いきどおりは、発散するしかない。

　その方法は。

「少し歩こう」

「はい」

　ノダックは椅い子すから腰を上げた。シアースミスは学者風の外見だが運動好きで、休みの日は一日中、ひとりでジョギングしたり重いものを持ち上げたり蹄てい鉄てつを投げたりしている。散歩しながらのほうがシアースミスとは忌き憚たんなく会話できることをノダックも知っているので、ふたり連れ立って外に出て、透明な五月の日差しを浴びた。

　司令本部周辺は軍人でにぎわっていた。ほこりっぽい街路をバスとタクシー、ジープが行き交い、司令本部設置と同時に急造された現地人の屋台や土産みやげ物店が強い陽光に晒さらされていた。

「日ひ之の雄お人をナメすぎだ。連合艦隊は強い。ワシントンにはまだそれがわからないのか」

　歩きながら、ノダックは強い調子でそう言う。

「敵の精強さは疑いありません。幼少期からの教育によるものでしょう。全体のために個を滅する価値観が一兵卒にまで浸透しています」

　シアースミスは電化製品の説明書を読み上げるように淡々と答える。

　先のインディスペンサブル海空戦で大火傷やけどを負ったゾーイ・ドゥルガ少将は日之雄人を骨の髄まで憎んでいたが、シアースミスは日之雄人を憎みもせず、愛しもせず、尊敬も軽蔑もせず、ただ虫の標本を見るように観察だけしている。あくまで研究対象であって、好悪を差し挟む必要は無い。それがシアースミスの敵に対するスタンスだった。

　ふたりはいつしか市街地へ入っていた。

　ハワイは現在、戦争景気の真っ只中だ。

　軍人であふれかえった大通りには、アジア系の有色人種のすがたも目立つ。商店の店員も、白人よりも現地人や移民のほうが遙はるかに多い。ハワイ在住の日之雄人は全員、資産を没収されて強制収容所へ送られたが、それ以外は変わらずこうして日常生活を営んでいる。

「作戦は成功するでしょう。現在の大だい公こう洋よう艦隊の戦力でも、トラック攻略は完了できます。ただ敵の戦意は非常に高く、こちらも損耗は覚悟せねばなりません。先日のドゥルガ提督の不用意な発言。あれはいただけません」

　シアースミスは無機質な声でドゥルガの失言問題を取り上げた。シアースミスとドゥルガ、大公洋艦隊司令官であるこのふたりの性格は全くの表裏一体であり、当然のように仲が悪い。いつもは無口なシアースミスだが、ドゥルガの悪口は饒じよう舌ぜつになる。

「男は去勢し女は避妊手術というあれか。酷ひどかったね。飲み屋のオヤジならともかく、方面艦隊司令官があれを言ってはいけない」

　娼しよう館かん前の兵士の行列を傍はた目めに、シアースミスの悪口がつづく。

「東京を占領したら、兵士に無礼講を許可するとも言っていました。ただでさえ命知らずの敵軍が、体当たり戦術を取りかねません。日ひ之の雄お人はいまや、負けたら民族が絶滅する、と本気で信じているでしょう」

　娼しよう館かんは客が多すぎて、一回三分で強制的に交代させられるそうだ。兵士たちは常に欲求不満の状態にあり、彼らが東京、大阪、その他大都市で自由行動を許可されたなら、日之雄人にとって地獄が現出する。

　ノダックの頭が痛む。上司も部下も自由過ぎて、胃が休まるヒマがない。

　ふたりは愚ぐ痴ちと悪口を交わしながら、海沿いへ出た。すでに七キロメートルを超える長い散歩になっているが、お互い気にしない。実はひそかに相手が音を上げるのを待っているが、そんな腹のうちはおくびにも見せない。

　真しん珠じゆ湾わんには海上艦隊が健在だった。

　インディスペンサブル海空戦を勝ち抜いた巨艦たちが、次なる出撃を待っている。

　ソロモンには大だい征せい洋よう艦隊から派遣された飛行艦隊も到着し、将官も水兵も士気は限りなく高いという。

　愚痴も垂れるだけ垂れた。そろそろ任務を果たそう。

　海を見ながら、ノダックはシアースミスに告げる。

「大だい公こう洋よう艦隊指揮権をきみに託す。トラック島を攻略してくれたまえ」

「承りました」

　気負うでもなく淡々と、シアースミスは世界最大最強艦隊の指揮権を拝受する。

「戦力は六：四でこちらが優位。きみの言うとおり、普通にやれば勝てる。だが油断はするな、特にイザヤ・シロノミヤは神がかっている。イザヤの指揮する飛行艦隊だけは、くれぐれも警戒を怠おこたらぬよう」

　念を押すと、シアースミスはしばらく無言で突っ立ってから、ぼそりと告げた。

「矢継ぎ早作戦オペレーシヨン・ラピツドフアイアが終わったのち、連合艦隊は壊かい滅めつしているでしょう」

　ノダックは訝いぶかしげな片目を送る。

　普段、大たい言げん壮そう語ごしないシアースミスが珍しく大口を叩いた。

「トラック近海が連合艦隊の墓場になると？」

「はい」

「秘策の中身を聞こうか」

　シアースミスはしばらく海を眺めてから、真ま面じ目めに言った。

「まともな指揮官が大公洋艦隊を率いるからです」

　この男の言葉こそ、ワシントンに知られたら左さ遷せんものだな、とノダックは思う。

　これまで大公洋艦隊を率いたプリムローズもドゥルガも凡将ではない。彼らは十全に能力を発揮したし、間違った戦術を用いたわけでもない。敗因は、イザヤの指揮が彼らを上回った、それだけだ。そしてたったそれだけで、プリムローズもドゥルガも退場を余儀なくされた。

　しかしシアースミスはその無表情を真しん珠じゆ湾わんにむけて、断言する。

「当たり前を当たり前にやるだけです。ヘビー級ボクサーが秘策を用いてライト級に対たい峙じする必要はありません。第一ラウンドはジャブで様子を見、第二ラウンドはフットワークを用いて敵を攪かく乱らん、第三ラウンドから本気のストレートを浴びせていけば、ラウンドを追うごとに基礎体力の差が現れて、やがてヘビー級が勝つ」

　真珠湾を吹く風が、少し冷たさを帯びた。

　人間的な情緒の剝はげ落ちたシアースミスの言葉が、風に紛まぎれた。

「第一ラウンドはプリムローズ、第二ラウンドはドゥルガ。それぞれ相手を疲ひ弊へいさせましたがポイントを取られました。第三ラウンド、わたしの役目は本気のストレートを放つことです」

　シアースミスはにこりともせず、つまらなそうに言葉を連ねる。

「わたしのラウンドで勝負はつくでしょう。第四ラウンドは馬乗りになって殴り、第五ラウンドは相手を磔はりつけにして火にくべるだけ。難しい仕事ではありません」

　ノダックは言葉を聞きながら、海の彼方かなたへ目を送った。

　大だい公こう洋よう艦隊司令官として、確かにシアースミスは前任者ふたりより上だろう。

　なぜなら。

　──この男、全然面白くない。

　プリムローズもドゥルガもそれぞれ個性的で、彼ら独自の戦術眼を培っていた。対するシアースミスは、没個性的で教科書的な提督だ。

　リスクを冒さない。

　慎重すぎるほど準備したのち、戦場では常に敵の奇襲を警戒しつつ、安全着実で緻ち密みつなやり口を好む。

　シアースミスが日ひ之の雄おのような小国に生まれていたら、提督にはなれなかったかもしれない。小が大に勝つには創意工夫が必要だし、奇策を実行に移す派手さや度胸も必要だ。シアースミスにそれはない。

　しかしガメリア大公洋艦隊のごとき大艦隊を率いるには、シアースミスの「つまらなさ」は大きな美徳になってくる。のちのち語りぐさになるような派手な指揮を執ることもなく、周到な準備を経たのちに堂々と正面から大軍で乗り込み、蹂じゆう躙りんする。こういう提督が日之雄にとっては最も厄やつ介かいなのは間違いない。

「期待しているよ」

　面白みのない鉄棒提督へ、ノダックはそんな言葉をかけて散歩を継続した。そのあとまた七キロメートルほど歩いたがシアースミスに音を上げる様子はなく、ノダックが先に折れて帰路へ着いた。いったいなんの意地を張っていたのか、ノダックにもシアースミスにもわからなかった。




　†††




　ケリガン一族は自みずから売り込むものを好まない。

　選定の主導権はケリガンにある。

　ケリガンの目に留まるほどにフォール街で活躍するしか、ザ・コーナーへ入り込む術すべはない。

　しかしぐずぐずしているヒマもない。

　名声を高めるために悠長に投資活動をしていたら、日ひ之の雄おが滅ほろびてしまう。

　さっさとケリガンの懐ふところに飛び込むために、なにをすべきか。

　──美少女で良かった。

　潜入工作員ユーリ・ハートフィールド少尉はここ二か月間、著名人主催のパーティーに通いつめ、知性と美び貌ぼうと財力を駆使してようやく手に入れた招待状を片手に、肩口の大きく露出したチューブトップドレスを着込んで、迎えのリムジンバスに揺られていた。

　聖暦一九四○年、五月四日。ニューヨーク州ロングアイランド島モントーク。

　マンハッタンから約百七十キロメートルほど離れたこの地で、ユーリにとって勝負となるパーティーがこれから開催される。

　車窓の外はもう夕刻。

　窓に映る自分の顔がやや疲れ気味なことに、ユーリも気がついている。

　──眠い……。

　駅と屋敷を結ぶこのリムジンバスには招待客が乗り合わせている。ケリガンに近しい賓ひん客きやくぞろいだから、ここで爆睡するのは賢くない。隣の席の老夫婦から今こ宵よいの招待客に関する情報をそれとなく聞き出し、接触できそうな相手の目星もついた。車内には他にも大金持ちや権力者が歓談しているので聞き耳を立てておきたいのだが。

　──疲れた……。

　顔には出さないよう気を配りつつ、心中に愚ぐ痴ちる。

　クロトが送ってよこしたオプション価格最適化方程式の実証研究をはじめて以来約二か月、ユーリの平均睡眠時間は三時間ほど。昼間は実際のデータを使った研究と、実証のための投資活動にいそしみ、夜はフォール街関連のパーティーに繰り出して、使えそうな人材には積極的に美貌と能力をアピール、徐々に名前と顔を売っていく。

　ケリガン商会とパートナーシップ契約を結んでいる実業家、アンディ・バーモント主催のパーティーが毎週末モントーク岬の別荘で行われているという話を聞きつけたユーリは、招待状を持っていた女優の卵へ機密費を投じ、ようやく今日このバスに乗り込んだ次第。これまで注ぎ込んだカネと労力を無駄にしないためにも、なんとか今夜中にバーモントと接触し、顔と名前を売り込みたいところだが。

　どうやって接近するか考えていると、バスはモントーク・ハイウェイを離れ、岬沿いの小路へ入った。

　守衛のいるレンガ造りの門をくぐって敷地内へ入り、さらにたっぷり十分ほど木立を走り抜けると、おもむろにモントーク岬の景観がひらけ、コロニアル様式の屋敷が暮れなずむ空に浮き立っていた。

　広い庭とたくさんの窓には電飾が灯ともされ、すでにタキシードを着込んだ楽団が夜曲を演奏していた。駐車場にはユーリが乗って来たのと同じリムジンバスが数台連なり、次々に後続が来て、また新たな出迎えのために発車していった。

　庭に張り巡らされた色電球の下、すでに五十名以上の招待客がグラスを片手に歓談していた。屋敷前には巨大なバーカウンターとビュッフェ・テーブルが据すえられ、こがね色に焼かれた豚が丸ごと一頭、専用テーブルで芳かぐわしい香りを立てていた。

　吹き抜ける風に若草とアルコールとバーベキューの香り、それにひとびとの笑い声が混ざり込む。

　ユーリは気を引き締め直し、招待状を出迎えの執事へ手渡して、ワイングラスを手に取った。歓談の一角に以前挨あい拶さつを交わした壮年紳士をめざとく見み出いだし、笑顔で挨拶を送る。

「おぉ、これはユーリ嬢、今日は以前にも増して美しい！」

　壮年紳士はユーリの腰へ片手を回し、いかにもうれしそうに顔を寄せる。このスケベ親父が大鉄鋼会社ガメリア・スティールの取締役でなければ足を踏んづけてやるところだが、ケリガンへの貴重な窓口なので我慢する。

　媚こびず、品良く、快活な笑顔で。

「またお会いできて光栄です、ギボン社長。先日は貴重なお話を伺うかがえて、とても勉強になりましたわ」

　ユーリの言葉に、ギボンはとろけた笑みを返す。

　トムスポンを連れてこなかったのは正解だ。今こ宵よいもこの調子で、ここにいるスケベ親父どもを手のひらで転がし、本命のアンディ・バーモントへ辿たどりついてやる。

　ギボン社長はおのれの人脈を自慢しようと、ユーリと連れ立ちテーブルを巡る。

　ユーリは笑顔と愛嬌をサーフボードにセレブリティの波間を巧みに泳ぎ抜けていく。

　大会社社長、著名な銀行家、実業家、俳優、相場師、芸術家、アスリート……。ニュース映画や新聞雑誌によく取り上げられる著名人と短い歓談をこなしていくが、しかし主催者バーモントはいまだ顔を見せない。

　会話の狭はざ間まにそれとなく探りをいれても、参加者たちも彼の居場所がわからない様子。

　さすがケリガンが認めたパートナーだけあって、登場にももったいぶっているらしい。

　──さっさと出てきなさいよ。あたしの魅力でメロメロにしてあげるから……。

　舌舐なめずりしながら、ユーリはガメリアの支配者層へ自みずからの存在を浸透させていく。

　夜が更けるほど、歓談の声は高く大きく、あちこちに人間の輪ができて、それぞれの中心では主張のあるものが演説をはじめている。

　内容はほとんどが戦争に関するものだった。

　ここにいる人間たちにとって戦争はビジネスでしかない。

　戦場で消費される鉄鋼、エネルギー、弾丸弾薬、薬剤、食糧は巨大な需要をもたらすし、敵から奪う土地と利権はさらなる成長を約束する。ガメリアが建国以来の百六十年ずっと戦争をつづけているのは、結局最後に必ず儲もうかるからだ。

　いまガメリアは東の大だい征せい洋ようではエルマ第三帝国と戦い、西の大だい公こう洋ようでは日ひ之の雄おを相手に戦っている。これほどの広域を巻き込んで戦争した国家は古こ今こん東西ガメリア合衆国のみであり、ふたつの戦争に勝利したのち、世界の覇は権けんはガメリアに帰するだろう。

　この二か月間の疲れもあいまって、ユーリは気分が悪くなってきた。

　いつもの自分でいられそうにない、と自覚し、演説の輪から外れる。

　庭園から少し離れ、地続きの岬へとなんとなく歩いた。

　歓談と音楽が遠ざかり、夜風の行く先に星彩の瞬またたきがはっきり見えた。

　──なんだかなあ。

　憂ゆう鬱うつな気分で星空を見上げ、片手のレモンスカッシュを口に含む。

　戦争なんて、当事者全員、悪だと思う。

　日之雄も、ガメリアも、どっちも悪い。

　でもどちらかが負けるまで戦争は終わらない。このままいけば負けて踏みにじられるのは日之雄だろう。そしてここにいるガメリア人たちは善人面づらで新しい市場と利権を手に入れる。

　──気分わる……。

　内面にうごめく重いものを持て余し、遙はるかな潮しお騒さいへ耳を傾けた。

　遠く打ち寄せる波の音が、ささむけた内面を柔らかく撫なでる。

　と──。

　岬の突端に先客がいた。

「どうしました？　気分が優れませんか？」

　彼はユーリに気がつき、振り向いて言葉をかけてくる。

　月明かりが青年をひとり、浮かび上がらせていた。
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　高そうなスーツを着ているが、嫌味な感じはない。温厚そうな顔立ちの奥に、ただならないなにか。戦場でもビジネスでも、幾多の修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けた人間は一様に、温厚さと残忍さ、情熱と冷血を併せ持つ。

　初対面だが、直感が告げる。

　──ここにいたのね。

　──ケリガンがパートナーとして認めた男。アンディ・バーモント……。

　ユーリはあえて、気づかないふりをする。少し酔っ払っているように装い、おぼつかない足取りで彼に歩み寄る。

「風に当たりたくて。お邪魔でした？」

「いえ。突然現れた美しい女性と星を見上げる。実に幸運な偶然です」

　三十代半ばとおぼしい男性は当たり前にそんな台詞せりふを紡つむいで微ほほ笑えみかける。

　──うえー……。

　苦手なタイプだ。

　が、もちろん顔には出さない。

「ユーリ・ハートフィールド。投資家の卵よ」

　にっこり笑って右手の甲を差し出すと、

「アンディ・バーモント。なんでも屋だよ。よろしく、ユーリ」

　アンディは手の甲に口づけし、微笑む。

　ユーリは驚いたふりをして、

「うそでしょう、あなたがミスター・バーモント!?　どうしてこんなところに!?」

「あまり騒がしいところは好きではなくて。パーティーそのものも実は苦手だ」

「あなたが主催者でしょう？　みんなを集めておいて好きでないなんて……」

「みなに求められてやっているだけです。みなさん退屈しのぎに困ってますから」

　ユーリはアンディの間近へ歩み寄り、背の高い彼を見上げる。

　優雅な微ほほ笑えみをたたえているが、その奥から得体の知れないなにかがじっとユーリを観察している。開けっぴろげに見せかけて実は用心深そうだ。アンディの立ち位置はいうならばフォール街の取締役であるから、一筋縄でいかない人間なのは間違いないが。

　──このチャンスは逃がさない。

　──絶対、懐ふところへ飛び込んでやる。

　ユーリはぴんと背筋を伸ばし、眼まな差ざしに力を込める。

「偶然ね。わたしも騒がしいところは苦手。あなたさえ良ければ星を見ながら散歩でも、ミスター・バーモント」

「アンディでいいよ、ミス・ハートフィールド」

「ユーリで。ここから海まで降りられるのかしら？」

「行けるよ。夜の散歩といこう」

　ふたり連れ立ち、月明かりを頼りに岬の緩い起伏をくだって海を目指し歩いた。

　明るく楽しく他愛ない世間話から入って、アンディの口調や話す内容から人間性を推し量りつつ、ユーリは慎重に話題をフォール街へ持って行く。

「あぁ、クロノス。あったね昔。カイル・マクヴィルにやられて消滅したと聞いていたが」

「ふたり、まだ昔の事務所で活動しているの。わたし、黒くろ之のクロトに興味があって、講習会に何度も参加したわ」

　ユーリはウソとホントを織り交ぜながら、現在の活動について話して聞かせる。案配はホントが95パーセント、残りはウソ。

　香ホン港コン出身の社長令嬢であるわたしは投資家としてフォール街へ乗り込んで、クロノスのメンバーとなり、事務所でクロトの研究ノートを発見、トムスポンと一緒にオプション価格最適化方程式を研究中……。

「ふむ。オプション市場に応用物理学でアプローチしようというわけか。面白い。詳しく聞いてもいいかな」

　海へつづく岩場の勾こう配ばいを下りながら、アンディの目の端にビジネスの光がほんのり瞬またたくのをユーリは確認。

　──かかった。

　心中でにんまり笑んで、この二か月、クロトの研究ノートを参考資料に、図書館に通い詰めて自みずから研究した成果を話す。

「発想のもとはトレイパー博士の資本資産価格モデルCAPM。リスクには一定の価格がある、って考え方ね。リスクの高い投資は当然リターンも高いわけで。この不確実性と利益の関係って、物理学でいうところの均きん衡こう理論だとクロトは気づいて、そこから彼のアプローチがはじまったの……」

　ユーリは工作船経由でクロトから送られた「解」である方程式のことは隠したまま、研究ノートに隠されていたクロトの思惑を解読していく。

「ノートを見る限り、クロトはランダムウォーク仮説を使ってオプション対象株の値動きをモデル化したみたい。そこから株価とオプション価格、リスクフリー資産の利率の関係式を組み上げて、完成まであともう一歩……のところで例のソーンダーク事件が起こって研究は途絶えた。それでわたしがノートを手がかりにして勝手に研究を引き継いでいる、ってわけ」

「……その成果は？」

「よいしょっ……と。はー、気持ちいい！」

　ふたりは波打ち際へ降り立った。ごつごつと水面から大小の岩が突き出るむこう、月明かりが海原に光の道を曳ひいていた。

　ユーリはアンディを振り向いて、知的に笑んでみせる。

「わたし、いまはちょっと心配してる」

「…………？」

「錬金術、完成させちゃったかも」

　アンディは口元だけで笑ってみせ、つづきを促す。

「株のリスクプレミアムとオプションのリスクプレミアムを結びつける最終公式。そこへは株価の瞬間変化率とオプションの瞬間変化率を結びつける等式を解かなければ辿たどり着けない。クロトも解けなかったその式に、わたしは辿り着いた。……って言ったら信じる？」

　アンディはしばらく、月光を従えたユーリを見やってなにごとか考えた。

　値踏みするような目線を真正面から受け止めて、ユーリは涼やかな笑みを保つ。

　もちろん、いまの話はウソだ。

　日ひ之の雄おに戻ったクロトは軍務の片手間に研究をつづけ、辿り着いた「魔法の方程式」をユーリへ送り届けた。ユーリがやったのは方程式の内容の理解と、その精度の検証のみ。過去のオプション取引記録を元にして仮想モデル上で検証した結果、収益率は驚異の５２０～１１４０パーセントを記録した。

　実際のオプション市場の取引に、この方程式を投入したならば結果はどうなるか、ユーリにもわからない。だがユーリは自信満々の表情で思いきりウソをつきながら、ターゲットを見み据すえる。

「まいったな。はじめから、これを売り込むつもりで？」

　ようやくアンディがそうこぼす。

　ユーリも挑むように笑みをたたえ、

「駆け出しだけど特別に優秀なの」

　ふぅ、とアンディは困ったように鼻息を抜いて、ユーリにむける眼まな差ざしを変えた。

　今夜のベッドの獲え物ものへむけられていた目は、いまやビジネスパートナーを吟味するそれに変わる。

「式は完成したのだね？」

「ええ。ここで見せるわけにはいかないけど」

「見せられても困るよ。わたしにはちんぷんかんぷんだ」

「実際の式も、検証データもそろってる。論文書け、っていうなら書いてもいいけど」

「いらないよ。ぼくは学者じゃない。式とデータだけで充分……。それで、無限の富を生み出す方程式と引き換えに、なにがお望み？」

　その問いかけに、たっぷり四拍の間を置いて、ユーリは微ほほ笑えむ。

「ザ・コーナーの入館証」

「……………………」

「わたし、ケリガン財ざい閥ばつのパートナーになりたいの」

　駆け出しの投資家が抱くには大きすぎる野望を、ユーリは当然のように口にする。

　アンディは値踏みするように視線を這はわせ、

「電話番号を教えて」

　第一段作戦、成功。

　不可視の舌なめずりが、ユーリの頰ほおをちろりと舐なめた。




　†††




　聖暦一九四○年、五月七日、ビスマルク海。

　大航海時代、西欧の船乗りたちは赤道を越えてようやく一人前とされ、はじめて赤道に辿たどり着いた新兵を「赤道祭」で祝福するのが慣わしだった。

　海風から蒸気タービン機関へと動力が変わり、赤道越えがそれほど困難でなくなった現代においてもこの伝統は引き継がれ、軍艦でも赤道を越えるときだけは軍務を忘れ、新兵も古参兵もそれぞれ仮装し、演劇や唱歌などで楽しむことになっていた。

　内容は、艦によって様々だ。

　だいたいは艦長の個性で決まる。お堅い性格だと安全祈願だけで終わるし、元気な艦長だと部下たちと何度も打ち合わせを重ねて飲めや歌えと派手にやる。

　そしてイザヤ率いる新型飛行駆く逐ちく艦かん「東雲しののめ」は、いや第八空雷艦隊全六隻せきは、赤道に到達するやいなや一斉に後こう檣しように『リオとイザヤは日ひ之の雄おの誇り』と信号旗を掲げ、空砲をぶっ放して歓喜の雄お叫たけびをあげた。

「殿下ーっ」「殿下──っ!!」「無事に新兵が赤道に着きました、殿下──っ!!」

　同時に「東雲」通信室へ飛行駆逐艦「川かわ淀よど」「末す黒ぐろ野の」「卯う波なみ」から連絡が入り、通信兵がイザヤたちのいる羅ら針しん艦橋へ走り込んできて通信文を朗読する。

『発：川淀　宛あて：白しろ之の宮みや司令　これより赤道祭を開催します。白之宮殿下に栄光あらんことを』『発：末す黒ぐろ野の　宛あて：白しろ之の宮みや司令　今回も無事に赤道祭を開催す。白之宮殿下がますますご健勝であられますよう』『発：卯う波なみ　宛：白之宮司令　これより赤道祭を開催。白之宮殿下万歳。風かぜ之の宮みや殿下万歳』

　通信文を聞き終えて、イザヤは硬い面おも持もちを傍かたわらのクロトへむけて、

「赤道祭は新兵を祝うものだ。わたしを称たたえてどうする」

「仕方がない。あいつらの伝統ではそうなのだ」

「リオは異動したのに称えているし。適当すぎだ」

　呆あきれたように言葉を紡つむぐが、[image: ]ったりはしない。

　開戦以来、大きな艦隊決戦を経験し生き延びた飛行艦艇はもはや「川かわ淀よど」「末黒野」「卯波」だけになってしまった。「井い吹ぶき」「飛ひ廉れん」と乗りつぶしたイザヤにとって、この三隻せきが補修、改修を経て戦線へ復帰してくれたことは本当にありがたかった。

　だから多少はバカなことをしても許せるし、こちらも彼らの要望があるなら可能な限り応えたいとは思っているが。

「しかし、これを着らねばならんのか」

　イザヤはいやそうに、衣装箱に収められた赤道祭用の衣装を見やる。

　見たことのない生地、上下つながった潜水服みたいな形状、どうやって着たらいいのかもわからない。

　いまから二週間ほど前。

　ニューギニア島ウィルヘルム基地への移動が決まり、草くさ千せん里り基地を出発する直前、「東雲しののめ」令れい達たつ台だいでの訓示を終えたイザヤへむかって、白襷たすきを巻いた決死隊員が「直訴ーっ」と叫びながら青竹の先に挟んだ訴状を突き出してきた。すぐにミュウに取り押さえられたが、イザヤは「上　第八空雷艦隊・下士官兵一同」と題された訴状を受け取り、読んだ。

『白之宮殿下のために真心こめて我らが作った衣装を、赤道祭の折に是非着込んでいただきたく、伏して伏してお願いするものです』

　げんなり……と顔が翳かげったが、下士官兵は毎日限界まで訓練で酷使され、戦場に出れば命令に従って死なねばならないものたちだ。そんなにいうなら仮装くらいはしても良い、赤道祭はもともと仮装パーティーだそうだから、と安請け合いしたものの。

　いま、赤道に到達してはじめて、イザヤは第八艦隊の下士官兵たちがこころを込めて作ったという衣装を衣装箱から引っ張り出し、ミュウに手伝ってもらって長官室で試しに着込んでみたのだが。

「なんなのだコレは!?」

　イザヤはおのれのすがたを鏡に映し、裏返った声を出す。

　ミュウは衣装箱に同梱された「説明書」を取り出し、静かに読み上げる。

「……『月刊ＳＦ少年倶く楽ら部ぶ』の人気マンガ、『宇宙海賊ウォーロック』に登場する女海賊『エスメラルダ』の衣装に候そうろう。僭せん越えつながら見み張はり員いんが目測で採寸を行い、高価な伸縮素材を下士官一同で寄付金を募って購入、工作班が丹精込めて縫製いたして候。白しろ之の宮みや殿下におかれましては是非これに身を包んで赤道祭に参加して頂きたく、下士官兵一同、地に額を擦りつけて懇願する次第に候」

「なにが候だバカ!!」

　冷静なミュウの言葉に罵ば声せいを送って、イザヤはおのれの着込んだけったいな衣装を改めて見下ろす。

　あたかも裸身に直接、生地を貼り付けたような。

　わずかな伸縮性を持った見たことのない生地が正確に身体からだの曲線に沿って吸い付いてる。目測で採寸を行った、と当たり前のように書いてあるが、腕も臀でん部ぶも内股も、完かん璧ぺきなまでにぴたりと密着していて、いつのまにどうやって測られたのか見当もつかず、すごく怖い。そして唯ゆい一いつ採寸が間違っているのが胸部──。明らかに盛られている。

「アホかあっ!!」

　イザヤは鏡にむかって涙目で怒鳴りつける。

　傍かたわら、ミュウは黙って主君の仮装を眺め、ぼそりと、

「よくお似合いです」

「こ、これが!?　似合う!?」

　ミュウは改めてイザヤの全身へ目を送る。

　今年で二十才になるイザヤは手足も長く、この衣装を着ているとスタイルの良さがはっきりわかる。同じ女性の目から見ても、改めて美しいとミュウは思う。

「はい。兵たちも喜ぶでしょう」

「な、な、な、こ、これが……似合う？」

　イザヤは戸惑いながらも三度、四度、鏡を見やる。

　戸惑ったふりをしているが実は──イザヤも「もしかして似合っているかも」とは思いはじめていた。なにより、胸部が盛られているのが良い。

「え──……？　……そうか～……？　いや……だが、しかし……うーむ……」

　イザヤはためらう。

　身体の線が露あらわに出るから恥ずかしいが、肌を露出しているわけではない。それにこれを作るのは大変な労力だっただろうし、赤道祭が盛り上がれば士気も保てるし結束も強くなる。なにより、水兵の希望に応えたいとは思う。

　仮装したまましばらく長官室内をうろうろしてから、イザヤは赤面をミュウへむけ、

「……クロトを呼んでくれ。彼の率直な意見が聞きたい」

「……はっ」

　ミュウは頷うなずき、長官室を出て行った。

　室内にひとり残されたイザヤは、改めて鏡に映った自分を凝ぎよう視し。

「うーむ……。似合う……のか？」

　最初に着たときは戸惑ったが、この衣装に込められた水兵たちの執念に毒されたのか、時間が経つほどなんだか馴な染じんで、あろうことか楽しくなってくる。

　鏡の前で微ほほ笑えんでみたり、ちょっとポーズを取ったりしていると、ノックもなくクロトが室内へ入ってきた。

「ノックしろバカ!!」

　慌あわててイザヤは鏡の前から飛び退のいて、その場にしゃがみ込み、おのれの上体を抱きしめる。
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　クロトは気に入らなそうにイザヤの仮装を一いち瞥べつし、ミュウへむかって、

「これがその、バカが作った変な服か」

「はい」

　クロトは改めて、虫を見るような目をイザヤへ送り、

「バカな格好だ。以上。執務に戻っていいか」

「ううううるさいバカ!!　ちょっと待て、ほんとにどう思う？　こんな格好で祭に参加するの、おかしくないか？」

　イザヤは赤面したままクロトを引き留め、恥ずかしそうに立ち上がると、両手をおろす。

「………………どうだ？　…………変だよな？」

　クロトは再び、カブトムシをかみ砕くような苦々しい表情をイザヤへ送り、心中へ素直な感想を垂れ流す。

　──超かわいい。ブロマイド欲しい。

　そんな感想を言葉にするはずもなく、舌打ちして、

「……貴様、実は気に入っているな？」

　幼おさな馴な染じみの内面をずばりと読む。

　イザヤは口元を泡立たせ、

「そんなことはないっ！　気に入ってなどいない、絶対に!!」

　声を裏返して否定するが。

　──こいつ、本当はこの格好で参加したいのだ……。

　幼いころから遊んでいるからクロトにはわかる。

　──自分から言い出せないからおれに背中を押させようとしている……!!

　なんという面倒臭い女だ。呆あきれつつ、けだるそうに前髪を搔かき上げ、

「……祭はバカ騒ぎするのが目的だ。焚たき火を囲んでバカな水兵とバカな格好で踊りくるえ。おれはやらんが」

「う、うーむ……しかし……」

「水兵が喜ぶのは間違いない。以上、戻るぞ」

　冷たくそう言い捨てて、クロトは長官室を出て行った。

　取り残されたイザヤは閉ざされた扉からミュウへ視線を移し、

「……だそうだが……」

　ためらいながら、ミュウの意見も求める。

「士気は高まることでしょう」

　即答を受け取り、イザヤはまだためらう素振りで鏡を見やり、はあっ、と溜ため息いきをついた。

「……作るのも手間がかかったことだろう。……努力を無む下げに踏みにじるのもなんだか……」

　言ってからもう一度、さらに改めて鏡を見やり、未来人の仮装としてはありかもしれない、などと自分をなだめてみた。







『これより赤道祭を開催する。手空き総員、衣装に着替えて上甲かん板ぱん』

　小豆あずき捨すて吉きち艦長の艦内放送が鳴り響くや、休憩中の水兵たちから雄お叫たけびがあがり、それぞれ衣装に着替えて上甲板に集まってきた。

　今日はじめて赤道を越える新兵たちも、もう何度もこの祭を開催してきた空雷科の古参兵たちも、百五十名近い水兵たち全員がおそろいのハッピを着込み、頭には「白しろ之の宮みや♡イザヤ内ない親しん王のう殿下」「風かぜ之の宮みや♡リオ内親王殿下」と書かれた鉢巻きを締め、肩を組んでけったいなオリジナルソングを歌いはじめていた。

「それはお前らの普段着ではないか」

　同じく上甲かん板ぱんに出てきたクロトは仮装することもなく、いつもの軍服のまま冷たい言葉を投げつける。平ひら田た平へい祐すけ水兵長がクロトへ駆け寄り、

「黒くろ之の閣下！　祭に参加されるのですか!?」

　笑顔で問いかけてくる。クロトは平祐の耳元へ口を寄せ、

「山やま田だに伝えろ。イザヤが令れい達たつ台だいにあがった瞬間に撮影し逃げろ、と」

「……はっ」

　密命を受け取り、平祐は上甲板に集まった水兵の群れへ駆け込んだ。山田一等兵は艦内でただひとり、高級品のカメラを持っていて、昨年夏、リオの水着を撮影する快挙を成し遂げ、艦内では山田神として崇あがめられている変態だ。

　平祐はすぐに戻ってきて、

「山田一等兵、すでにカメラを隠し持っておりました！」

「さすがだ。だがミュウに気づかれるな、人間の壁を作って山田を守れ」

「はっ、伝えます！」

　平祐は律儀にもう一度、水兵たちのなかへ駆け込んでいく。

　ただならぬクロトの密命を受けて、古参兵たちは見事な連携で分厚い方陣を組み上げ、真ん中に山田を配置した。屈強な二名が山田の両腿を抱え込み、合図と同時に山田を持ち上げ、壁の頭越しに盗撮する技の練習まではじめている。

　そのほかの水兵たちは、イザヤの登場を待ちながらわいわいと無駄話に興じる。

　話題はひとつ。

「殿下はあのピチピチスーツを着てくださるだろうか」

「いくら仮装パーティーとはいえ、無理だろう。あんな変態じみた服、見た瞬間ズタズタに引き裂かれても文句言えん」

「おれは着てくださると信じている。優しいイザヤ殿下はきっとおれたちの気持ちを汲くんで、ピチピチスーツを堂々と着こなしてくださる！」

「だいたい、本当に採寸は合っているのか？　去年、三千メートル先から見み張はり員いんが目測で出した数値らしいぞ？　サイズが合わず、殿下が着られない場合もあり得る……」

　水兵たちの期待と不安があちこちで交差していた。

　なかでも衣装製作のために奮闘した見張員と工作班は、祈るような面おも持もちで誰もいない令達台を見み据すえている。

　最も難しかったのがやはり、採寸できないにもかかわらず肉体の線にぴたりと沿った生地を切り分ける作業だ。根拠となる数値は昨年夏、女性士官用ビーチでくつろぐ水着のイザヤを三千メートル離れた砂浜から目測したもの。世界一と称される日ひ之の雄お海空軍見張員の能力を持ってしても不可能と思われた作業だったが、六名の見み張はり員いんは各自の記憶を精密に照らし合わせながら工作班と協力し、連日連夜イザヤ本人をこっそり観測して限りなく本物に近いイザヤの肉体模型を作成することに成功、模型の曲線に沿って高価な伸縮素材を切り分けて縫製、半年かけて完成させた血と汗と涙の結晶があのピチピチスーツだった。

　しかしイザヤが着てくれなかったら、その努力は水すい泡ほうに帰きす。

「必ず着てくださる。殿下は絶対におれたちの気持ちを裏切らない！」

「着てくださらなかったとしても悔いは無い！　あの模型があれば、おれは満足だ！」

「あれは模型ではない、御神体だ！　手を出すな、抱きつくな、チューするな！」

　言葉どおり、工作班が造り上げたイザヤの模型はミュウに見つからないよう兵員居住区の最奥に安置され、水兵の厚い信仰を集めている。もちろん手を出すのは禁止、手を合わせて拝む以外のことをした水兵は厳罰に処される。

「着るか？」

「着ないか？」

「どちらですか、殿下……！」

　水兵たちの祈りが艦橋出入り口へむけられた刹せつ那な──。

　出入り口の暗がりから、漆黒の大マントを羽織ったイザヤがゆらりと現れた。

「……っ!?」

　マントの前をしっかり合わせているため、その中身が見えない。

　毅き然ぜんとした足取りで令れい達たつ台だいを目指すイザヤを、静まり返った水兵たちが固かた唾ずを呑のんで凝ぎよう視しする。

　マントの前を合わせたまま、イザヤは凜り々りしい足取りで令達台へあがる。

　マントの中はどうなっているのか、まだ見えない。

　祈るような水兵たちの目線を受けて、イザヤはやや顔を赤らめ、それからしっかりと声を張った。

「新兵諸君、赤道到達おめでとう！」

　そして勢いよく右手を振り上げ、大マントを風に吹き流し、左手を腰に当てて凜々しく告げる。

「これより赤道祭を開催する！　奮ふるえ、諸君！」

　マントの下、イザヤの肉体に見事に吸い付くピチピチスーツを百五十名が視認した刹那──

「東雲しののめ」上甲かん板ぱんにおいて、火山が爆発した。

　吹き上がったマグマが、浮遊体の下腹を焼く。

　よく見ればマグマではなく、水兵たちが噴き上げる鼻血だ。

　火山の爆発と思われたものは、人間の持つあらゆる感情を極限まで圧縮した叫び声であり、崩れ落ちるもの、のたうつもの、跪ひざまずいて祈るもの、それぞれのやり方で歓喜が表現されていた。

「殿下──……っ」「殿下───……っ」

　堅固な方陣も崩れ落ち、原形を留めていなかった。山やま田だはシャッターを切った瞬間、歓喜に耐えきれず卒倒した。







　一方のイザヤは上甲かん板ぱんの兵員たちの反応を眺め、戸惑っていた。

　──なんだ、この反応は……。

　たぶん、兵たちはこの格好を見て、明るく笑うだろうと思っていた。

　艦隊司令官が珍妙な衣装を着て、仰ぎよう々ぎようしい口調と決めポーズで赤道祭の開催を宣言すれば、きっとウケる。手間をかけてこの衣装を作った兵も満足し、楽しく和やかな祭がはじまって、飲めや歌えと騒いでくれればそれでいい。そう思って、わざわざマントまで引っ張り出して演出したが、笑うものなど誰もおらず、兵たちは卒倒したり跪ひざまずいて拝んだり甲板に倒れ込んで悶もん絶ぜつしたり、凄せい惨さんな状況に陥おちいっている。

　上甲板を吹きすさぶ風が、スーツに込められた水兵たちの執念を吹き流し、毒されていたイザヤの感性を正常な方向へと導いていく。

　──なぜ、みな、のたうち回っている……？

　不審な眼まな差ざしをもう一度、上甲板へむけ直す。

　最前列では、イザヤの肢し体たいを見つめながら見み張はり員いんと工作班が男泣きに泣いていた。

「ぴったりだ、殿下の身体からだにぴったりだ……っ」「観測は間違っていなかった！　見ろ、胸以外、完かん璧ぺきに肉体に張り付いている……！」「イザヤ殿下が我らのスーツを着込んで胸を張っておられる……。奇跡だ、奇跡だぁ……っ」

　男たちはその場に跪き、組み合わせた手をイザヤへ掲げ、とめどなくむせび泣く。

　つっ、とイザヤのこめかみを冷たいものが伝った。

　──もしかして……これは変な格好なのでは!?

　イザヤはまた改めて、自分の扮ふん装そうを見下ろしてみる。

　裸に布地を直接貼り付けたに等しい、このすがた。

　腰のくびれも内股も臀でん部ぶも脚部の形状も、全て露あらわに……！

　いきなり──

　かあっ、とイザヤの頰ほおが真紅に染まった。

　湯気が立つほど上気した顔を、上甲板へ戻す。

　悶絶し、鼻血を垂れ流し、はあはあと不気味な呼吸音を発する百五十名の水兵たち──。

　のたうちながらも三百の瞳はがっちりと、イザヤの肉体に焦点を結んで剝はがれない。

　スーツに取り憑ついていた水兵たちの生き霊が昇天し、イザヤはようやく正気を取り戻す。

　──これは……変態の格好っ!!

　気づいた瞬間。

「ぎにゃぁぁ───────────────────っっっ!!」

　化け猫じみた奇声を発し、イザヤはマントの前を合わせると脱だつ兎とのごとく駆けだした。

「あああ、殿下ぁぁ───っ!!」「行かないで殿下ぁぁぁ────っ!!」「そのまま、殿下、そのままぁぁ─────っ!!」

　上甲かん板ぱんに昏こん倒とうした水兵たちがのたうちながら片手を差し出すが、イザヤは振り返ることなく艦橋出入り口の暗がりへ消えてしまう。

「殿下───っ」「殿下───っ!!」「この日を永久に忘れません、殿下───っ!!」

　兵員たちは今日の奇跡を脳裏に刻みつけ、艦橋へ感謝と歓呼を送りつづける。

　一方。

　上甲板の惨状を踏み越え、クロトは崩れ落ちた方陣の中央へ歩み寄る。

　血だまりのなか、白目を剝むいた山やま田だがカメラを構えてうわごとを呟つぶやいていた。

「撮ったか？」

「……はい……。かろうじて、一枚……」

「うむ。よくやった。現像はおれに任せろ」

「はっ。お願いいたします……」

　山田はカメラごとクロトへ託し、満足の笑みをたたえ目を閉じた。

　艦内では写真の現像は士官しか行えない。いまのイザヤのブロマイドを作成し水兵どもへの餌にすれば、この連中はブロマイド欲しさに喜んでおれの下僕となるだろう。

　そしてなにより。

　──おれが欲しい。

　こっそり一枚隠し持っておくくらい、悪いことではあるまい。自分へ言い訳をしながら、クロトはそそくさと現像室へと爪つま先さきをむけた……。







　その夜。

　兵員居住区の壁にはこれまで、水着姿のリオの写真、浴衣ゆかたのリオとイザヤの写真が主に張り巡らされていたのだが、新たな奇跡の一枚がそこへ加わることとなり、水兵たちは感激の涙を流していた。

　大マントの下にピチピチスーツをびしりと着込み、右手を振り上げ、左手を腰に当てて号令をかけるイザヤの決めポーズが続々と、水兵たちのハンモックへと納入される。

　代償は、クロトへの絶対服従と忠誠。この写真が手に入るなら、そんなものは安い。

「うああ、殿下ぁぁ……」「たまらんです、殿下ぁぁ……」「もうダメだ、すみません殿下、よろしくお願いします……」

　よく意味のわからない呟つぶやきがあちこちからあがり、水兵たちはそれぞれ、つかの間の幸福に浸りきる。

「ほんと、きれいだなあ、イザヤ殿下……」

　平へい祐すけも自分のハンモックに寝転がって、もらったブロマイドを片手に持ってにこにこしながら観賞した。

「東雲しののめ」に平祐たちが乗り込んで、二か月が経っていた。

　頼りなかった新兵たちも、ほぼ休み無しでつづけられた訓練によってたくましさを増し、動作も無駄なく機敏になっていた。駆く逐ちく艦かんに水兵が馴な染じむまで三か月かかるといわれるが、「東雲」の兵たちもあと少しで一人前、というところまで順調に育ってきている。

　だから平祐は、祈る。

　──できれば、戦闘が起きませんように……。
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　聖暦一九四○年、五月九日──

　重巡空艦「カナン」艦橋司令塔。

「鉄底海峡アイアンボトム・サウンド上空であります」

　副官の声に、大だい公こう洋よう第三艦隊司令官、サイモン・Ａ・シアースミス少将は頷うなずき、底部ガラスを通じて海原を見下ろす。

　南太平洋の濃い群青がぎらぎらと陽光を弾き返す、いたって普通の海。しかし散在する島の周縁にあちこち、朽ちかけた軍艦が艦尾や艦首を海原から突きだしている。去年八月、この海域で生起したインディスペンサブル海空戦において沈んだ敵味方の船だ。

　人類史上、インディスペンサブル海空戦ほどの規模で飛行艦と水上艦が決戦に挑んだことはない。海と空を巻き込んだ軍艦同士の決戦はガメリアが辛勝したが、虎の子の飛行戦艦「ヴェノメナ」とドゥルガ提督を失うという恥辱も同時に味わった。

「敗北といわれても文句のいえない戦いだよ。あのとき我々は圧勝せねばならなかった」

　シアースミスは副官へ静かにそう言った。

　この提督がドゥルガを嫌っていることは、副官もよくわかっている。

「敵空雷艦隊を侮あなどった。敗因はそこですな」

　ここ九か月、ずっとインディスペンサブル海空戦における各艦の行動記録を調べ、生き残ったヴェノメナ座乗の高級将校から聞き取りを行い、シアースミスは最も大きな敗因はそこだと結論した。

「恐ろしく優秀な作戦参謀がイザヤについている。でなければ二十才そこそこのお姫さまがこんな戦果をあげられるわけがない。この作戦参謀がなにものなのか、情報が全く摑つかめない」

　マニラ沖とインディスペンサブル海かい峡きよう、ガメリアが圧倒していた戦況を二度もひっくり返したイザヤ・ザ・リヴァイアサンの神話的活躍は、いまやガメリアの一般大衆までも悲嘆させている。だが最も恐るべきは、リヴァイアサンを操あやつっている頭脳だとシアースミスは感じる。

　無敵といわれた飛行戦艦「ヴェノメナ」が墜落したあたりの海域を遠望しながら、言葉をつづける。

「マニラ沖もメリー半島もインディスペンサブルも、全部あの空雷艦隊にやられている。彼らを決して侮あなどってはならない。同じ過ちを四たび繰り返したなら、我々はただの愚かものだ」

「はっ」

「観測砲撃訓練を徹底させるよう、再度通告してくれたまえ。プリムローズもドゥルガも、レーダーだけに頼っているからやられたのだ。科学兵器は有能だが万能でもない、最後に頼れるのは人間だと、我々は先の海空戦で学ばねばならぬ」

　冷たく理知的な言葉で、シアースミス提督は敗因を分析する。

　マニラ沖もインディスペンサブルも、レーダー照準システムを過信するあまり、敵の放った金属片や偽装船によって混乱を来し、イザヤ艦隊の突入を許してこちらの心臓を握りつぶされた。イザヤの傍かたわらにいる謎の作戦参謀は、こちらの観測射撃の腕が悪いことを知ったうえでレーダーを攪かく乱らんし、急所を狙い撃ちにしてきた。

　シアースミスは目線を鉄底海峡アイアンボトム・サウンドから、彼方かなたのガダルカナル島へ据すえ直した。

　高度千二百メートルあたりにちらほら、巨大な艦影が見える。

　大だい征せい洋よう艦隊からシアースミスの指揮下へ異動してきた飛行戦艦三隻せき、軽巡二隻、飛行駆く逐ちく艦かん四隻だ。新たな司令官の到着を待ちわびていたのか、かなり活発な艦隊運動を青空へ描き出している。

　伝え聞いた話では、エルマ第三帝国艦隊は活動が低調だったそうで、彼らは大だい公こう洋ようへの異動を喜び、早く大規模決戦に挑みたいと張り切っているらしい。

　定規を当てたようにびしりと揃った単縦じゆう陣じんから左一斉六十度回頭、斜めに隊列を組んだまま直進し、今度は右へ逐ちく次じ回頭してまた単縦陣を組み直す。さらに左直角一斉回頭で横陣を組むと、完かん璧ぺきに速度を合わせて直進。飛行艦隊とはこういうものだ、と新兵たちに教授しているような艦隊運動。青空に描き出されるセラス粒子の航跡までも、溜ため息いきが出るほど美しい。

「見事だ。さすがベテランは違うね」

　シアースミスの言葉に副官は苦笑いを返す。

「こっちの水兵は半人前ぞろいですから、どちらが上か、見せつけているのでしょう」

　現在、シアースミスが率いているのは重巡二、軽巡二、駆逐艦四からなる新規飛行艦隊だ。今年一月、ワシントンとニューヨークの空を塗りつぶした大飛行艦隊から、「十分な練度に達した」軍艦だけが選抜され、ここソロモン海へ送り出された。ある程度、自艦に慣かん熟じゆくしているとはいえ、大征洋艦隊の練度とは比較にならない。

　練度の異なるふたつの艦隊が合同しひとつになるから、少なくとも一か月は艦隊運動の演習に時間を注がねばならない。それぞれの速力、旋回性を把握し、プロペラの回転整合を取ってからでなければ、戦場でまとまった行動が取れず、艦隊本来の打撃力を発揮できない。

「敵も我々がここに着いたことを知るだろう。どう出てくるかな」

　これだけの艦隊が敵に気づかれず入港するのは不可能だ。ソロモン海に浮かぶ多くの島には敵の諜ちよう報ほう者が常に空を見張っていて、異変があればトン・ツー電信で報告される。作戦の兆候に気づいた敵は、迎え撃つ準備をはじめるだろう。

「味方には実戦経験のある飛行戦艦が三隻せきいます。それに対し、敵は開戦以来の飛行艦がほとんど轟ごう沈ちんし、あるのは傷ついた軍艦と新兵ばかり。物量も装備も練度も、こちらが劣るものはなにもありません」

　副官は彼方かなたの空を穿うがつ三つの巨影を見み据すえ、言い切る。

　エルマ第三帝国打倒のために生み落とされた巨大飛行戦艦「グランダム」「レッドガード」「フラットバック」。たった一隻で日ひ之の雄お連合艦隊を壊かい滅めつ寸前へ追い詰めたあの「ヴェノメナ」の同型艦が今度は三隻派遣されている。

　対する日之雄連合艦隊は、いまだインディスペンサブル海空戦の被害を充分に補充できず、先の海空戦よりも戦力を落とした状態で大だい公こう洋よう艦隊を迎え撃たねばならない。

　普通に考えれば圧勝するが。

「そう油断して、我らは何度も負けたのだよ。連合艦隊は強い。特に勇気と戦闘意欲は恐るべきものがある。その事実は将兵に周知させねば」

「……はっ！」

　シアースミスの戒めを、副官は敬礼で受け取った。

　接近してくるガダルカナルの島影を見やり、シアースミスは考える。

　──プリムローズもドゥルガも、勝ちを確信しすぎていた。だからイザヤに負けたのだ。

　──わたしは違う。こちらの敗因を調べ尽くし、敵の長所を知っている……。

　連合艦隊で最も警戒すべきは空雷艦隊。

　白しろ之の宮みやイザヤ……そして、その傍かたわらに侍はべる作戦参謀だ。

　彼の知略に対し、シアースミスは知略を以もつて立ち向かわない。

　ただ物量、練度、装備、こちらが敵に優るものを総動員し、正面から踏みにじる。

　なぜならこれが一番、敵が嫌がるやり方だからだ。

「神話は終わりだ、イザヤ・ザ・リヴァイアサン」

「鉄棒」と揶や揄ゆされる面白みのない男の口の端はが、わずかに持ち上がった。

「きみへ現実を教授しよう」

　その目線の先に湧わき立つ黒雲があった。

　輪りん郭かくを毛羽立たせ、生物じみた動きで雷雲がガ島へ迫りつつある。強くなってくる風と、雲の表面を爆はぜる稲いな光びかりが、今後のソロモンを暗示するような。

　副官が進言する。

「今夜は、陸にいたほうが良いかもしれません」

　嵐に巻き込まれた飛行艦は、ひどく揺れる。予あらかじめ艦を降りてガ島の陸上司令部で休んだほうが良いのでは、と提案したが、シアースミスはじぃっと嵐を見つめ、

「……いや。司令部を『グランダム』へ移そう。今夜は入港も無しだ。本艦隊は雷雲を避けつつ、鉄底海峡アイアンボトム・サウンドを哨しよう戒かい飛行する」

　告げる。

　副官は怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せて、

「戦艦に引っ越して、入港無しですか？　それは……なにゆえでしょう」

　鉄棒は表情も変えずに副官を振り向き、ひどく真ま面じ目めに、

「警戒は、しすぎるくらいでちょうどいい」

　言い切る。

「……はっ。基地へ連絡します」

　副官はまだ若じやつ干かん怪訝そうに、シアースミスの指示を拝受した。陸に降りることを楽しみにしていた水兵たちは不平をいうだろうが、艦隊指揮官の命令には逆らえない。

　窓の外、黒雲は次第次第に厚く、広くなっていく。

　雲の下腹とガ島の山影が、稲いな妻ずまで繫つながった。

　黄金の閃せん光こうを浴びながら、ガ島は白銀の帳とばりへと飲み込まれていく。

　海原は波のそびらを高めながら、朽ちた鉄底へ新しい鉄てつ塊かいが積もるときを待つ……。
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　シアースミス艦隊がガダルカナル泊地へ到着する前日──

　五月八日、午前八時。

　ニューギニア島ウィルヘルム基地。

　突然、連合艦隊旗艦「村むら雨さめ」から「第一・第八艦隊艦長、『村雨』へ集合」との電信が入り、イザヤとクロト、それから第一・第八艦隊所属の艦長たちがそれぞれ内火艇に乗り込もうとしていた。

「いきなりだな。敵でも来たのか」

　彼方かなたに停泊する旗艦「村雨」を遠望しつつ、イザヤは隣へ呟つぶやく。

「だろうな。やれやれだ」

　クロトの溜ため息いきと同時に、内火艇が飛行戦艦の舷げん側そくに横付けされた。タラップを昇りながらクロトが未来を予測する。

「リオが出迎える、に三十万」

「賭かけになるか、そんなもの。額も大きすぎる」

　舷門に立つと、予想どおり明るい笑顔がふたりを出迎えた。

「待ってたよ！　久しぶり、イザヤ、クロちゃん！」

　当直士官を従えた風かぜ之の宮みやリオ艦長は、目元にうっすら涙さえたたえてふたりの手を交互に握る。

　イザヤは苦笑いして、

「離れてたったの二か月だぞ。大げさだ」

「だって、次またいつ会えるかわかんないし。クロちゃんも。あーん、そのマズいもの食べてそうな顔、なつかしい～」

　手を握られたまま、クロトは口をへの字にひん曲げ、

「相変わらず、信じられぬほどのアホづらだ。改めて、よく貴様のようなアホがここにいられると感心する」

「やーん、イヤミも久しぶりすぎてなんかうれしい～。『村むら雨さめ』懐なつかしいでしょ？　みんなもだいぶ馴な染じんできたよ」

　上甲かん板ぱんには見知った顔の士官、下士官が居並び、微ほほ笑えみをたたえ敬礼していた。彼らも二か月会わないうちにずいぶん精せい悍かんな顔つきになった。答礼しつつ、艦橋作戦室を目指す。

「司令本部の偉いひとそろってるけど、クロちゃん、ケンカしないでね？」

　艦橋の狭い階段を上りながらリオにそう牽けん制せいされ、クロトは苦虫をかみつぶす。

「おれは上官とケンカしたことなど一度もない」

「ぎゃ～～。ウソだ～」

「むこうはおれを嫌っているかもしれんが、おれは別に嫌っていない。ということはケンカではなく、相手が一方的に悪いということだ。おれはなにも悪くない」

「クロちゃんなに言ってんの、頭大丈夫？　ますます心配になってきた～～」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで勝手な理屈を並べるクロトを不安そうに振り返り、作戦室の手前でリオは表情をやや真ま面じ目めに戻す。

「あのね、先任参謀の鹿か狩が瀬せ大佐がクロちゃんのこと認めてるの。だから困ったときは、鹿狩瀬大佐に頼ってみて」

「…………？」

「クロちゃんのこと、片腕として欲しいみたい」

「……ふむ」

　クロトは少しだけ相づちを打ち、イザヤと共に高級将校の居並ぶ室内へ入っていった。

　広い作戦室にはすでに、連合艦隊司令本部に所属する作戦参謀と各艦長、総勢二十名ほどが詰めかけていた。

　クロトの見知った顔も並んでいる。メリー半島侵攻作戦やインディスペンサブル海空戦の直前に作戦会議に臨んだとき、何度かやりあった連中だ。相変わらず気に入らなそうにクロトを睨にらむが、司令長官が変わったためか、以前ほどあからさまな敵意でもないような。

　ほどなく艦橋付き従兵が司令長官の入室を告げる。

　将校たちが敬礼を取る面前を横切り、風かぜ之の宮みや源げん三ざぶ郎ろう連合艦隊司令長官は黒板の横に直立し返礼。いまや軍令部総長と連合艦隊司令長官を兼任する大元帥は、その肩書きには似合わない温厚な笑みをたたえ、

「急な呼び出しですまない。敵艦隊の増援が続々とガ島に集結していてね。どうやら攻めてくる気配だから、どうしたものかと、みなの知恵を拝借したい」

　イノシシが出たぞ、どうしよう。と町内会で相談するような口ぶりで、風之宮元帥は目の前に居並ぶ日ひ之の雄お最高峰の頭脳たちへそう頼む。

　南大だい公こう洋ようの大海図を貼った黒板の端には先任参謀・鹿か狩が瀬せ隆たか人ひと大佐が陣取っていた。参謀長はインディスペンサブル海空戦時と同じく古ふる柳やなぎ少将だが、いまは陸上勤務に回されてここにはおらず、事実上、鹿狩瀬が前線での参謀長だった。

　鹿狩瀬は敵味方の軍艦を示す磁石マーカーを指示棒で示しつつ、詳細を説明する。

「ハワイ沖を哨しよう戒かいしている潜水艦から入った情報によれば、新たに重巡二、軽巡二、飛行駆く逐ちく艦かん四が真しん珠じゆ湾わんを出しゆつ立たつ、ソロモン方面を目指し飛行中。恐らく敵目標は我が海上艦隊の拠点、トラックだ」

　地図を示しつつ、鹿狩瀬は敵味方の海上戦力の概要を告げ知らせる。

「ソロモン方面の敵海上戦力は現在、少なくとも戦艦五、正規空母三、重巡十四隻せき以上、軽巡二十二隻以上、駆逐艦多数。これに対し、トラック島にある我らの海上戦力は戦艦『大和やまと』、重巡『加か古こ』、駆逐艦十四。そしてここウィルヘルム基地に第一飛行艦隊、戦艦一、軽巡二、駆逐艦五。第八空雷艦隊、駆逐艦六。以上だ」

　鹿狩瀬の説明に、一同から重い呻うめきが洩もれる。

　海空戦を決定づけるのは船数、特に戦艦の数だ。こちらは新型飛行戦艦「草くさ薙なぎ」「鬼おに丸まる」は練度が足りず、いまだ箱はこ根ね基地で訓練中。戦線に出られるのは、海上の「大和」と空の「村むら雨さめ」、わずか二隻。対する敵は、空に戦艦三、海に五。とても勝ち目はない。

「さて、どうする。考えのあるもの、挙手を」

　鹿狩瀬は黒板の横に突っ立って、作戦参謀たちが絶望の目線を交わすのを確認。

　それから、ひとり──

　蒼そう氷ひよう色しよくの瞳に悠然とした色をたたえ、海図を見み据すえる作戦参謀へ目線を移す。

　常識的に考えれば必敗──だが。

「黒くろ之の少佐。意見があるかね」

　鹿狩瀬は手を挙げてもいないクロトを名指しする。

　クロトはそれが当たり前であるかのように、冷たい言葉を発する。

「明日、ソロモンは嵐であるとか」

　そのひとことに、参謀たちは訝いぶかしげな目線を返す。

　鹿か狩が瀬せはソロモンの天気図を確認し、

「そのようだ。強い低気圧がこれからソロモンに差し掛かる」

　クロトはひとこと、

「天てん佑ゆうでは」

　鹿狩瀬はクロトの狙いに気づき、わずかに瞳を見ひらく。

　同じく気づいた参謀たちもざわめきを返す。

「おい、それは、まさか……」

　一同が戸惑うなか、クロトは献策する。

「嵐に紛まぎれ、こちらからソロモンへ殴り込みをかけましょう」

　作戦室が静まり返る。

　クロトはひとり、言葉をつづける。

「嵐が対空レーダーを防いでくれます。第一・第八艦隊はそれぞれの別経路から鉄底海かい峡きようへ突入、停泊している艦艇、輸送船、地上施設を焼き払い、逃走。初手で敵主力に壊かい滅めつ的被害を与えるには、このやりくちしかないかと」

　きっぱりそう言い切ると、たちまち参謀たちが口火を切る。

「面白いが、無謀に過ぎないかね」「敵はただでさえ数に優る。飛行艦隊だけで殴り込むというのはリスクが大きい」「そういう作戦は、せめてトラック島の海上戦力と連携してやるべきだ。でなければ返り討ちが必然だ」「水兵の練度の問題もある。嵐のただなかを飛行するのはベテランでも大変な作業だ。新兵がそれをこなせるとは思えないが……」

　反論を一身に浴びながら、クロトは思う。

　──こいつら全員が否定した。つまりこれは常識外の作戦ということだ。

　──だからこそ奇襲が成り立つ……。

　確信し、語調を強くする。

「ただ待っていれば物量に飲み込まれるだけ。物量に劣る我々は、自然を味方につけるしか勝つ方法はありません。無謀な作戦ではありますが、明日の嵐を見逃すことは無策に過ぎます。無謀と無策を比べれば、勝機があるのは前者です」

　ひといきに言い切ると、案の定、参謀たちの表情が憤ふん怒ぬに染まり、傍かたわらのイザヤがクロトの腿をつねってくる。

（余計な挑発を入れるな）

　片耳でイザヤの小声を聞き流し、クロトは鼻を鳴らす。ひとこと多いのは生まれつきだから仕方ない。そしてそのひとことがこれまで幾多の余計な敵を生んできたことも知っている。

「ここは子どもの遊び場ではない、国家千年を決する場だ!!」「いい加減な思いつきを口にするな、恐れ多くも皇王陛下から預かった艦隊であるぞ!!」「作戦が失敗したとき、責任は取れるのか責任は!?」

　すっかり聞き慣れたいつもの怒号がまたしてもクロト目がけて降ってくる。

　──こいつらにいくら嫌われようが、構うものか。

　クロトも完全に遠慮をやめて、

「かなりの犠牲は出るでしょう。しかし古こ今こん東西、戦力差を覆くつがえすには奇襲しかありません。敵は既存の艦艇に、大だい征せい洋よう艦隊からの派遣部隊と、新型艦艇の増援を加えた寄せ集め艦隊。これだけの船数がそろって艦隊運動を行うには、少なくとも一か月以上かかります。攻撃するにはいまが最善かと。座して準備するだけならば、あなたがたは責任を取らずに済むでしょうが、この国は滅ほろびる」

　参謀たちへ正面から反論し、当然のように余計なひとことも追加する。

　たちまち一同の表情が青ざめ、ぎゃ───っ、とばかりに一斉に全方位から罵ば声せいがクロトへ集中、作戦室は大混乱に陥おちいる。

　集中砲火を浴びるクロトの傍かたわらへリオが苦笑いしながら寄ってきて、小声で、

（だから言ったのに～）

（天才だから嫉妬されるのは仕方ない）

（ひとこと多いんだよ、なんで余計なこと言うかな～）

　呆あきれたようにそう言いつつ、リオは鹿か狩が瀬せへ目線を送る。

　鹿狩瀬はひとつ頷うなずいて、

「静粛に」

　ぴたり。

　そのひとことで怒号がやんで、参謀たちの目線が鹿狩瀬へ集まる。

「……わたしは黒くろ之の少佐に賛成だ。座して待っても敗北あるのみ。我々が勝利するには確かに、嵐に乗じた奇襲しかない」

　きっぱりと鹿狩瀬が言い切ると、他の参謀たちは不満そうな目線を交わすだけで反論しない。

　鹿狩瀬を先任参謀に昇格させたのは風かぜ之の宮みや司令長官だ。源げん三ざぶ郎ろうの意向を忖そん度たくできねば、出世に関わる。クロト相手なら罵声を浴びせるが、同じことを鹿狩瀬にするわけにはいかない。

　作戦室を包んだ静寂が、参謀たちの了承の証だった。

　鹿狩瀬は源三郎へと目線を移し、

「長官、ご裁断願います」

　源三郎は穏やかな色を口元にたたえ、朴ぼく訥とつと応える。

「よし、やろう」

　ただひとこと、決断は下された。

　ならば、やるしかない。

　参謀も艦長も頭を垂れて、大元帥の決定を受け入れる。

　鹿狩瀬は作戦図へ向きなおり、

「明日の夜、ガ島へ着くには昼にはここを出発せねば間に合わない。早速だが黒くろ之の少佐、第一艦隊と第八艦隊、それぞれの針路と突入時刻はどうする？」

　クロトは自みずから作戦図へ進み出て、第八空雷艦隊──通称「白しろ之の宮みや艦隊」を示すマーカーを北から、第一飛行艦隊──通称「風かぜ之の宮みや艦隊」のマーカーを南から、それぞれ鉄底海かい峡きようへ突入させる。

「白之宮艦隊を先に北から突入させ、停泊している敵飛行戦艦へ雷撃を敢かん行こう、すぐに北北西方向へ逃げます。敵艦が我らに釣られて鉄底海峡を出払ったあたりで、風之宮艦隊は雷雲に紛まぎれてガ島上空へ到達、地上施設及び敵海上艦隊を砲爆撃していただきたい」

　手短に言い終えて、一座を見回す。

　ほとんどの参謀はむっつりしているが反論は出ない。

　鹿か狩が瀬せが尋ねる。

「なるほど。白之宮艦隊を囮おとりにして、敵主力飛行艦隊を釣り上げようと」

「はい。爆撃の成果をあげるため、できれば敵飛行戦艦を全て、戦場から釣り上げたいところです」

　ふむ、と鹿狩瀬は頷うなずく。悪くない作戦だが。

「白之宮艦隊は逃げ切れるかね？　敵の全戦力が追ってくるとなると、かなり厳しい帰り道になりそうだが」

「元から厳しい作戦なのは承知のうえ。なんとかします」

　クロトの返事は高ぶりもなく、淡々としている。

　居合わせた参謀たちも、沈黙でクロトの意見を了承している。囮になるのは白之宮艦隊であり、司令本部のある風之宮艦隊はそれほど危険な目に遭わずに済むから、文句も出ない。

　だが、鹿狩瀬は気になる。

「駆く逐ちく艦かんを相手に、敵の全戦力が追撃するかな？　高速の駆逐艦を追うのは駆逐艦に任せ、鈍足な戦艦は鉄底海峡に残るかもしれない。それでは囮が意味をなさない」

　クロトは頷き、内心で思う。

　──鹿狩瀬大佐は、おれの思考を読んでいる……。

　滅めつ多たに他人を認めないクロトがあっさり、鹿狩瀬の頭脳を受け入れる。

　実はクロトも鹿狩瀬と同じように、白之宮艦隊が囮になっても大した効果は発揮できないと睨にらんでいる。本当は風之宮艦隊のほうが、囮としては優秀なのだ。主力が囮になるなどと夢にも思わない敵は、いきなり現れた風之宮艦隊を全飛行戦力で追うだろう。敵がいなくなった鉄底海峡上空へ白之宮艦隊が突入し、砲爆撃を敢行するほうが、成功の確率は高い。

　しかし連合艦隊司令長官が乗る船を囮に使うなどと言い出せば、参謀連中が歯は茎ぐきを剝むいて反論してくる。下へ手たすると囮作戦そのものが否定されかねない。だから自分たちが囮になるしかない……と思ったのだが。

「囮おとりとしては、我ら第一艦隊のほうが優秀では？」

　鹿か狩が瀬せは自みずから、囮役を買って出る。

　たちまち参謀たちが反論を投げる。

「連合艦隊旗艦を囮にすると!?　長官が乗っておられるのですぞ!?」「第一艦隊は連合艦隊の主力です！　主力が囮になるなど聞いたこともない！」「船足からいって、とても逃げ切れません！　より高速な白しろ之の宮みや艦隊が囮になるべきかと！」

　鹿狩瀬は一同を見やり、

「静粛に」

　ぴたり。たったひとことで反論が鳴り止やむ。

「白之宮艦隊は高速であるがゆえに、敵の大艦が追ってこない可能性がある。大艦が海かい峡きよう上空に居座ったままでは、砲爆撃の効果も限定される。しかし戦艦が突入してくれば、敵も戦艦でこれを追う。囮としては第一艦隊のほうが魅力的だと思いますが、いかに」

　鹿狩瀬が開陳するその意見も、しかし参謀たちは受け入れられない。連合艦隊旗艦が囮となることが、どうしても納得できない様子。

　喧けん々けん諤がく々がくの議論を経て。

　鹿狩瀬は再び、視線を源げん三ざぶ郎ろうへ送る。

「長官、ご裁断願います」

　源三郎は相変わらず、イノシシ対応の町内会のように朴ぼく訥とつと、

「囮は第一艦隊がいいだろうね」

　高ぶりも悲壮感もなにもなく、巨大な決定をあっさりとくだす。

　連合艦隊司令長官の決定は、なにものも覆くつがえすことができない。

　参謀たちは苦渋を飲み込んで承諾し、そこからは大急ぎで段取りが決められていく。

　突然の出撃だが、日頃からこういう事態に備えている艦長たちは取り乱した様子もなく、必要となる砲弾、爆弾、必需品が充分積み込まれていることを確認し、針路、突入時刻、退避経路を打ち合わせていく。

　クロトもイザヤも白之宮艦隊を率いるものとして、各艦長と綿密に打ち合わせを行い、爆撃する地上拠点、海上戦力、輸送船団の位置を確認。昼前に一同は解散し、各艦へと戻っていった。

「イザヤ」

　艦橋を出て上甲かん板ぱんに出たところで、イザヤはリオに呼び止められた。

「無理しないでね。危ないときはすぐ落らつ下か傘さん背負って逃げるんだよ。イザヤは替えが利かないから」

　リオはにこにこしながら、そんなことを言ってくる。

　イザヤも微ほほ笑えみを返し、

「リオこそ。変なところで責任感を発揮しなくていいから。艦長は艦と運命を共にする、なんてもう古いよ。そんな考えがあるから、経験のある艦長が不足するんだ」

「わかってる。あたし逃げ足速いから大丈夫だよ」

　朗ほがらかなリオの笑顔を見つめ、イザヤはなにか、イヤな予感を覚えた。

　直感が、ささやく。

　──もうリオに会えない。

　そんな思考が閃ひらめいた刹せつ那な、イザヤはその考えを否定する。

　そんなわけ、ない。

「……絶対だぞ。万が一のときは自分の身を優先するんだ。艦長が水兵より先に退艦したって、責められるいわれはないんだ」

　語調を強めると、リオは少し不思議そうに小首を傾かしげた。

「イザヤ、大丈夫？　不安だったりする？」

「不安というか……いや、やめよう。……大丈夫、必ず無事に作戦をやり遂げる……」

　自分とリオに言い聞かせるように、そう言う。

「また会えるよ。うん。クロちゃんと水兵さんたちによろしく。作戦が終わったら、みんなでパーティーしようね、って」

「あぁ、うん。……伝えておく」

　イザヤはもう一度、リオの微ほほ笑えみへ目を送った。気のせいか、なんだか淡い光の幔まん幕まくがかかったように、透明で儚はかない笑顔に思えた。







　同日、午後一時──

　第八空雷艦隊旗艦「東雲しののめ」上甲かん板ぱんには手空きの総員が居並び、舳へ先さき付近に整列している士官たちを見やっていた。

　午前中に突然、爆弾の積み込みが開始され、現在「東雲」の下腹は地上を爆撃するための爆弾でいっぱいだ。機関には火が入り、ボイラーの低い唸うなりが艦内へ響いている。

　ほどなくイザヤがいつもの小気味よい足取りで令れい達たつ台だいへ上がり、凜りんと胸を張る。

　大マントの下はもちろんいつもの第二種軍装。引き締まった表情はそれだけで、これからはじまる作戦の厳しさを物語っている。

　芯の入ったよく通る声が、上甲板に響く。

「達する！　第一、第八空雷艦隊はこれより出撃、鉄底海かい峡きように蝟い集しゆうする敵艦隊に対し、奇襲攻撃を敢かん行こうする！」

　やはり出撃だ。

　通達を受け取った兵員たちの表情が、にわかに緊張を帯びる。

「海かい峡きよう到達は明日深夜、天候は嵐。我らは嵐のただなかを突破してソロモンへ肉薄、まず第一飛行艦隊が北方から海峡へ突入、自みずからが囮おとりとなって北北西へ退避。敵飛行艦隊が海峡を出払ったのを確認し、我ら第八艦隊は南方からガダルカナル島上空へ突入、地上施設及び輸送船団へ砲爆撃を敢かん行こうする」

　イザヤの言葉を、水兵たちは黙々と受け取るだけで微動だにしない。

　イザヤはもう一度みなの顔を見回し、胸を張る。

「作戦名、迅じん一号作戦。成功したならば敵の侵攻を半年は遅らせることのできる、非常に重要な作戦だ。諸君らも承知のとおり、雷雲のなかを飛ぶのは非常な危険を伴う。だが、作戦の成否はそれができるか否かにかかっている。日頃の訓練の成果を発揮し、共に助け合ってこの困難を乗り切って欲しい。以上」

　令れい達たつ台だいの傍かたわらに立った小豆あずき捨すて吉きち艦長が下士官兵たちへ、

「白しろ之の宮みや司令に、敬礼！」

　ざっ、と揃った敬礼が上甲かん板ぱんを一いつ颯さつし、各人は昂たかぶりながらそれぞれの持ち場へと戻っていく。

　古参兵は慣れた様子だが、新兵たちは不安と興奮を隠しきれない。

「嵐を突破して殴り込みだって、すごいことになるぞ」「でも大丈夫かな、雷雲のなかを飛んだことなんてないよ」「大丈夫かな、おれ、あんま自信ない……」

　ほとんどの新兵がまだ十代後半、訓練生時代を含めても、飛行経験は二年と少ししかない。そんなものたちが、迅一号作戦のような精せい緻ちで難しい作戦をやりこなせるだろうか。

「やるしかないだろうが、そんなもん！」

　新兵の弱音を小耳に挟んだ鬼おに束つかが、違う部署の新兵を一いつ喝かつする。

　怒鳴られた新兵はたちまち震え上がってその場に直立、歯を食いしばる。

「困ったときは殿下と叫べ!!　姫さまと叫べ!!　それが貴様らの役目だ、わかったか！」

「はっ!!」

　なぜそんな役目なのか皆目わからないが、艦内でも最も恐れられている鬼束兵へい曹そう長ちように逆らうわけにもいかず、ともかく返事する。

「やってみろ!!」

「殿下──っ!!」「姫さま───っ!!」

「もっと魂を込めろ!!　殿下ぁぁあぁ───っ!!　姫さまぁぁあぁぁ───っ!!」

「殿下ぁあぁ──っ!!」「姫さまぁぁあぁ───っ!!」

　虚こ空くうへむかって新兵たちと叫びつづける鬼束の傍らへ、水兵長、平ひら田た平へい祐すけが歩み寄る。

「第一艦隊が囮になるそうですが、それはつまり、風かぜ之の宮みや殿下が危険に身をさらすということでは……」

　心配そうな目を、彼方かなたの空域に繫けい留りゆうされている旗艦「村むら雨さめ」へ送る。敬愛するリオがあの艦橋で舵だ輪りんを握っているのが、なにか不安だ。

　──頼むよ、速はや夫おくん。なんだかイヤな予感がするんだ。殿下をお守りしてくれ……。

　祈ったそのとき、「東雲しののめ」の舳へ先さきからセラス粒子の七彩が散った。

「行きましょう、殿下───っ!!　行ってまいります、姫さま────っ!!」

「れんか───っ!!」「ひめはま───っ!!」

　鬼おに束つかの大きすぎる声と、復唱する新兵のかすれた声が上甲かん板ぱんへ響いた。

　飛行駆く逐ちく艦かんは彼方かなたのソロモンを目指し、五月の空へ漕こぎ出していく……。
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　五月九日、二十二時──

　鉄底海峡アイアンボトム・サウンド上空。

　内火艇に乗り、シアースミスは幕僚を引き連れて重巡「カナン」から飛行戦艦「グランダム」へ司令本部ごと引っ越し、大将旗を「グランダム」後こう檣しようへ翻ひるがえした。

　新たな大だい公こう洋よう艦隊旗艦となった「グランダム」艦橋司令塔にて、シアースミスは予想通りの質問を「グランダム」艦長、Ｊ・Ｍ・スタンフィールド大佐から受け取った。

「入港されないのですか？　今夜は嵐なのに」

「日ひ之の雄お人は奇襲を得意としている。彼らにとって絶好の天候だ」

　仲良くする気も全くなさそうな無愛想な返事を受け取り、スタンフィールド艦長は内心で肩をすくめる。噂うわさには聞いていたが、これは堅そうな提督だ。

「敵にはもはや、ろくな戦力もありますまい。万が一乗り込んできたとしても、返り討ちにするだけです。むしろ歓迎すべき事態かと」

　大だい征せい洋ようからここ大公洋へ派遣されてきたときは、すぐにも海空戦が勃ぼつ発ぱつするかと喜んでいたスタンフィールドだが、敵情を知れば知るほど拍子抜けしている。もはや敵戦力はこちらの三分の一以下、まともに対たい峙じすれば一日かからず撃破できる。できればマニラ沖海空戦やインディスペンサブル海空戦のような、戦力が拮きつ抗こうした状態で連合艦隊と戦ってみたかったのだが。

「敵を侮あなどらないことだよ。先の二度の決戦において、彼らを侮ったから負けたのだ」

　シアースミスの言葉に、スタンフィールドはもう一度、内心だけで肩をすくめる。インディスペンサブル海空戦は、結果的にソロモンを獲得したガメリア側の勝利と位置づけられる戦いだ。それをシアースミスは「敗北」と言い切ってしまった。

「わたしは連合艦隊をこの世から消し去るためにここへ来た。生なま半はん可かな勝利など敗北と同じだ、そう思わないかねスタンフィールド艦長」

「はっ」

　なんの感情も伴わないシアースミスの言葉を、スタンフィールドは生き真ま面じ目めな素振りで受け取った。

　──この提督、面白くない……。

　そんな愚ぐ痴ちはおくびにも出さず、スタンフィールドはレーダー・プロット室へ通じる伝声管を握る。

「対空レーダー、機能しているか」

『雷雲が邪魔です。なにも見えません』

「異変があればすぐに報告せよ。今夜は警戒を要する」

　仕事していることを示して、スタンフィールドは黒く塗り込められた司令塔の窓ガラスを見やる。今夜は嵐だ、星も街明かりもなにも見えない。

「敵はレーダーを持っていません。万が一殴り込んできたとしても、これだけ暗ければなにも見えないでしょう」

　スタンフィールドの言葉に、シアースミスはしばらく沈黙を経てから、真ま面じ目めな語調で返事する。

「夜間、一万メートル離れた船を視認するものが、敵のなかにいる」

　スタンフィールドは片目だけを堅物提督へ送る。ガメリア海空軍では、夜間暗視は四千メートルが限界とされているが。

「本当ならば、化け物ですな」

「マニラ沖海空戦では、そうだとしか思えない事例が起きているのだよ。こちらのレーダーよりも早く、目視だけで闇に潜む敵艦を看かん破ぱしたバケモノをイザヤは飼っている」

　シアースミスは淡々とそう告げ、懐中時計を確認する。

「くれぐれも油断しないことだ。我々の常識では計れない、数々の特殊な能力が連合艦隊をここまで生き長らえさせている。今日、なにもなければ僥ぎよう倖こうというもの。わたしの知る限り、狡こう猾かつな敵参謀はこの嵐を必ず利用するはずだがね。彼らが勝機を摑つかむには、自然現象を利用するしか手がないのだから」

　闇を見み据すえるシアースミスの傍かたわら、スタンフィールドは同じく目線を海かい峡きよう上空へ戻す。

　立ちこめた雷雲はいまやすっかりガ島上空を覆ってしまった。

「グランダム」は雷雲を避けながら、二隻せきの飛行戦艦と軽巡二、駆く逐ちく艦かん四隻を従えて鉄底海峡アイアンボトム・サウンド上空の哨しよう戒かいをつづける。

　彼方かなたに交差する稲いな妻ずまは、本当に今夜、戦雲を運んでくるのだろうか。

　──臆病すぎないか、この大将。

　そんなことを思いながら、スタンフィールドは一刻も早くこの嵐が過ぎ去ることを願った。
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　絶え間ない轟とどろきは、砲声のようだ。

　抗あらがうことはできない。ここを通過する間、ただ一方的になぶられるしかない。

　止やむことのない雷鳴と光こう芒ぼうにより、目も耳も充分に機能できない。

　ごおお、ごおお、と風の吠ほえ猛たける声が、分厚い鋼鉄装甲に守られた司令塔内部にまではっきりと届く。防弾ガラスに打ち付ける雨粒は機関銃の掃射さながら、重く、速く、絶え間ない。

　海をさまよう亡霊のむせび泣きのような風音を聞きながら、参謀たちが言葉を交わす。

「揺れは海上よりマシなはずですが。それにしてもすごい」

「こっちは雷雲の真ん中を飛んでいるんだ、海上とはまた違う凄みだよ」

　浮遊圏は風雨の影響を受けないから、浮遊圏の上縁に船体を吊つっている飛行艦の揺れは海上艦に比べるとマシなのだそうだ。海上艦の船乗りから三角波の恐ろしさを聞いたことはあるが、参謀の言うとおり、雷雲の真ん中はそれとは異なる恐ろしさがある。

　遠く閃ひらめいた稲いな妻ずまが、世界を鉤かぎ裂ざきながらむかってくる。

　ひとつではない。みっつ、よっつ、黄金龍のようにのたうちながら、船体めがけて襲いかかる。

　刹せつ那な、船体が黄金の光芒に飲まれて、雷鳴が質量を伴うがごとく空域を揺さぶる。老女の悲鳴じみた高い風の音が次々に駆け抜け、その悲鳴がひときわ高く昇りつめた直後、また新しい稲妻が世界を黄金の光芒で鉤状に引き裂く。

　全長二百二十メートル、重量五万トンを超える「村むら雨さめ」でさえ、風と雨の支配するこの空域では羽虫に過ぎない。ただこの羽虫はいくら打ち据すえられようと、東へ、東へ、飛ぶことをやめない。

　リオは飛行戦艦「村雨」の舵だ輪りんを握り、薄目をあけて羅ら針しん儀ぎを見み据すえていた。

　ともかく針路だけは東へ保たねばならない。雷雲のただなかを突破する以上、針路が左右にぶれることは覚悟の上だ。電波通信管制を敷いているため、安全を確認することもできない。後続艦の目印として艦尾灯を灯ともしてはいるが、自分の腕の先さえ見えないこの嵐では意味をなさない。

　──これ、絶対ばらばらになってる……。

　そんなことを思いながら、分厚い防弾ガラスを叩く雨粒を見やる。

　五月九日、二十二時三十分──

　そろそろ鉄底海かい峡きよう上空に差し掛かるはずだが、まだ雲が切れず、周囲が見えない。

　風かぜ之の宮みや源げん三ざぶ郎ろう司令長官率いる第一飛行艦隊──通称「風之宮艦隊」は全九隻せき。

　旗艦「村雨」。軽巡二、「百ど々ど目め木き」「水すい虎こ」。新型駆く逐ちく艦かん五隻、「氷ひよう笋じゆん」「紅こう雪せつ」「斑雪はだれ」「雪せつ華か」「霜そう楓ふう」。

　いずれも実戦経験のない新型艦、乗組員も八割方が新兵だ。

　約三十時間前、矢印形の警戒航行体勢を組んでウィルヘルム基地を出しゆつ立たつし、二時間ほど前に「村むら雨さめ」を先頭にした単縦じゆう陣じんへ移行して雷雲へ突入した。そして電信連絡もできず、艦尾灯を確認することもできないまま、すさまじい嵐に弄もてあそばれつづける。

　単縦陣など、組めるはずもない。雲を抜けたところでいったん隊形を整えたいが、果たして敵地上空でそんな余裕があるだろうか。

「先任、そろそろ鉄底海かい峡きように着くはずですが、隊形はいかがしましょう」

　リオと同じ懸念を、参謀のひとりが鹿か狩が瀬せ大佐に尋ねた。

　鹿狩瀬は遮光カーテンに首を突っ込んで海図台の航法チャートを見やり、すでに鉄底海峡上空に至っていることを確認、首を引っこ抜く。

「悠長に隊形を組んでいるヒマはない。各自の判断で突っ込むしかないよ。我らは囮おとりだ。敵を引きつけ、海峡から釣り上げればそれでいい。こちらの隙すきが多いほうが、敵さんも喜んで追ってくるだろう」

　連合艦隊の大方針を決定するのが風かぜ之の宮みや司令長官の仕事であり、戦場の細かい指揮は鹿狩瀬に託されている。鹿狩瀬は落ち着いた口調で窓の外へ目を送り、

「とにかく雲を抜けなければどうにもならん。そのあとは派手に暴れて敵の目を引きつけるのみ」

　リオも同じく、煮詰まった闇を見み据すえる。

　気のせいか、黒が薄れてきたような。

　雷鳴は相変わらず激しいが、折り重なった風切り音のむこうに、わずかな光の筋が見え隠れする。

「雲の切れ間が見えます。もうすぐ雲を抜けます」

　リオは短く、鹿狩瀬へ告げる。

　鹿狩瀬は頷うなずき、艦内放送のマイクを握る。

「雲を抜けるぞ。戦闘用意」

　短く告げると、各所に通じる伝声管から『戦闘用意！』の応答が同時に返った。若々しい声に緊張と昂たかぶりが隠せない。強風と稲いな妻ずまに弄ばれてきた彼らが疲ひ弊へいしていないといいが、と鹿狩瀬は案じる。

　リオの目に、星明かりが届いた。

　漆うるしを流したような空域の闇が、あちこち破れはじめている。

　かすかな光がまたたきはじめ、星と海と、見覚えのある丸い島影を視認。

「直下、サボ島！」

　リオの声と同時に、いきなり眩まばゆい光が司令塔を灼やく。

　稲妻ではない。揺らめく三つのこの光は──

『吊ちよう光こう弾だん!!』

　見み張はり員いんの叫びと、参謀たちの呻うめきがほぼ同時だった。

　舞台の幔まん幕まくを引き裂いて現れた「村むら雨さめ」へスポットライトを浴びせたような。

　鉄底海かい峡きようのまさにど真ん中、敵地の中央で「村雨」はその存在を暴き立てられる。

　さらに。

『右十度、敵艦列!!』

　走らせた目線の先──

「!?」

　鹿か狩が瀬せの眼が、驚きよう愕がくで見ひらかれる。

『距離六千、戦艦三!!』

　見み張はり員いんの絶叫と同時に参謀が呻うめく。

　敵飛行戦艦三隻せきが、「村雨」の針路に対して左さ舷げんをそろえて立ちふさがる。

　敵の火力は最大となり、こちらの火力は最低となる、最悪の体勢を取られてしまっている。

「Ｔ字戦だと、バカな……!?」

　鹿狩瀬も瞬時に、状況を悟る。

　──作戦を読まれた。

　──こちらの動きが、敵には見えている……。

「取とり舵かじいっぱい!!」

　リオが自分の判断で取舵を取る。せめて敵へ右う舷げんをむけたい。

　鹿狩瀬が同時に中甲かん板ぱん、空雷発射指揮所へ通じる伝声管へ怒鳴った。

「空雷を捨てろ!!」

『え？　あ、はいっ!!』

　はじめて実戦に参加する連管長の頼りない返事が届いた。

「誘爆する、すぐに捨てるんだ!!」

　叫ぶと同時に、敵艦列が横一線に光を放った。

　セラス効果の七彩を曳ひきながら、星空を駆け上がっていく二十七の火か箭せん──。

　破壊の悪魔の振り上げた鎌かまが、夜空の幔幕を引き裂くような。

『敵艦、砲撃!!』

　見張員の絶叫が、絶望を孕はらむ。

　レーダー照準された敵弾は、初弾から正確に「村雨」を照準している。

『空雷捨てろ、急げ、急げっ!!』

　誘爆の危険に気づいた空雷科が、我が子同然に扱ってきた大切な空雷を星空へ投げ捨てはじめている。中甲板だけには当たるな。そう祈りながら、鹿狩瀬は射撃指揮所への伝声管を握る。

「右砲戦、同航!!」

『右砲戦、同航!!』

　緊迫した砲術長の返答を受け取り、鹿狩瀬は敵を睨にらむ。

　──なんという男だ、シアースミス。

　鹿か狩が瀬せは敵将の名を慚ざん愧きと共に胸のうちで呟つぶやいた。

　同時にすさまじい衝撃が「村むら雨さめ」を包み込む。

　二度、四度、七度──

　敵の放った鋼鉄の槍やりが次々に、「村雨」の船体を貫つらぬいていく。

　──奇襲を読むとは……!!

　メガネの奥、鋭い眼光を彼方かなたの敵へ突き立てた。
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　二十分前、「対空レーダーに反応あり」の報告を受け、飛行戦艦「グランダム」艦橋司令塔にいた参謀たちが一斉にどよめいた。

　微動だにしないのはシアースミス提督ただひとり。冷たい言葉をレーダー・プロット室へ届ける。

「数は？」

『一隻せきです。これからサボ島上空に差し掛かります』

　シアースミスは感情のない眼まな差ざしを当該空域へ差しむけた。恐らくは嵐のなかで隊列が解け、単艦で敵地へ乗り込むことになったのだろう。

　かわいそうに。運のない敵だ。

「手厚く出迎えよう」

「はっ。Ｔ字戦ですね、腕が鳴ります」

　スタンフィールド艦長はＴ字戦法を実施できる機会に恵まれたことを素直に喜ぶ。日ひ之の雄お海空軍のお家芸といわれる戦法を逆にやり返してやれるなんて。

『これより歓迎パーティーを開催する。派手にやるぞ』

　そんな言葉を信号旗に連ね、七彩の飛ひ沫まつを星空へ蹴け立たてながら飛行戦艦「グランダム」、同「レッドガード」「フラットバック」、三隻の飛行戦艦は単縦じゆう陣じんを組み上げて左一斉回頭へ入る。大だい征せい洋ようで幾度か海空戦を経験した各艦の運動はぴたりと揃い、左さ舷げん側、三基九門の四十センチ主砲が浅い仰ぎよう角かくを取る。

「左砲戦用意」

『左砲戦用意！』

　そのときレーダー・プロット室からさらに連絡。

『敵、四隻に増えました！　隊列を組んでいません！』

　スタンフィールドは口角を吊つり上げる。

「雷雲のなかではぐれたらしい。これは一方的な勝ちですな」

　隊列を組まない艦隊は、各艦が勝手に砲撃するはめになり、本来の火力を発揮できない。

　完全にＴ字体勢で待ち受ける大だい公こう洋よう艦隊と、隊形も組めずに戦場へ突っ込んでくる連合艦隊。

　誰がどう見てもこの時点で勝敗は決している。

「油断するな。敵を全滅させてこそ勝利だ。戦艦は戦艦が仕留める。敵巡空艦、駆く逐ちく艦かんは後続が仕留めよ」

　シアースミスは全く感情を昂たかぶらせることもなく、冷たく言い切る。

　──この大将、すごいな。

　スタンフィールドは内心ようやく、シアースミス提督の采さい配はいへ喝かつ采さいを送る。

　プリムローズ提督やドゥルガ提督であれば、この奇襲は見抜けなかっただろう。

　連合艦隊を侮あなどることなく入念にその戦法を研究しつづけたシアースミスだから、敵が嵐を利用するだろうと読めたのだ。それが今夜の大勝利に繫つながった。

「左八十度、距離六千、吊ちよう光こう弾だん、放て」

　スタンフィールドの号令と共に、舷げん側そく砲から吊光弾が放たれる。

　サボ島上空に立ちこめた雷雲の手前あたりで、白銀の光を放つ吊光弾が三つ、空域から闇をぬぐい去る。

『左八十度、艦影!!　距離六千!!』

　ほぼ同時に、見み張はり員いんの声が司令塔に届いた。

　海かい峡きよう上空、サボ島付近へむけられたスタンフィールドの視線も同じものを捉とらえ、思わず笑いがこぼれる。

「ははは、こりゃいい、戦艦です!!　一隻せきだけで突っ込んできます！」

「『村むら雨さめ』だ、敵の旗艦だね」

　中甲かん板ぱんに並んだ空雷発射管を視認して、シアースミスは艦名までそらんじる。

「さぞ驚いているでしょう、奇襲するために雷雲を突破したが、それが仇あだになるとは」

　舌舐なめずりしつつ、スタンフィールドは射撃指揮所への伝声管を手にとって、

「砲術長、クリスマスツリーに点灯せよ」

『はっ。ツリー、点灯！』

　戦艦「グランダム」内でのみ通用する「方言」で砲撃開始を令する。

　艦内に射撃開始を告げるブザーが鳴り響き──

『砲撃ロジヤー！』

　単縦じゆう陣じんを組んだ飛行戦艦三隻の左さ舷げん側が、砲火を同時に轟とどろかせた。

　レーダー照準システムによる一斉砲撃。

　真っ赤に焼けただれた二十七の火か箭せんが、星空をずたずたに切り破る。

　演算装置に管制された全ての放物線は、たったひとつの焦点へむかって音速を超え、十五秒後──見張員が叫ぶ。

『命中！』

　艦内に響き渡った歓声が、艦橋司令部にまで届く。

　窓の外を見やれば彼方かなた、吊ちよう光こう弾だんが照らし出す空域に、炎を噴き上げのたうつ敵艦。

『七発、直撃!!』

　見み張はり員いんの報告に、司令塔内の幕僚たちも歓声をあげ、拍手をし、早くも互いに握手する。

　燃え上がりながら飛ぶ「村むら雨さめ」から、ちかちかと細かい閃せん光こうが瞬またたく。対空機銃弾に引火したのだろう。巨大な艦影を中心にして白銀、赤、黄色、さまざまな色彩が四方八方へ飛び散り、「村雨」は、まさにクリスマスツリーそのものだ。

「点灯を確認。もっと飾り立ててやれ」

　射撃指揮所へそう伝えながら、スタンフィールドは笑いが止まらない。

「これは楽しい。いい夜だ」

　つづけざま、二度目の斉せい射しや。

　二十七の弾道が十五秒後、「村雨」船体へ辿たどり着く。

　炎が吹き上がる。さらなる誘爆が巨艦の体内を駆け巡る。火だるまになった「村雨」はよろめきながら、しかし上甲かん板ぱんの後部旋回主砲をこちらへむけようとしている。反撃するつもりだ。

「しぶといぞ。この距離を保って痛めつけろ」

『敵後続艦、まもなく雲を抜けてきます』

　レーダー・プロット室から連絡が入る。

　幾多の吊光弾が海かい峡きようの空へ放たれて、夜を昼に変える。

　白銀の光のなか、雷雲から炙あぶり出されるように軽巡空艦が戦闘空域へ這はいずり出て──

　眼前に待ち構えていた大だい公こう洋よう艦隊軽巡二隻せき、飛行駆く逐ちく艦かん四隻が一斉に砲撃を浴びせる。

　串刺しにされたネズミだった。

　敵軽巡空艦は幾千の細かい火線に貫つらぬかれ、たちまち炎と煤ばい煙えんを噴き上げて、高度千二百メートルをのたうち回る。

「はっはっは。愚かな連中だ。雷雲を突破したせいで、ろくに反撃もできんとは！」

　敵は対空レーダーを無効化するために雷雲を突破してきたが、そのために隊列がほぐれ、単艦での行動を余儀なくされた。だから待ち構えていたシアースミスによって、いとも簡単に各個撃破されてゆく。

「兵員の練度が足りていないね。十分な練度があれば、それなりに隊列は組めていたはずだが」

　シアースミスは相変わらず昆虫観察するようにつまらなそうに戦域を眺め、無機質な評価をくだす。予測が的中したというのに、興奮する様子が微み塵じんもない。

　そのとき、通信室から電話連絡が入った。

『敵艦、盛んに暗号電信を発しています』

「付近の仲間に奇襲の失敗を告げているのだ。まだイザヤの空雷艦隊が現れていない。別方向から突入する気だ。警戒を怠おこたるな」

　シアースミスは感情のこもらない口調で、ここに来てまだ警戒を呼びかける。

　──どんだけ慎重なんだよ、この提督。

　若じやつ干かん呆あきれながらもスタンフィールド艦長はつるべ打ちをやめない。

　燃えさかる「村むら雨さめ」は左回頭をつづけ、ついにはこちらへ背をむけてしまった。

　逃げるつもりだ。

「ははは、いいぞ、追え、尻を蹴けり上げろ！」

　逃げる敵を追いかけ回し、一方的に尻を蹴る。こんなに楽しい夜はそうそうない。シアースミスがいなければ、ビールを飲みながら指揮を執りたかったところだが。

「全艦に電信。追うのは第一戦隊のみだ。第二戦隊、海かい峡きよう上空へ残れ」

　淡々としたシアースミスの指示が飛んだ。

　今度こそスタンフィールドは、呆れた表情を露あらわにする。

　第一戦隊とは、大だい征せい洋よう艦隊から派遣されてきたベテランが座乗する飛行戦艦三、軽巡二、駆く逐ちく艦かん四を指す。第二戦隊は、シアースミスがハワイから乗って来た新米艦隊のことで、重巡二、軽巡二、飛行駆逐艦四。どうせなら新米艦隊も、一方的に尻を蹴り上げる楽な空戦を経験させてやればいいのに。

「必ず空雷艦隊が来る。下へ手たをすると『村雨』は我らを釣り上げるための囮おとりかもしれぬ。早急に『村雨』を仕留めるのだ、急げ」

「艦隊旗艦を囮に使いますかね。もしそうなら、ただの間抜けでは」

　思わず口を挟んだスタンフィールドを、シアースミスは冷たく見やる。

「なぜ旗艦を囮に使ってはいけない？」

「いや、それは、艦隊の頭脳ですから」

「本当の頭脳は、敵の空雷艦隊に乗っているのだよ。彼に騙だまされるな。こちらの裏の裏をかいてくる。裏の裏の裏を取らねば、彼には勝てん」

　あまりに慎重すぎるシアースミスを、スタンフィールドは辟へき易えきと眺めた。

　だがしかし、その慎重がこの戦況を生んでいるのも事実。

「はっ。早急に『村雨』を落とします」

「油断はしないことだ。プリムローズもドゥルガも、勝ちを確信した瞬間に覆くつがえされた。最後の一艦を沈めるまで気を緩めるな」

　シアースミスは相変わらず機械のような口調で告げて、海峡上空を見渡した。

　電信を受け取った各飛行艦が動きはじめた。

　第一戦隊は「村雨」以下、後続艦へ猛射を浴びせつつ追撃をはじめ、第二戦隊は海峡上空に留まり、周辺空域の警戒にあたる。

　のんびり停泊していた海上艦隊も、機関部に火が入りはじめた。海上艦隊も参戦して欲しいが、大艦が航進を起こすまで時間がかかる。今夜はやはり飛行艦隊同士で決着をつけるしかないようだ……。
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「『村むら雨さめ』より電信！　我、敵に遭遇す、二二三○。敵は奇襲を予見せり。現在、本艦は北北西へ回頭完了、敵戦艦三を連れて退避中」

　司令塔へ駆け込んできた通信兵が、そんな報告を口頭で告げた。

　居合わせた士官たちが顔を見合わせる。通信文をイザヤが受け取り、内容を確認する。

「……敵が待ち構えていたらしい。奇襲が読まれた」

　クロトはいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらをますます深め、

「……手強いな。いやな相手だ」

「奇襲は読めても、『村雨』が囮おとりだとは読めているかな。ともかく海かい峡きようへ飛び込もう。『村雨』が敵を引きつけていれば、作戦は成功しているということだ」

　イザヤは短く告げて、窓の外の嵐を見やる。

　──リオ、無事でいてくれ。

　表情には出さないが痛烈に、それだけ祈る。

　すさまじい風と雷鳴が、絶えず「東雲しののめ」を揺さぶりつづける。小さな艦体はぐらりぐらり、上下左右に絶え間なく弄もてあそばれる。

　分厚い雲だ。なかなか突破できない。だが激しい嵐だからこそ、対空レーダーを防いでくれる。敵はイザヤ率いる第八艦隊がここにいることに気づいていない。そのはずだが……。

「海峡上空の飛行艦隊が、囮にかからない可能性もある」

　クロトが突然、そんなことを言い出した。

「……空雷戦に備えろ。爆撃は後回しだ」

「うむ。小豆あずき艦長、そのように」

　イザヤの命令を受けて、小豆捨すて吉きち艦長は艦内放送マイクを手に取った。

「空雷戦用意！」

　風と雨の音に負けないよう、声を張り上げる。

「空雷科、まだ上甲かん板ぱんに出るな！　雲を抜けてから配置につけ！」

　イザヤが追加で放送する。無茶を平気でする空雷科の古参兵たちを案じての指示だ。

『殿下──っ』『殿下────っ』

　聞き慣れた返答が伝声管から返ってくる。たぶん「了解」の意味だろう。この嵐のなか、上甲板へ出て行くのは自殺行為だと古参兵ならわかる。

「鬼が出るか蛇が出るか」

　行く先の闇を見み据すえ、イザヤが短く呟つぶやく。

　闇の隙すき間まに、星が見えた。

　そして幾条もの、火線の閃ひらめき。

　夜を水平に切り裂く灼しやく熱ねつの弾道。

　真っ赤に燃えながら飛ぶ徹てつ甲こう弾だんの群れ──

　やはり、これは。

「雲を抜けるぞ」

　イザヤの言葉と同時に、眩まばゆい光球が頭上に閃いた。

『吊ちよう光こう弾だん！』

　闇がぬぐい去られる。「東雲しののめ」の船体が戦闘空域に暴き立てられ──

「取とり舵かじ、いっぱい!!」

　イザヤの叫びと同時に、舵だ輪りんを握った捨すて吉きち艦長が慌あわてて左へ舵を切る。

　舳へ先さきからセラス粒子が噴き上がり、七彩のむこうから敵砲弾が舞い降りてくる。

　ぐぬ……、とイザヤは唇を嚙かむ。

「待ち伏せされていた」

　運を天に任せた直後、焼けただれた野太い曳痕が、「東雲」の右う舷げんをかすめた。

　一発ではない。四発、七発、十発──。

　舵を切らなければ直撃していたであろう空域を幾多の徹甲弾が搔かきむしり、遙はるか下方の海上へ突っ込み巨大な水柱へ変じる。

　司令塔の屋上、対空指揮所で見張に立つミュウの声が伝声管に鳴った。

『右二十度、敵飛行艦隊。重巡二、軽巡二、駆く逐ちく艦かん四。距離六千五百メートル』

　言葉通り、月明かりのさなか、ほのかに浮き立つ八つの艦影。

　単縦じゆう陣じん。雷雲を避け、鉄底海かい峡きようの北側から左さ舷げんをこちらにむけている。

　その左舷が、ちかちかと瞬またたく。

『敵艦、砲撃！』

　見み張はり員いんの声が響き、星空に七彩の曳痕が刻まれる。

「艦長、砲撃と同時に変針してくれ」

「はっ、砲撃と同時に変針します」

　イザヤの落ち着いた声に、捨吉艦長は操舵で応える。

　駆逐艦の舵は、利きが速い。舵輪を回すとほぼ同時に、舳先が回頭をはじめる。

　二十秒後、敵の斉せい射しやはまたしても「東雲」の右舷をかすめ飛ぶ。敵はレーダー照準だから、未来位置の予測を外せばまず当たらない。

「あまりうまくない。あれは新米のほうの艦隊だな。リオを追ったのが大だい征せい洋ようから派遣されてきたベテランだ」

　イザヤは呟つぶやく。これがはじめての実戦である捨すて吉きちは、イザヤの落ち着きに感心する。さすが開戦以来、幾多の海空戦を勝ち抜いてきた伝説の王女。待ち伏せしていた敵の斉せい射しやをかいくぐり、ひるむことなく反撃しようとしている。

　クロトが傍かたわらから、

「でかいのを空雷で仕留めろ」

「小豆あずき艦長、右空雷戦、同航。測的目標、敵一番艦」

　イザヤに言われ、捨吉は同じことを空雷発射指揮所へ通じる伝声管へ告げる。

　すぐさま鬼おに束つか兵へい曹そう長ちようのすさまじい胴どう間ま声ごえが伝声管から返る。

『はは──っ!!　右空雷戦、同航!!　目標、敵一番艦！　見ていてください殿下────っ』

　鼓こ膜まくが破れそうなでかい声につづいて、空雷科員たちの応答が響く。

『ぶちかましてやります、殿下──っ!!』『殿下────っ!!』『殿下────っ!!』

　やかましい声と共に、世界最高と称される空雷科員たちが五基の空雷発射管を一斉に右へ旋回させる。すさまじい士気の昂たかぶりが、伝声管のむこうから伝ってくる。

　幾度もの奇跡を成し遂げてきたイザヤ子飼いの空雷科と、いま自分はともに戦っている。その事実を捨吉は改めて、これ以上ないほど頼もしく感じる。

『左百七十度。「末す黒ぐろ野の」、「川かわ淀よど」、「卯う波なみ」、雷雲を抜けました』

　ミュウの落ち着いた声を受けて背後を振り返れば、こちらも世界最高の練度を誇る三隻せきがほぼ隊列を保ったまま戦闘空域へ漕こぎ出してくる。

「さすが開戦以来の生き残りだ。空雷長、手柄を取られるな」

　イザヤは羅ら針しん艦橋につづく伝声管を摑つかみ、「東雲しののめ」空雷長をけしかける。これがはじめての実戦となる空雷長は緊張した声で、

『はっ！　測そつ距きよします、針路このままでお願いします！』

「艦長、針路このまま」

　変針すると、空雷を当てるための計算を最初からやり直さねばならなくなる。だからイザヤは敵に狙い撃たれることを承知で、直進する。

「おれが測距したほうが速い」

　クロトが不満そうに言うが。

「そんなわけにいくか。相手も新米、新米同士の勝負だ」

　即座に却下し、射撃指揮盤の演算が終わるのを待つ。

　砲弾の雨はやまない。かすめ飛ぶ曳痕が、徐々に近くなってくる。照準が合ってきているが変針はできない。じりじりと焦げ付くような時間が過ぎゆき──

『同航射しや角かく五十二度。第一雷速。右う舷げん一斉雷撃！　発射はじめ！』

　空雷長の言葉が上甲かん板ぱんの空雷発射指揮所へ届く。

『同航射角五十二度、第一雷速、右舷一斉雷撃、発射はじめぇぇ───っ』『殿下────っ!!』『殿下────っ!!』

　やかましすぎる返答が伝声管を震わせ、空雷科員たちはそれぞれが日頃から丹精込めて点検してきた酸素空雷のジャイロ軸を調定、敵一番艦を照準に収める。

　後方、「東雲しののめ」に追いついてきた「末す黒ぐろ野の」「川かわ淀よど」「卯う波なみ」もまた、おのおのの空雷発射管を右へ旋回。かつて重じゆう雷らい装そう艦「井い吹ぶき」と共にマニラ沖海空戦で大戦果をあげた三艦の連携は、見ほれるほどに無駄がない。

　相変わらず敵弾が擦さつ過かしていく。重巡の二十四センチ主砲弾が直撃すれば、空雷を腹に抱え込んだ「東雲」は轟ごう沈ちんする。早く射点に辿たどり着いてくれと、士官全員が天に祈る。

　ようやく──

「用意！」

　艦が射点に辿り着いた。射手の押す管制器のブザーが響き、

「てぇっ!!」

　鬼おに束つかの号令一下、空雷発射管の発射挺ていが下げられ、圧あつ搾さく空気の射出音が四連装発射管から二秒間隔で次々に鳴る。

「東雲」右う舷げんから、七彩の二十射線が生まれ出る。

　扇形に輝く航跡はまっしぐらに、敵重巡をめがけて雷らい跡せきを刻む。

『行ってこい、美み香か子こ───っ!!』『権ごん兵べ衛え───っ!!』『頼んだぞ、ポチ───っ!!』

　空雷科員たちはそれぞれが担当してきた酸素空雷の名前を呼びながら、ただ一念、直撃を祈る。空雷科員の日常は訓練と、担当する酸素空雷の整備点検だ。我が子同然に手間暇かけて、細部の機械機構が間違いなく機能するようヒマさえあれば分解し、磨き、油を差し、なかには愛着が湧わきすぎて空雷を抱いて寝るものまでいる。

　雷撃とは、空雷科員にとって我が子の巣立ちと同然だ。

　大勢が涙ぐみながら、まっしぐらに敵にむかって突っ込んでいく子どもたちの背中へ手を振って、惜別と応援の声を送る。

『頑張れ、夏なつ美み───っ!!』『哲てつ夫お───っ!!』『走れポン太、走れぇぇ─────っ!!』

　伝声管から伝ってくる空雷科員たちの叫びを聞きつつ、イザヤは後方へ片目を送る。

　後続の三艦がいままさに空雷を発射。

　敵艦列を網もう羅らする、全八十射線の夜間一斉雷撃。

　白しろ之の宮みや艦隊渾こん身しんの雷跡が戦闘空域を夢幻の色に塗り込める。

『弾着まで、四分！』

　計測員の一声を受け、クロトとイザヤは目を合わせ、頷うなずく。

　──雷撃だけで終わりじゃないぞ。

　──我らの誇りを思い知れ。

　イザヤは艦内放送のマイクを握り、全乗組員に伝える。

「面おも舵かじ九十度！　『東雲しののめ』、突撃!!」

　凜りんと音のなるような号令に、艦内から歓声が返る。

『殿下────っ!!』『殿下────っ!!』『共に行きます、殿下─────っ!!』

　イザヤはつづけて後こう檣しようへつづく伝声管を握り、

「信号！　戦闘序列に占位せよ。基準針路三十五度！」

『はっ！　戦闘序列に占位せよ。基準針路三十五度！』

　信号員は受け取った号令を信号旗に変え、後檣へ翻ひるがえす。

「末す黒ぐろ野の」「川かわ淀よど」「卯う波なみ」はすぐさま「東雲」を先頭にした単縦じゆう陣じんを組み上げ、自みずからが放った雷らい跡せきを追うように、最大戦速で敵艦列を目がけ突撃へ移る。

　七彩の飛ひ沫まつが舳へ先さきに散る。

　八十射線からなる扇形散布帯、その雷跡を追いながら、最大戦速四十ノットで白しろ之の宮みや艦隊は飛ぶ。

　たちまち周縁へ、さらなる砲撃が降り注ぐ。

　音速の二倍で天から降り注ぐ砲弾もまた、セラス効果の虹色を曳ひいて、戦闘空域を虹色の嵐に塗り替える。

「右砲戦、用意！」

『右砲戦、用意！』

　イザヤはいつの間にか、戦闘指揮まで執っている。本来は捨すて吉きち艦長の役割だが、操舵に必死でそこまで気が回らない。これまで四度も艦隊空戦を経験したし、このくらいはいいだろうと自分を許し、イザヤは傍かたわらのクロトへ目を送り、いまだ戦場に現れない後続艦を憂うれう。

「『迅じん雲うん』と『八や雲くも』は、まだ雲のなかだろうか」

「だろうな。下へ手たをすると迷子かも」

　うむ、とイザヤは苦く頷うなずく。新米艦長と新米水兵に、あの嵐を越えるのは難しすぎたかもしれない。「東雲」がここに来られたのも、「井い吹ぶき」以来の古参兵が多く乗り合わせ、新米へ経験を伝授していたからだ。彼らの存在は替えの利かない宝なのだと、改めて思い知らされる。

　だから、いま「東雲」に乗っている水兵はひとりでも多く生き残って欲しい。

　この戦いの経験が、次に繫つながり、民を救う。

　そういう未来を切り開くために。

　イザヤは敵八隻せきの艦列を睨にらみ、

「この敵を全滅させるぞ」

　たった四隻の駆く逐ちく艦かんだが、こっちには何度も修しゆ羅ら場ばをかいくぐった経験がある。二倍の敵にひるむことなく、こちらから斬きりかかっていく。

『弾着まで、三十秒！』

　計測員の叫びが、緊迫を帯びる。

　空雷科員たちの、我が子を応援する声がますます高く鳴り響く。

　敵艦列が右へ回頭をはじめた。レーダーで雷らい跡せきに気づいたのだろう。八十射線に及ぶ散布帯から逃れようと足あ搔がいている。

　空雷を撃ち落とそうと、対空機銃が火か箭せんを吐き出す。しかしガ軍は閃せん光こう火薬を使っているため、射手はおのれの発射閃光マズルフラツシユで目がくらみ、夜空に爆はぜる七彩の雷跡を視認できない。昼間と違って夜間の雷撃が当たるのは、この閃光火薬のおかげともいえる。

　敵針路と雷跡と対空砲火を遠望するクロトが仏ぶつ頂ちよう面づらで、

「後列の駆く逐ちく艦かんが二隻せき、生き残るぞ。他は轟ごう沈ちんだ」

　これから起こる未来を演えん繹えきし、告げる。

　イザヤはクロトの予言を信じる。

「面おも舵かじ二十度。次発装そう塡てん急げ」

　号令に従い、四十ノットの高速で飛行する「東雲しののめ」が呻うめき声を立てながら右へ回頭。敵艦列後方、二隻の駆逐艦に狙いを定める。上甲かん板ぱんでは空雷科員たちが、クレーンを使って直下の弾庫から新たな酸素空雷を釣り上げ、レール上の運搬器に載せ、発射管まで運んでいく。

　世界でも空雷の次発装塡装置を持つのは連合艦隊のみ。

　敵はおそらく、白しろ之の宮みや艦隊は空雷を撃ち尽くしたと判断している。

　だがこちらはもう一度、八十射線の一斉雷撃が可能なのだ。

「この敵相手にもう空雷は必要ない。戦艦用に取っておけ」

「だな。駆逐艦は主砲で仕留める。肉薄するぞ、覚悟を決めろ」

　クロトの言葉にイザヤは応じ、いままさに着弾しようとする虹色の雷跡へ目を凝こらす。

　新兵ぞろいの「東雲」だが、空雷科だけは世界一の練度を誇る。

『四！　三！　二！　一！　──弾着!!』

　だから──こういう戦果を当たり前のように叩き出す。

『命中!!』『二本!!』『五本!!』

　見み張はり員いんの報告が一斉に折り重なる。

　夜空のむこう、弾頭に仕込まれた液体金属が噴き上げる白銀の飛ひ沫まつ。

　そこだけ銀の花畑に踏み入ったように、いま生まれた花弁たちが月光を弾く。

『前方六艦に命中、十三本!!』

　ひときわ高い見張員の報告に、艦内が沸き立つ。

『殿下───っ!!』『殿下───っ!!』『殿下───っ!!』

　完勝したかのようなお祭り騒ぎを、イザヤは放送マイクを摑つかんで一いつ喝かつ。

「後方、駆逐艦二が生きている！　出番だ砲科、奮ふるえ！」

『はは───っ!!』『殿下───っ!!』『殿下───っ!!』

　空雷科の伝統が乗り移ったらしく、新兵ぞろいの砲科まで意味なく「殿下」を連呼するようになってしまった。だがともかく盛り上がっているならそれでいい。

　イザヤは空域へ目を凝こらす。

　被雷した敵重巡二、軽巡二、駆く逐ちく艦かん二がのたうちながら、空域をさまよっている。浮遊体にはそれぞれ二本から三本の空雷が突き立ち、内部へ穿せん入にゆう開始。気の早い水兵は落らつ下か傘さんを背負って、独自の判断で降下をはじめた。あと十分もすれば浮遊体内部に穿入した空雷が爆発して亀裂が生じ、船体重量によって亀裂が押し広がり、浮遊体が崩壊して船体は千二百メートル下方の海原へ墜落する。

「被雷した敵艦に構うな、無傷の二艦を追え!!」

　イザヤの声が緊迫を帯びる。ここで仕留めきれなければ、囮おとりとなったリオたちに申し訳が立たない。第一艦隊が囮役を務めてくれたからこそ、ここで優勢に戦えているのだ。

「東雲しののめ」「川かわ淀よど」「末す黒ぐろ野の」「卯う波なみ」、四艦の艦首波がさらに勢いを増す。

　敵残存二艦も負けていない。

　勇敢にもこちらと反航するように舵かじを取り、空雷発射管を左にむける。

　雷撃する気だ。ならば。

「左砲戦、反航！　砲科、敵は変針できない！　現在針路に投げ網をかけろ！」

　測そつ距きよしなければ雷撃できない。測距するには変針できない。だから敵の未来位置へ砲弾を集めてしまえば、袋叩きにできる。

『ははっ!!　左砲戦、反航!!』『殿下───っ!!』『殿下───っ!!』

　敵との距離、四千メートル。「東雲」左さ舷げん、十二センチ主砲二基六門がほとんど仰ぎよう角かくをあげることなく、敵針路上を照準。

「打ち方はじめ!!」

　砲術長の号令が飛び、左舷が咆ほう吼こう。同時に「川淀」「末黒野」「卯波」も砲撃を開始。真っ赤に焼けただれた弾道が、敵艦目がけて伸びていく。

『敵艦、雷撃!!』

　見み張はり員いんの声と同時に、敵艦左舷から虹色の航跡。夜を切り裂きながら、こちらの行く手を遮断しようと伸びてくる。

　こういう雷撃を、何度も何度も躱かわしてきた。

「対空機銃、撃ち方はじめ！　射線間に割り込む、艦長、取とり舵かじいっぱい！」

「はっ、取舵いっぱい！」

　捨すて吉きち艦長は素直にイザヤの指揮を受け入れ、舵だ輪りんを思い切り左へ回す。

　破壊の雷らい跡せきが扇形に広がりながらこちらを目がけて伸びてくる。

　捨吉にとってはじめての戦場は、残酷さと美しさのタペストリだった。これから幾百、幾千の命が散るであろうこの夜空が、なぜこんなにも美しいのか。

『敵先頭に直撃弾！』

　見み張はり員いんの快かい哉さいが響く。

　先頭を走っていた敵駆く逐ちく艦かんが白しろ之の宮みや艦隊の投げ網にかかった。

　十二センチ砲弾が槍やり衾ぶすまのように装甲を貫つらぬく。たちまち噴き上がった炎が夜空を焦がす。

　後続していた残り一艦もまた、自みずから投げ網のただなかに飛び込んでいく。

　駆逐艦の装甲はブリキだ。拳銃で撃っても穴があく船体を、十二センチ徹てつ甲こう弾だんは当然のように左さ舷げんから右う舷げんへ貫通していく。駆逐艦の狭い船体内はみっちりと各科倉庫や弾庫、燃料庫、機関部や兵員居住区がジグソーパズルのように重なっているから、砲弾が貫通するだけで甚じん大だいな被害が生じる。

　白之宮艦隊は砲撃をやめない。炎を噴き上げてのたうつ駆逐艦へ猛射を浴びせる。

　砲弾が懸けん吊ちよう索さくを切るか、弾庫に引火するまで撃ちつづける。敵艦は反撃もできず、次々に船体から白い落らつ下か傘さんがこぼれ落ちる。

　ほどなく先頭艦の懸吊索が切れ、ほぼ同時に後続艦の船体が風船のように膨れあがった。

　弾庫の爆発に伴う衝撃波が、無情にも落下傘降下していた敵兵も吹き飛ばす。その傍かたわら、セラス粒子の装飾をまといながら、浮遊体から切り離された船体が艦首を直下にむけて墜おちていく。捨すて吉きちはまた、その光景の残酷さと美しさに魅入られる。

　艦首波を噴き上げながら、「東雲しののめ」は優雅な航跡を曳ひいて敵空雷の射線間に船体を差し入れる。

　自分で操舵したのが信じられないほど精密な操艦。後方、ベテランの三隻せきも当然のように見事な操艦で射線間に滑り込み、無傷の船体を月明かりに晒さらす。

　さらに対空機銃が、迫り来る空雷へ放たれる。古来から面々と受け継がれてきた花火職人の技術を得て開発された無閃せん光こう火薬は射手の目を焼かない。撃ちながら射手は雷らい跡せきを視認し、狙いを定めて針路上へ弾幕を張れる。ガ軍が喉のどから手が出るほど欲しい、連合艦隊自慢の火薬だった。

　──この艦隊は、強い……！

　捨吉は改めて、その事実を思い知る。マニラ沖とインディスペンサブル、ふたつの大決戦で逆転を演じてきた白之宮艦隊の精強さは、思った以上のものだ。

　──普段はバカみたいなのに……！

　殿下殿下と連呼しているだけかと思っていたが、やはり古参兵というものはすさまじい。この勝利は間違いなく、空雷科の古参兵の技術が運んできたものだ。新兵の雷撃では、十三本などというすさまじい命中弾を数えることはできなかった。

　海原に激突した敵艦が高さ三千メートルもの大水柱へ変じ、「東雲」船内は歓声に包まれた。

　イザヤは艦内放送マイクを摑つかみ、戦況を教える。

「敵は重巡二、軽巡二、駆逐艦四、全艦轟ごう沈ちん!!　見事だ諸君、これは世界空戦史に語り継がれる大戦果である！」

　告げるとたちまち、伝声管が歓呼に震える。

『白しろ之の宮みや殿下、ばんざ───い!!』『殿下ばんざ───い!!』『殿下ばんざ───い!!』

　イザヤは頷うなずき、すぐに表情を引き締める。

「第八空雷艦隊はこれよりガ島の地上施設、輸送船団へ爆撃を敢かん行こう、無力化したのち、敵主力艦隊との決戦に挑む！」

　勇壮な号令に、船員たちは再び同じ歓呼を返す。戦意は高まっている、きっと勝てると信じてイザヤは北方の空域へ目を凝こらす。

　あの空でいま、リオたちが囮おとりとなって懸けん命めいに敵主力を釣り上げてくれている。電信連絡がなにもないということは、きっとまだ生きているということだ。

「待っていてくれ、リオ。すぐ行くから」

　リオが心配で仕方ない。一刻も早く北方へ駆けつけたいが、まずは敵基地へ痛撃を加えねば。これにより、敵は半年近く、身動きできなくなる……！




　†††




　この戦、王族の五人、六人は死なねばならない。

　父、源げん三ざぶ郎ろうからそう告げられたとき、リオは大して絶望もせず「そうだろうな」くらいに受け止めていた。

　王族とは国民に君臨し、国民を愛し、国民のために死ぬのが義務だと子どものころから教えられてきたから、大して違和感も抱かなかった。

　暗い気分になるのがいやなので、いつも明るく振る舞ってきた。

　物心ついたときからそういう役割を求められてきたし、どんな辛つらいときでもできるだけ笑顔でいようと、自分自身に言い聞かせてきた。笑っているほうが楽しいし、周りのひとたちだって釣られて楽しくなるだろうから。

　だから、いまだって暗い顔だけはしない。涙も流さない。みんなを励まして、勇気づける自分でいたい。

　困難なときこそ、そうしないと。

「みんな、がんばって。まだ大丈夫だよ！　全然まだ飛べるからね！」

　リオは艦内各所へ通じる伝声管へ、そんな励ましの言葉を送る。すでに途絶してしまった管もあるが、生きている管からは、

『平気です、姫さま──っ』『ちょっと大変だけどなんとかします姫さま───っ』『姫さま───っ』『姫さま────っ』

　と、かすれてはいるが健気な返答が届く。

　各所から応急伝令が次々に司令塔へ駆け込んできて、

「二番、三番連管火災、消火中！」「一番、二番垂下砲塔使用不能、死傷者多数」「一番砲塔、電話故障、伝声管途絶！　連絡がつきません！」

　被害状況を伝えてくる。

「連管火災、総員防火。一番二番垂下砲塔、投棄。一番砲、砲側での発砲許可」

　リオはてきぱき指示を送って、また舵だ輪りんを握り直す。

　開戦以来、約二年もの実戦を経験してきたリオもまた、古参の艦長として「村むら雨さめ」を巧みに操艦していた。同乗している鹿か狩が瀬せ大佐も感心するほど、落ち着いた指揮ぶりだ。

　司令塔にいる航海参謀が、海図台で自動筆記される航海記録に目を通して頷うなずく。

「現在、サンタ・イザベル島上空です。『村雨』はよく耐えている。すでに敵を九十キロメートル以上、海かい峡きようから釣り上げています」

　鹿狩瀬は頷き、

「まだまだ。あと一時間はこのまま追わせよう。できるね、艦長？」

　問われてリオはにこりと微ほほ笑えむ。

「はい。最善を尽くします」

　悲壮感などどこにもない、どこか余裕のある微笑みが、参謀連中の胸をも軽くする。

　艦内は悲惨な状況だ。

　あちこちで火災が発生し、周辺を絶え間なく敵砲弾が唸うなりをあげて降り下りている。右へ、左へ、リオは大艦を巧みに操あやつって針路の先読みを外し、ときに追ってくる敵へ二番主砲の応射さえ浴びせながら、北北西へむかって懸けん命めいに逃げる。

　敵の砲撃は相変わらず激しいが、敵飛行戦艦は舷げん側そく砲であるため、こちらに横腹をむけねば砲撃できず、追撃しながらだと本来の火力を発揮できない。

　それに対し、上甲かん板ぱんに旋回主砲を持つ「村雨」は逃げながらも撃ち返すことができる。いったん逃げに入ってからは、それほど深刻な損傷は受けていない。

「逃げ切れるからね。みんながんばって！」

　リオはヒマさえあれば、生きている伝声管を手に取って各部の安全を確認する。伝声管が途絶した区域へは応急伝令を走らせて状況を確認。細かいところへ気を配りつつ、周辺の雲を見定めて、飛び込む。

　幸い、雲量が多い。高度千二百メートルには断雲の群れが立ちこめて、敵味方の艦影を隠している。逃げるには都合のいい雲だ。

　──雨雲が火を消してくれるし、敵から身を隠してくれる。

　リオはそんなことを思いながら、真っ黒に塗り込められたガラスを見やる。

　雲が多すぎて敵艦の位置が把握できない。囮おとりとなった味方のうち、軽巡「百ど々ど目め木き」が爆砕するのは視認した。他の艦艇の無事は、まだ確認できていない。電信で確認を取りたいが、隠れている艦に返信させると隠れ場所がバレてしまうためできない。いまできることは各艦の無事を祈りながら飛ぶこと、それのみ。

「艦速落ちてる。機関、大丈夫？」

　リオは機関指揮所へつづく伝声管を取った。「井い吹ぶき」時代から馴な染じんできた機関長が答える。

『パイプがあちこち破れて、蒸気が出ちまってんです！　いま直してるとこですが、もうちょい時間くだせえ!!』

「わかった、みんなのおかげでまだ走れてる！　生きて帰るんだよ、みんなで帰るからね！」

　リオはできるだけ明るく元気に、そんな言葉を機関科へ送る。

『任せてください、姫さま────っ!!』『おれたちゃこんなの平気です、姫さま──っ!!』

　機関科員の元気な言葉が、リオの涙腺にじわりと来る。

　パイプが破れ、高熱高圧の蒸気が噴き出す機関部はきっと地獄のような有様だろうに、きっとみんな火傷やけどしながら、顔も身体からだもを炭で真っ黒にして、「村むら雨さめ」を飛ばすために尽くしてくれている。その事実が、まなじりに痛い。

　──そう。みんなで生きて帰ろう。

　リオはそれだけ祈りながら、「村雨」を飛ばす。

「敵の様子が見えない。不気味だな」

　作戦参謀のひとりが、重く呟つぶやいた。

「なにか企たくらんでいるかもしれないが、見えないことにはなんとも」

「村雨」は可能な限り雲へ身を潜めているため、こちらから外界の様子を窺うかがうこともできない。それに対し、敵にはレーダーがある。分厚く広い雷雲のなかならいざ知らず、いま「村雨」が隠れているような断雲などでは、レーダーから身を隠せない。

「こっちの艦速が落ちていることには気づいただろう。警戒を要する」

　鹿か狩が瀬せも懸念を口にして、速力計へ目を送る。

　現在の速度、十九ノット。「村雨」の最高速度は二十七ノットだから、明らかに遅い。

　この速度差が、敵に余裕を与えてしまう。

「見張を厳に為なせ！　敵が先回りする恐れがある、なにか見えたらすぐに報告せよ！」

　鹿狩瀬が各見み張はり所じよへつづく伝声管へ怒鳴る。いやな予感がする。

　不意に通信兵が興奮の面おも持もちで司令塔へ駆け込んで来た。参謀たちが一斉に注視する。

「『東雲しののめ』より電信！　敵、重巡二、軽巡二、駆く逐ちく艦かん四、轟ごう沈ちん！　第八艦隊はこれより、ガ島爆撃を開始する。二三五○！」

　おおおお、と大きな快かい哉さいが司令塔を包む。

「やってくれた、さすがイザヤ司令、またしても大手柄だ！」「作戦はうまくいった、きっと敵も混乱している！」「目的は遂げた、あとは逃げるだけだ！」

　ずっと撃たれっぱなし、逃げっぱなしの惨みじめさが、この一報だけでぬぐい去られる。作戦は成功だ、あとは生きて帰るだけだ。

　わずかな希望が爆はぜた、そのとき──

『左百六十度、敵戦艦!!　距離、七千！』

　見み張はり員いんの叫びが、伝声管を震わせる。

　リオはすぐさま左後方へ目を走らせる。

　たちこめた断雲のむこう、月明かりに晒さらされて、わずかに銀ぎん鼠ねず色の船体が垣かい間ま見え──

『敵艦砲撃!!』

　見張員の悲鳴と共に、雲のむこうから幾多の弾痕が星空を目がけ駆け上がる。

「くそっ、併走しながら仕留める気だ！」

　航海参謀の絶望の呻うめきが、司令塔を包んだ。

『敵、戦艦「グランダム」！　「レッドガード」！　「フラットバック」！　単縦じゆう陣じんを組み上げ、本艦に追いついてきます！』

　むこうのほうが速い。このままでは簡単に追いつかれ、同航決戦へ持ち込まれる。一隻せきと三隻では火力差は三倍、とても勝ち目はない。

　だが。

「撃ち合うしかないです。残ってる全火力で撃ち合いましょう」

　リオが落ち着いて、そう進言してくる。

　鹿か狩が瀬せは頷うなずく。実戦経験では、リオはいまや日ひ之の雄お有数の艦長なのだ。ここにいる参謀の誰よりもリオのほうが戦場を知っている。

　リオは射撃指揮所への伝声管を握り、

「左砲雷戦、同航。みんな、辛つらいだろうけど頑張って！　生きて帰って、みんなでパーティーするよ！」

　にこやかに励ます。

　受け取った側も同じく笑顔で、

『左砲雷戦、同航！　負けません、姫さま───っ!!』『見ててください、姫さま───っ』

　新兵たちもリオと共に「村むら雨さめ」で生活し、半年が経っていた。

　水兵ひとりひとりの顔と名前を覚えて家族の安否を気遣ってくれるリオのことが、二千名の乗員全員、大好きだった。このお姫さまのためなら命を捨てて戦えるし、なにより、リオを死なせたくない。その思いで新兵たちもまた、巨大すぎる敵へ立ちむかっていく。

　刹せつ那な──

　すさまじい音響が「村雨」船内を包んだ。

　伝声管のむこうから、乗員たちの悲鳴。

　足下が大きくぐらつき、ものに摑つかまっていなかった司令塔内の参謀たちが転倒する。

　窓の外に橙だいだい色の光が爆はぜる。鼻をつく硝しよう煙えんの香り。

『左さ舷げん後方、被弾!!』

　見張員の叫び。「村雨」は大きく船体を傾け、長い煤ばい煙えんの尾を曳ひきながら左側へ斜進をはじめる。

「舵かじ故障！　航海長、舵が利きません！」

　駆け込んできた応急伝令が、悲痛な知らせを届ける。

　リオはすぐさま伝声管を握って、

「人力操舵！　内務班、応援へ！」

『はっ！　内務班、艦尾へ急げ！』

「一番砲塔へ伝令！　目標、敵一番艦！　砲側で狙って！」

　リオの命令を受け、艦橋付き従兵が一番砲へ伝令に走る。

「舵をやられたか。痛いな」

　参謀が絶望の呻うめきを発する。艦速が落ちているところへ、健常な舵の利きまで失われた。この状態で数に優る敵戦艦と撃ち合えば、嬲なぶられるだけだ。

「最後まで諦あきらめない！　こっちは最後の手段、衝角攻撃ラムアタツクもありますから！」

　リオが元気よく、そんなことを言う。暗くなりがちな司令塔が、その言葉に励まされる。

「そうだ、最後は体当たりだ、ここで死んでやろうじゃないか！」

「ただでは死なんさ、日ひ之の雄おの誇りを思い知らせてやる！」

　参謀たちもなんとなくリオに乗せられ、腹を据すえる。

　ここが死に場所だ。ならせいぜい派手に死んでやる。

　司令本部の将校たちも、その決意で一丸となる。

　敵砲弾の雷雨が、繰り返し、繰り返し、戦闘空域へ虹の嵐を描き出す。

「村むら雨さめ」も一番主砲、二番主砲が応戦するが、当たらない。敵はベテラン、こちらは新米、時間と共に、徐々に被害が増えてくる。

　分厚い鉄鋼装甲へ、敵弾が着弾するたびに炎が夜空を焦がし、兵員の悲痛な声が響く。

『後部格納庫、火災発生！』『哨しよう戒かい機が燃えてます、燃料に引火しましたぁっ』『貯炭庫に直撃弾、火災発生！』

「総員消火！　機関、異常は!?」

『第四缶室、被害甚じん大だい!!　復旧不能！』

　とうとう機関部も被害を受けた。艦速はますます落ちる。当然、ますます直撃弾が増える。

　どこをどう見ても、絶望しかない。しかし。

　──諦めない。

　──みんなで生きて帰るんだ……。

　リオは舵だ輪りんを握りしめ、額の汗を腕でぬぐう。走らせた目線の先、敵戦艦三隻せきは危険を顧かえりみず、こちらの真横へ並ぼうとしている。多少の被害は覚悟のうえで、至近距離からの砲戦を挑んでくる。

　──「村雨」を墜おとそうと焦ってる。

　──きっとイザヤたちがガ島を爆撃していることに気づいた。

　──敵は早くわたしたちを沈めて、ガ島へ戻りたいんだ……。

　敵の企図を読みながら、リオは伝令を飛ばして船内各部の状況を把握しつつ、左右にできるだけ船体を揺らし、蛇のように逃げる。

　──「村むら雨さめ」が粘るほど、イザヤには都合いい。

　──なら、できることは全部やる。きっとクロちゃんが戦況をひっくり返してくれる！

　そう信じて、リオはひたすらに星空を飛ぶ。

　長い炎と煤ばい煙えんの尾を曳ひきながら、「村雨」は傷ついた巨獣のように左右へよたよた蛇行しながら、幾多の砲弾を浴びつづける……。
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「飛行艦の本領は爆撃だな。実にすさまじい」

　クロトの冷たい言葉に、イザヤは硬い表情で頷うなずきを返す。

　単縦じゆう陣じんを組み上げた白しろ之の宮みや艦隊、駆く逐ちく艦かん四隻せきは遮るもののないガ島上空をゆっくりと航過しつつ、地上施設へ爆弾の雨を降らせている。

　高射砲台は先に砲撃で潰つぶしておいた。もはや抗あらがうすべのない地上のガ軍へ艦底の爆弾槽そうをひらき、投下された一トン爆弾によって飛行場、兵舎、司令部、倉庫群、弾薬庫、燃料タンク、港湾施設、停泊していた輸送船──戦闘継続に必要な全ての施設、全ての物資が焼き払われていく。

　大型爆撃機に搭載できる爆弾量は約四トン、対して飛行駆逐艦一隻が積載する爆弾は百トン以上。つまり白之宮艦隊四隻による爆撃は、大型爆撃機百機編隊に相当する破壊力があるということだ。上空への侵入を許してしまえば、地上は火の海となる。

「奇襲は成功だ。ガ島は半年、使い物になるまいよ」

　地上を爆はぜる炎を見下ろし、クロトはいつも冷淡な表情をますます凍らせる。昨年八月、ガ島を占領して以来集積してきた燃料、弾薬、食糧を焼き払われたダメージは深い。ガ軍は少なくともこれから半年、南太平洋で活発な活動は難しいだろう。

　全ての爆弾を投下して、イザヤは周辺空域へ目を凝こらす。

「任務は果たした。あとは逃げるだけ……だが、空雷がまだ残っている。敵戦艦を雷撃し、リオが逃げるのを助けたい」

　クロトも頷く。

「『村雨』へ電信連絡を入れ、北北西へ全速で飛べ。うまくいけば、シアースミス艦隊に追いつける」

「うむ。変針、取とり舵かじ四十度。第八艦隊はシアースミスを追う」

　イザヤはそう令し、白しろ之の宮みや艦隊の艦首を北北西へむける。

　リオたちが囮おとりになってくれたおかげで、爆撃は成功した。今度は白之宮艦隊が、リオたちを助ける番だ。残った空雷を全て、シアースミス艦隊へ叩き込んでやる。

　──いま行くよ。死なないでくれ、リオ。

　行く先を睨にらみながら、イザヤはそう祈る……。




　†††




　しぶとい。

　異常なしぶとさだ。いったいなんのためにこれほど粘る？

「直撃弾は何発だ？」

　シアースミス司令長官の質問に、スタンフィールド艦長が呆あきれたように応える。

「十五を超えたあたりから数えてません。あれでよく飛べます。船内はきっと溶よう鉱こう炉ろですぜ」

　彼方かなたの空で燃え上がる「村むら雨さめ」を遠望しながら、シアースミスは珍しく、言葉に感嘆の色をまとわせる。

「敵ながら見事だ。主力を囮に使って我々を釣り上げ、ガ島に別動隊を突入させた。新米艦隊ではなく、我々が海かい峡きように残るべきだったのだ。それをやっていればもう少し違う結果になっていただろう」

　あっさりと自身の非を認める。スタンフィールドは納得いかない。

「敵艦を全部沈めれば勝ちですよ。風かぜ之の宮みや艦隊も、白之宮艦隊も、今夜きっちりここで全滅させれば、半年経とうが日ひ之の雄おに抗あらがう手段はありません」

　シアースミスは相変わらず「村雨」だけを見やりながら、

「それは今夜、最低限必要な戦果だね」

　冷たく言い切る。ガ島はやられたが、お返しに、殴り込んできた全艦艇をソロモンの藻も屑くずに変えてやる。それができねば、去年のドゥルガの失態を嘲あざ笑わらうことはできない。

「まずは『村雨』を墜おとしてからだ。後続の艦艇はどうした？　まだレーダーに映らないか」

「艦影が消えたり現れたりしているようです。嵐の影響で、うまく映らないらしく」

　風之宮艦隊にはまだ軽巡一、駆く逐ちく艦かん五が残存しているはずだが、雷雲から出てくる気配が全くない。新米艦だから、嵐を乗り越えることができず墜ちたことも考えられる。

「おそらく白之宮艦隊が我らを追ってここへ来る。合流されると厄やつ介かいだ。早く『村雨』を墜とさねば」

　シアースミスの冷徹な命令を受けて、戦艦「グランダム」は「村雨」との距離をさらに詰める。舷げん側そく砲はもはや仰ぎよう角かくも取らず水平に寝かせて直接照準。

「村雨」の瀕死は近づくほど明らかにわかる。活発に砲撃を加えていた一番主砲はいまや完全に沈黙。中甲かん板ぱん、上甲板のあちこちから炎が芽吹き、船体を舐なめ回している。可燃物を撤去している上甲板が出火するということは、船内はさらにすさまじい火炎が渦巻いているということだ。もうまともな戦闘力は残っていまい。

「距離三千まで寄せろ。至近距離からトドメをさせ」

　スタンフィールドが指示を飛ばす。

　飛行戦艦「グランダム」の巨体がゆっくり、「村むら雨さめ」との距離を詰めていく。

　距離三千五百へ迫ったそのとき、いきなり──

　ずっと沈黙していた「村雨」一番砲塔が火を噴いた。

　転瞬、「グランダム」の右う舷げんに着弾。鋼鉄装甲が砕け散り、ざくろのようにめくれあがる。

「なんだと!?」

　司令塔の全員がたたらを踏んで驚きよう愕がくする。危険を知らせる艦内ブザーが鳴り響き、火災発生が告げられる。仕留めるはずが、逆に一撃をくらってしまった。

「被害状況を知らせろ」

　スタンフィールドが伝令を飛ばす。しかし艦内も混乱に陥おちいっていて、被害の全容がわからない。

「一発食らっただけだ。火力は我らが勝っている、このまま撃ち合おう」

　司令塔内で、ひとりシアースミス提督だけが落ち着いている。

　燃えさかる「村雨」の一番砲塔、二番砲塔、ふたつの四十センチ主砲塔がこちらを指向するのを視認して、呟つぶやく。

「甲板火災はブラフか。必中の距離に寄せられたのは我々だ」

　騙だまされたことを悟り、心中だけでシアースミスは歯がみする。いまや砲側の目視による砲撃しかできない「村雨」は、甲板火災をエサにして「グランダム」を直接照準で狙える距離にまで招きよせ、砲撃を加えてきた。それは敵ながら、すさまじい闘争精神だ。

　白しろ之の宮みや艦隊が到着するまでに、可能な限りこちらを傷つけようというのか。

「見事だ。敬意を以もつて仕留めよう」

　シアースミスは珍しく、敬意などという言葉を口にした。生まれてはじめて使った言葉だと、言った本人もそのとき気づいた。
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　一年半ほど前、マニラ沖海空戦のあと。クロトの発案で下士官兵と一緒に軽巡「飛ひ廉れん」上甲板である実験をしたことがある。

　クロトいわく「死んだふり作戦」。

　砲雷戦によって自艦が傷ついた場合、中途半端な損傷だとかえって敵弾を招き寄せることがマニラ沖で判明していた。クロト曰いわく「中途半端ではなく、深刻なダメージを負っていると見せかければ、敵はさらなる戦果をあげるべく、他の艦へ目標を変える」。

　本当にそうなるかは疑わしいが、被害を実際より大きく見せるやりかたは面白いとみなが思った。

　クロトは「ウエス」と呼ばれる機関科用のてぬぐいを上甲かん板ぱん、中甲板に撒まいて火をつけるやり方を提案した。油を含んだウエスはよく炎を噴いて燃え上がり、甲板一面に撒いてから灼やけば本物の火災と区別がつかない。甲板火災を見た敵はきっとこちらが瀕死だと思い、目標を変えるか、もしくはトドメをさそうと近づいてくるはず……。

　いま、「グランダム」は接近してトドメを指すほうを選んだ。

　むこうから接近してくれれば、「死んだふり」をつづけていた一番主砲は直接照準で狙える。

　案の定。

『着弾!!』『「グランダム」右う舷げん損傷!!』

　一番砲塔が火を噴くと同時に見み張はり員いんの声が響き、司令塔内も快かい哉さいがあがった。

「やった、当たった、当たったぞ！」「至近距離から直撃だ、ざまあみろ、思い知れ！」

　なんとか、かろうじて敵艦に一矢報いることができた。

　引っ搔かき傷に過ぎないが、白しろ之の宮みや艦隊の到着前に一太刀、浴びせてやれたのは僥ぎよう倖こうだ。

　そしてこれから「村むら雨さめ」は最さい期ごを迎える。もう抗あらがう手段は残っていない。

　彼方かなた、敵戦艦三隻せきは再び距離六千の位置へ占位する。うかつに近づくと直接照準で狙われるため、安全な距離を保ったようだ。

「村雨」の艦速はいまや十一ノット。舵かじも壊れ、酔っ払いの千鳥足のようにふらふら揺れながら、かろうじて飛んでいる。敵戦艦三隻から集中砲火を浴びれば、一時間も保もたないだろう。

　──ここで死ぬんだな……。

　リオはそんなことを思った。怖くはない。だがせめて、イザヤへ勝利のバトンを繫つなげる終わりかたにしたい。

　思った、そのとき。

『左六十度!!　艦影!!』

　見張員の声が響いた。リオは左斜め前方へ視線を送る。

　彼方、立ちこめた断雲の隙すき間ま、ちらりちらりと月光を弾くものが映っている。

「砲火ですね。弾道が見える。艦隊が交戦しているらしい」

　イザヤだろうか。いや白之宮艦隊なら背後から来るはず。北北西へ退避しようとしている「村雨」の針路上に交戦しているあの艦隊は、もしや──。

『「氷ひよう笋じゆん」「紅こう雪せつ」「斑雪はだれ」！　味方です！』

　雷雲のなかではぐれてしまった三隻の駆く逐ちく艦かんが、「村雨」の行く先で敵艦と交戦していた。

　新たに現れた敵艦隊は、軽巡二、飛行駆逐艦四。シアースミス艦隊第一戦隊の艦艇たち。

「氷ひよう笋じゆん」たち三隻せきはいずれも新米艦だ。シアースミス艦隊の手て練だれを相手に一方的に撃たれ、すでに炎と煤ばい煙えんを吹き出している。

「乱戦ならレーダー照準できません、彼らをこちらの空域へ呼び寄せます！」

　リオの献策を鹿か狩が瀬せは受け入れ、通信兵がその旨を「氷笋」「紅こう雪せつ」「斑雪はだれ」へ電信連絡。

『敵艦、砲撃！』

　見み張はり員いんの絶叫。左側、六千メートルの距離を置いた敵戦艦三隻がこちらに併走しながら改めて砲撃を浴びせてくる。

「舵かじ、がんばって!!」

『あいさーっ』『姫さま──っ』

　舵を人力で動かす水兵たちが、渾こん身しんの力で巨大な舵を左へ切る。しかし巨艦はなかなか回頭しない。

　三発直撃。

　照明が落ち、電線から火花があがり、有毒煙が船内に立ちこめる。

　血まみれの兵員がのたうち、パイプから吹き出した高圧蒸気を浴びた機関員が叫び声をあげて転げ回る。

　艦内各地から火災が発生、もはや手の施しようがない。だが。

「……最後まで戦う。白しろ之の宮みや艦隊が来るまで粘ろう。我らにできることをやらねば」

　鹿狩瀬はきっぱり、そう言い切る。

「はい」

　リオはそれ以上反論しない。イザヤが来るまで、ここで戦う。どうせ死ぬなら、せめてイザヤの役に立ってから死ぬんだ……。
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　日ひ之の雄お海空軍にレーダーはないが、傍受したレーダー波を手がかりに敵の現在位置を探知する「逆探」と呼ばれる装置ならある。

　白之宮艦隊はいま、逆探を頼りに敵戦艦「グランダム」の位置を割り出し、最大船速四十ノットでソロモン海上空を飛翔していた。

「頼む、保もちこたえてくれ、リオ……！」

　イザヤはひたすら、それだけ祈る。

　行く手にちかちかと砲火の瞬またたきが爆はぜる。立ちこめた雲のむこう、水平方向へ夜空を搔かきむしる幾千の弾道、着弾に伴う爆発と炎、鋼鉄の饗きよう宴えんに七彩の装飾を施すセラス粒子。

　もうすぐそこが戦場だ。

　シアースミス艦隊にあと少しで追いつける。

　だが、断雲が多すぎて敵艦を視認できない。白しろ之の宮みや艦隊に嫌がらせをするかのように、ちょうど高度千二百メートル付近に広く厚い断雲の群れがあり、戦域を覆っている。

「夜間、雲の多い状況はこちらにも不利だ」

　クロトが気に入らなそうに呟つぶやく。敵は対空レーダーでこちらが見えるが、目視頼りのこちらは雲のむこうが見えない。

　じぃっと十二センチ双そう眼がん鏡きようを覗のぞき込んでいたイザヤが呟く。

「双方の艦が隊列も組まず、空域に入り乱れている。遠くから雷撃すると味方に当たる」

「雲を利用し接近、肉薄雷撃しかあるまい。戦艦だけを狙うぞ」

　うん、とイザヤは頷うなずいて、彼方かなたの空域へ目を凝こらす。

　ひときわすさまじい大火災が、夜空の一角に先ほどから瞬またたいている。

　雲が邪魔をして詳細な状況が見えない。イヤな予感を抱きながら、その炎を目がけてイザヤは飛ぶ。どうか、あれが「村むら雨さめ」でありませんように。

「ミュウ、敵戦艦が見えるか」

　イザヤは司令塔直上、対空指揮所で見張をつづけるミュウに尋ねる。

『敵は煙幕を焚たいたようです。我ら第八艦隊に気づいたかもしれません』

　すぐに返事が届く。ただでさえ雲の多い夜に煙幕まで使われたら、ミュウの夜間暗視力を以もつてしてもなにも見えない。対して敵は、レーダーでこちらの動きを把握できる。

「偽装船、放つか」

　イザヤはクロトに尋ねる。

「まだ早い。もう少し肉薄してから使うべきだ」

「うむ……。だが恐らく戦艦に狙われてる……!?」

『敵艦、砲撃！』

　イザヤの言葉尻に見み張はり員いんの叫びが重なった。

　前方、約一万メートルの距離にたなびく黒雲が一瞬内側から赤く染まり、次の瞬間、焼けただれた九条の曳痕が雲を突き破り、天頂目がけて駆け上がっていく。

　弾痕の太さだけで戦艦の斉せい射しやだとわかる。そしてその弾道のむかう先は──

「やはり」

　まっすぐ「東雲しののめ」を目指して降り注ぐ九つの光を見やって、イザヤは呻うめく。敵はレーダーでこちらを確認し、すでに照準を終えている。

「面おも舵かじ五度」

「面舵五度、よーそろーっ!!」

　イザヤの指示を捨すて吉きち艦長が復唱し、「東雲」を緩く変針させる。

　轟ごう音おんを蹴け立たて、虹色の飛ひ沫まつは「東雲」の左さ舷げんを通り抜けていく。初弾とは思えないほどの至近弾。

「いよいよ博ばく打ちだな。これ以上接近すれば我らも危険を伴うぞ」

　クロトがぼやく。

「危険は承知。勝つためには死地であろうが飛び込むしかない」

　イザヤは覚悟を決め、後方を確認。「末す黒ぐろ野の」「川かわ淀よど」「卯う波なみ」も敵の射弾を回避して、ぴたりと「東雲しののめ」についてくる。

　この四隻せきによる夜間雷撃で敵飛行戦艦三隻を仕留めなければ、負けだ。

　だがこの敵味方入り乱れた戦場では遠距離雷撃すれば味方を巻き込む。肉薄して撃つしかないが、敵は雲に隠れて出てきてくれない。なんとか位置だけでも摑つかみたいが……。

『敵艦砲撃！』『こちらを狙っています！』

　またしても夜空を駆ける弾道が十八条。増えている。

　正確に照準された真っ赤な弾道を見み据すえ、イザヤが唇を嚙かむ。

「変針します、取とり舵かじ十度！」

　捨すて吉きち艦長がイザヤにいわれる前に変針を開始。舳へ先さきで砕けたセラス粒子が司令塔の窓を撫なでて、後方へすっ飛んでいく。

　さらに。

『左九十度。敵駆く逐ちく艦かん、接近してくる』

　ミュウの言葉に振り向くと、白しろ之の宮みや艦隊を目がけ敵飛行駆逐艦が三隻、群れなして艦速を上げ、同航しようとしている。相対距離、四千メートル。速射砲の弾丸が夜空を真っ赤に切り裂いて、「東雲」目がけて降り注ぐ。

　クロトは口の端はを吊つり上げ、凄せい絶ぜつに笑む。

「敵の狩り場に踏み込んだらしい。負けるな捨吉、撃ち返せ。空雷は使うな、戦艦用に取っておくのだ」

「はっ」

　言われて捨吉は左さ舷げんの十二センチ主砲二基六門と八十八ミリ垂下砲塔二基へ応射を命じる。レシプロ機関の轟とどろきと共に砲塔が旋回、敵駆逐艦の横腹を目がけ猛射。

　乱舞する雲と、敵の焚たく煙幕の煤ばい煙えん。著しく制限された視界のなか、速射砲弾、対空機銃弾、十二センチ主砲弾、四十センチ主砲弾が幾千万、放物線や直線で夜をずたずたに切り破る。

『第一居住区、火災発生!!』『烹ほう炊すい所じよ、速射砲でやられました！』『第三対空機銃座に直撃弾！　兵員死傷多数!!』

　徐々に被害報告が増えてくる。

　イザヤは従兵を烹炊所と第三対空機銃座へ送って被害状況を確かめさせ、落ち着いた動作で伝声管を握る。

「内務班、第一居住区の消火に当たれ」

『はっ！』

　泊地に停泊している間、新兵たちは何度も、実際の被害を想定してそれに対応する訓練をしてきた。しかし実際の戦場と訓練のそれは大違いだ。絶え間なく射い貫ぬかれていく船体と、火炎の熱、行く手を閉ざす硝しよう煙えん、熱で溶けた壁の塗料から発生する有毒煙、床に転がった死傷者たち。伝声管も電話線もあちこち途絶し、伝令たちは自分の足で炎をかいくぐって担当箇所へ直接おもむき、艦長の用向きを伝え、現場の状況を艦橋へ持ち帰る。

「むこうだってキツい。我慢勝負だ、音をあげるな！」

　イザヤの励ましに、伝声管のむこうから兵員が応える。

『殿下────っ!!』『殿下────っ!!』『おれたち絶対負けません、殿下───っ!!』

　白しろ之の宮みや艦隊四隻せきの応射が、敵駆く逐ちく艦かん三隻を貫つらぬいていく。

　特に「末す黒ぐろ野の」「川かわ淀よど」「卯う波なみ」には、入にゆう神しんの域に達した水兵たちが乗り込んでいる。開戦以来の二年間、ほぼ全ての艦隊決戦に参加して生き残ってきたこの三隻は、雷撃はもちろん砲撃も円熟の極みにあった。

『敵駆逐艦、炎上!!』『直撃弾!!　「卯波」の砲弾が当たりました！』

　見み張はり員いんの快かい哉さい。見やれば確かに、敵艦列の後方二隻が炎上している。駆逐艦対駆逐艦の砲撃戦は、白之宮艦隊に分があがりそうだ。

「さすがだ。頼もしい」

　イザヤは後方についてくる三隻を振り返り、笑む。「東雲しののめ」の主砲弾はまだ直撃がなく、砲科も必死で撃っているのだが、まだ夾きよう叉さにさえ至っていない。

「敵は空雷を撃ち尽くしている。砲術はこっちが上だ、あとは戦艦さえ仕留められれば……」

　前方、断雲の群れと煙幕のむこうから、相変わらず絶え間なく四十センチ主砲弾が降り注いでくる。捨すて吉きち艦長は懸けん命めいの操舵で躱かわしつづける。あの砲弾が一発でも着弾すれば、「東雲」は深刻な損傷を負う。

「ミュウ、戦艦を測そつ距きよできないか」

『……見えません。艦影が見えたらお伝えします』

　イザヤは呻うめく。敵戦艦三隻は巧みに雲と煙幕をついたてにし、白之宮艦隊に雷撃させない。

　クロトが通信士へ告げる。

「『村むら雨さめ』に平文で電信を送れ。我より敵戦艦見えず。そちらはどうか」

「はっ。我より敵戦艦見えず。そちらはどうか。打電します！」

　告げて司令塔を飛び出、通信室へ走る。

　クロトは改めて雲と煤ばい煙えんに閉ざされた戦闘空域を見やり、

「この敵は賢い。力押しではなく頭を使ってくる」

「こちらのやりくちを研究している。手強いぞ」

　イザヤとクロトの会話の直後、伝声管が呻くように鳴った。

『右二十度。距離五千。「村雨」炎上している……!!』

　ミュウの声が珍しく動揺していた。

　イザヤは尖らせた目線を右斜め前へ走らせる。

「リオ……っ!!」

　思わず悲鳴が洩もれた。

　夜空の一角──「村むら雨さめ」は船体内部から炎を噴き上げ、艦首を斜め下方にむけていた。切れた懸けん吊ちよう索さくが何本か、虚むなしそうに中空を搔かいている。

「ダメだ、危ない、早く逃げろ!!」

　イザヤは十二センチ双そう眼がん鏡きようを「村雨」へむけて、思わず叫ぶ。阿あ蘇そ草くさ千せん里り基地で四か月、共に暮らした将兵たちがまだ艦内に残り、懸けん命めいに消火に当たっているのが見えた。しかし船体の傾きは時間と共に大きくなる。

「すでに船体が傾いている。それ以上は無駄死にだ、退艦させろ」

　クロトも歯がゆそうに呟つぶやく。このままでは負荷のかかる前方から徐々に懸吊索が切れていき、最後は艦首を真下にして宙づり状態になるだろう。

　イザヤは双眼鏡を司令塔に当てる。周縁に直撃弾の弾痕があり、鉄鋼装甲がめくれ、内部から火を噴いていた。司令塔内部の状況は見えないが、深刻な損傷は明白だ。

「リオ……っ!!」

　イザヤは呻うめく。

　子どものころから一心同体に生きてきた家族であり親友だ。どうかリオが踏みとどまっていませんように。すでに落らつ下か傘さんを背負って退避してますように。

　そして同時に、リオがそうしないことも知っている。責任感の強いリオは、総員退艦を見届けるまで絶対に艦を離れない。

　それがわかっていても、でも。

「逃げてくれ、リオ……っ!!」

　祈ってから、イザヤは真っ黒な雲を睨にらみつける。

　見えないが、あのどこかに、敵戦艦三隻せきが潜んでいる。

「よくもリオを……!!」

　こみあげてくる怒りを、かろうじて飲み干す。

　熱くなるな。冷静に、敵を発見するすべを探すのだ……。
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　顔についた血と煤すすと汗を腕でぬぐって、リオは硝しよう煙えんのたちこめる司令塔内部を見やった。

　艦首付近に据すえられた司令塔の直上に四十センチ主砲塔が直撃し、配管と電線が断絶、壁の計器類がショートして、煤ばい煙えんが一気に流れ込んできていた。火を噴いている計器もあり、断絶した電線がぱちぱちと火花をあげて床をのたうっている。

　と、通信士が駆け込んできて、傍受した電文を読み上げる。

「『東雲しののめ』より電文！　我より敵戦艦見えず。そちらはどうか！」

　文面からいってクロトが発したものだろう。ここには他の高級将校たちもいるから質問の形式を取ってはいるが、もしリオだけだったら「戦艦が見えないから見えるようにしろ」と居い丈たけ高だかに命令してきたはず。

「忙しいときに、勝手なこと言ってくるなあ」

　この電信を打たせたときのクロトの仏ぶつ頂ちよう面づらを想像して、リオは思わず笑む。

　この電文に隠された、クロトの本当のお願いは、リオにはだいたいわかった。それをすべきタイミングであることも、わかる。

　覚悟を決めたそのとき、連絡の途絶した機関部へ派遣していた速はや夫おが、炭で顔を真っ黒にして司令塔へ戻り、リオへ告げた。

「機械室全損！　タービンが動きません！」

　リオは頷うなずく。機械室が壊れたら、もう「村むら雨さめ」は飛べない。

　潮時だ。

「鹿か狩が瀬せ大佐」

　リオは傍かたわらの鹿狩瀬へ目線を送って、決断を促す。

　鹿狩瀬はしばし目を閉じて、告げた。

「……当直、記録止め。通信士、機密書類を投棄せよ。……総員、退艦」

　鹿狩瀬の言葉に、参謀たちがうなだれる。

　リオは全艦放送のマイクを握り、司令塔内の全ての伝声管の蓋ふたをあけて、令する。

「総員退艦！　負傷者は動ける人が助けるように！　海に落ちたらできるだけ島へ逃げて！　海上にいたら敵に捕まります！」

　そして連絡が途絶している各所へむかって、ひとりでも多く助かってほしいと祈りながら、艦橋付き従兵たちを伝令に走らせる。

　鹿狩瀬は残った作戦参謀たちへ、

「きみたちは内火艇で逃げたまえ。落らつ下か傘さん降下すれば敵に捕まってしまう」

　ここは敵地だ、下士官兵はともかく、作戦参謀のごとき高級士官が海上を漂流して敵に捕まれば、こちらの秘密が洩もれてしまう。彼らは内火艇に乗せて、なんとか味方の飛行艦艇に拾ってもらうしかない。

「生き恥はごめんです。わたしは艦に残ります」「わたしも、『村雨』と運命を共にします」

　覚悟を決めた参謀たちが、そう言い張る。鹿狩瀬は首を横に振り、

「これ以上、優秀な将校を失うことはできない。生きる望みがある限り生きて、この戦いの経験を次に生かすのがきみたちの役目だ。頼む」

　鹿か狩が瀬せの言葉に、参謀たちは帽子の鍔つばを片手でつまみ、うつむくしかない。

「みなさん、急いで退艦してください。内火艇が出られなくなります」

　リオにせかされ、作戦参謀十二名が退艦する道を選んだ。鹿狩瀬はそのひとりに伝言を託す。

「黒くろ之の少佐に伝えてほしい。この先はきみに託す。日ひ之の雄おを救ってくれ、と」

「……はっ」

　参謀たちが出て行ったのを見送り、司令塔に残ったリオと風かぜ之の宮みや源げん三ざぶ郎ろう元帥、従兵の速はや夫おを鹿狩瀬は見やる。

　戦いがはじまってからずっと無言だった源三郎が、口をひらいた。

「わたしは残るよ」

　鹿狩瀬は首を横に振る。

「なりません。風之宮艦長と一緒に、内火艇へお乗りください」

「わたしは捕虜になれない身分でね。あとは我々に任せ、きみこそ逃げたまえ」

「いえ、総員退艦を確認するまで残ります」

「鹿狩瀬大佐、命令」

　軍令部総長にして連合艦隊司令長官、風之宮元帥から放たれた「命令」という言葉に、鹿狩瀬は反射的に背筋をまっすぐ伸ばす。

　軍人にとって上官からくだされる「命令」の一語は服従を強制する魔法に等しい。

　しかも相手は日之雄の大元帥。どんな理り不ふ尽じんな命令だろうが、遵じゆん守しゆするのが軍人としての鹿狩瀬の矜恃だ。

「内火艇に乗り、逃げよ。この経験を次に繫つなげてくれ。それが国家のため、国民のため、きみが果たすべき責務だ。以上」

　鹿狩瀬の顔に、これ以上ないほどの苦しみと恥辱と悔しさが交錯する。だが軍人としての誇りが、残酷な命令を受諾させる。

「……はっ！」

　それだけ言って、鹿狩瀬はかろうじて屈辱と怒りを飲み干し、司令塔を出て行く。

　司令塔には、リオと源三郎、それから速夫だけが残された。

「きみたちも行きなさい」

　源三郎の言葉に、リオは微ほほ笑えむ。

「お父さん」

　開戦以来二年間、ずっと親子の関係を断ってきていた。けれど最後に、そう呼びたかった。

　源三郎の覚悟はもうわかっていた。連合艦隊司令長官は、敵の捕虜になることは許されないから。

　リオは源三郎の背に両手を回した。源三郎も愛まな娘むすめの背中に手を回し、

「すまなかった。こんなところまで連れてきてしまった」
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　言えなかった言葉を口にする。リオは首を左右に振って、

「お父さんの娘で良かった。本当に良かった」

「………………」

「最後まで一緒にいたいけど、黒くろ之の少佐に大事な仕事を押しつけられて。だから、行くね」

　父を見上げ、微ほほ笑えむ。

「……そうか」

　リオはそっと父から離れ、敬礼を送った。

「探照灯で敵艦を照らします。イザヤたちが空雷を撃てるように」

　覚悟を言葉にすると、源げん三ざぶ郎ろうは静かに頷うなずいた。

「……わかった。行きなさい」

「ありがとう。お父さん」

　リオは父に背をむけて、速はや夫おを誘い、司令塔を出た。

　速夫は黙って、前を歩くリオの背中を見ていた。

　通路は煙が充満し、壁の計器類から火花が散っていた。タオルを口元にあてて、リオは一心に上甲かん板ぱんを目指す。

　リオがかみ殺している感情が速夫にも伝わってきていた。本当は父と一緒に司令塔に残りたいだろうに、その気持ちを隠して、やるべきことのためにリオは有毒煙を乗り越え、昇降口をあがって、燃えさかる上甲かん板ぱんへ出る。

「逃げろ、急げ、もう落ちる！」「諦あきらめるな、息のあるものは助けてやれ！」

　兵員たちが大声をあげて行き交い、次々に落らつ下か傘さんを背負って船外へ身を投げていた。負傷兵は健常者が縛ばく帯たい同士をフックで繫つなぎ、千二百メートル下方の海原をめがけ飛び降りていく。

　リオと速はや夫おは上甲板を点検し、負傷兵を抱き起こし、ひとりでも多くの水兵が逃げられるよう手配してから、炎と煤ばい煙えんをかきわけて探照灯へ辿たどり着いた。

　探照灯は炎に囲まれていたが、無事だった。

　速夫が発電室へ行き、電源を確認。

　リオはひとり、探照灯の状態を確認する。炭素棒のフィラメントは通電していて、すぐに照射できる体勢だ。

　四千メートルほど離れた雨雲からはひっきりなしに焼けただれた弾道が撃ち出され、彼方かなたの白しろ之の宮みや艦隊を目指して降り注いでいる。「村むら雨さめ」は放っておいても墜おちるから、敵戦艦三隻せきは放っておいてくれている。

「村雨」の位置からは、敵主砲が放ち出す曳えい痕こん弾だんの弾道がはっきり見えるから、だいたいの敵位置は摑つかめる。しかしクロトたちの位置からは、敵がどこにいるのかが全く見えていない。リオが横合いのここから敵を照らし出せば、きっとミュウが測そつ距きよして、クロトが空雷を撃ってくれる。

　そのために、この命を捧ささげよう。

「探照灯、予備電源生きてます！　一分くらいは照射できます！」

　速夫が電源室から戻ってきて、リオに告げる。

　リオは頷うなずく。上甲板から退艦する兵士がいなくなったことを確認し、

「速夫くんも、逃げて」

「……いえ！　お手伝いします！」

　速夫は覚悟を決めた表情で、直径一メートル近い探照灯を両手で摑み、凹面を雨雲へむける。

「……わかった。手伝って」

　これ以上拒むのは無ぶ粋すいだろう。速夫が望むように、最後まで一緒に務めを果たそう。

　敵戦艦を目がけて探照灯を照射すれば、敵はきっと砲撃の矛ほこ先を「村雨」へむけるだろう。

　探照灯を点ければ敵位置が判明する代わり、こちらの位置も露呈する。敵はただ、光の根元に砲撃を加えればいいだけだから、一瞬にしてここは徹てつ甲こう弾だんの雨あられが降り注いで、リオも速夫も探照灯も蒸散する。

　だが、それでいい。

　照らし出した希望の先へ、必ずイザヤとクロトは辿り着く。

　あのふたりなら、きっと、この光へ応えてくれる。

　リオは覚悟を決めて、基部のレバーを摑み、下げる。

　十万カンデラを超える光条が生まれ出て、それが一直線に、敵戦艦が隠れている雨雲へ突き立つ。

「…………っ!!」

　光の射程は、約一万メートル。雨雲に突き立ち、貫通して、反対側から飛び出してしまうほどのすさまじい光量。

　リオと速はや夫おはふたりがかりで、光の矢束をゆっくりと旋回させる。

　月明かりも吊ちよう光こう弾だんも曳えい痕こん弾だんの弾道も、なにもかも搔かき消すすさまじい光の剣が雨雲の内部をまさぐりはじめる。

　どす黒い雲のさなか、光の先にうっすらと艦影が浮かび上がった刹せつ那な──

　二十七の火か箭せんが雨雲を突き破り、放物線すら描くことなく、まっしぐらに「村むら雨さめ」を目指し突っ込んできた。

　照射をやめさせるため、敵は瞬時に目標を「村雨」へ変えた。

　リオは悟る。

　──あれが、わたしの死だ。

　レーダー照準された正確な弾道から、動けない「村雨」は逃げようがない。あと十数秒後、わたしの肉体はこの世界から消滅する。

　──よくがんばったよ。

　悔いはない。悲しいとも思わない。この国の王族として生まれ、自分にできることを今日まで全力でやってきた。辛つらくて苦しいことも多かったけれど、それと同じくらい、楽しさや喜びも詰まっていた。生まれ変わりというものがもしあるのなら、また風かぜ之の宮みやリオに生まれて、同じ人生を辿たどってみたい。

「みんな、ありがとね」

　イザヤ、クロト、ミュウ、これまでに出会った全ての将兵たちの笑顔が、引き延ばされた時間のなかに映じていた。

　みんな、大切な誰かのために戦っていたひとびとだった。残酷な時代のまっただなかで、大切なひとが誰かに踏まれないために、命を投げ出して全力で戦っていた。彼らに出会えたことが人生の誇りだし、彼らの生き方に恥じない仕事が、最後にできたと思う。

「勝って、生き残ってね、イザヤ。クロちゃん」

　真円を描き、音速の二倍で燃えながら飛ぶ二十七の徹てつ甲こう弾だんを見み据すえ、リオは彼方かなたの親友たちへ祈った。

「死なないでね。生きて帰って、みんなでパーティーするんだよ」

　転瞬──

　全てが灼しやく熱ねつの閃せん光こうに包まれた。

「村雨」の鉄鋼装甲は飴あめのようにひしゃげて、超高熱のうちに外がい殻かくも内部機構も溶岩流となって溶けていく……。
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　雲中に潜んだ敵戦艦を見つけることができない。燃え上がる「村むら雨さめ」は敵艦から放置され、最さい期ごのときを待っている。

　イザヤとクロトは司令塔に並んで突っ立ち、燃えさかる「村雨」と、敵戦艦が隠れているであろう広く分厚い雨雲を睨にらんでいる。

　と「村雨」船体下部に白い花が三つ四つ咲いた。その数は徐々に増えていく。

「落らつ下か傘さん。総員退艦だ」

「海に落ちたら敵の捕虜だが、死ぬよりマシだ。良い判断だよ」

　相変わらず、頼みのミュウからはなんの連絡もない。

　時折、雨雲の内部が薄く光り、そのあと四十センチ主砲弾が雲を突き破って空域へ現れ、白しろ之の宮みや艦隊目がけて舞い降りてくる。もう数十発の敵弾を躱かわしたが、狙いはずっと正確そのもの、冷や汗をかく場面も増えてきた。

「左、右、左と変針している。少しは工夫しろ。敵に先読みされるぞ」

　クロトが捨すて吉きち艦長にそう告げる。

「……はっ！」

　捨吉は緊張の面おも持もちで返事する。自分では気づかなかったが、いわれてみるとそうかもしれない。

「偽装船、そろそろ良くないか？」

「……使うのは雷撃直前だ。おれの考案した新機構が真価を発揮する」

「しかし、このまま狙い撃たれる一方では……」

　イザヤは悔しげに前方を見み据すえる。このままでは海空戦で全滅させられ、ガ島爆撃の成果も意味を失う。日ひ之の雄お飛行艦隊が全滅すれば、すなわちそれは日之雄の敗北だ。

　イザヤはクロトに耳打ちする。

「……視点を切り離すしかない」

　視点だけで空を飛び、敵位置を観測してクロトへ伝えるイザヤの異能。先の二度の海空戦で逆転の端緒となった能力だが。

「……やれば数時間、貴様は意識を失う。艦隊司令官がやるべきではない」

　クロトは即座に却下。自艦が移動していると、イザヤの視点は肉体に戻れずに数時間、空をさまようことになる。決戦中に艦隊司令官が意識不明に陥おちいる事態は避けたい。

「それをやるのは最後の最後だ。状況は移り変わると信じろ」

「……わかった」

　信じろ、などと青臭い言葉をクロトがはじめて使ったことに、イザヤは気づいた。だがからかわない。クロトがそんな言葉を使うほど、厳しい戦況であるのだ。

　併走する敵駆く逐ちく艦かんは、燃えながらも絶え間なく砲弾を放ってくる。舌を巻くくらい勇敢だ。勇気なら世界一を称する連合艦隊だが、ガメリア艦隊のそれは全くこちらに遜そん色しよくない。総員退艦してもおかしくない損害を被りながら、それでもまだ戦闘をつづけている。

「改めて、手強いな。悔しいくらい、手強い」

　ガメリア艦隊の精強さへ恨み節を述べながら、しかしイザヤも諦あきらめない。必死の操艦で敵の猛射をかいくぐり、雷撃の機会を探す。

　敵の隠れている雨雲まで、相対距離七千メートルを切った。

　近づくほど、敵砲弾は濃密になる。こちらも雷撃したいが、なにも見えない。

　だが前触れもなく、いきなり──

　戦闘空域に、眩まばゆい光条が生まれ出た。

「!?」

　吊ちよう光こう弾だんなど比べものにならない野太い黄金の光が一条、真横へむかって伸びていき、彼方かなたの雨雲へ突き立っている。

「探照灯……っ！」

　黄金の槍やりのような光の束が横一線に夜空を貫つらぬき、幾多の断雲を透過して、そのむこうにたなびいていた巨大な雨雲をまさぐりはじめる。

　どす黒い雨雲が黄金の矢束にさらされ、雲そのものが黄金のとばりとなって空間から浮き立つ。

『「村むら雨さめ」、探照灯照射……!!』

　感情を表さないミュウの声が、珍しく緊迫の色を帯びて伝声管に鳴った。

　イザヤの髪が、逆立つ。

「リオ……っ!!」

「村雨」は敵戦艦から集中砲火を浴びるのを覚悟したうえで、探照灯を照射している……!!

　クロトが対空指揮所へ通じる伝声管を握り、叫ぶ。

「測そつ距きよしろ、ミュウ!!」

『…………』

　返事がない。ミュウの感情の動揺を、クロトは推し量る。

　だが、告げる。

「リオの願いだ!!　感情を捨てろ、役目を果たせ!!」

『………………っ』

　返事は、ない。

　クロトは光の束を見み据すえる。

　雲をまさぐる探照灯の光域が時折、雲中で途切れている。

　絶たれた場所に戦艦がいるのだ。しかし、常人の観測能力で正確な位置を測そつ距きよするのは難しい。だがしかし、ミュウなら……。

『敵艦、砲撃!!』『「村むら雨さめ」を狙っています!!』

　ミュウとは別の見み張はり員いんが叫んだ。

　雲中から現れた二十七の火か箭せんが、ほぼ横一線の弾痕で夜空を穿うがち、「村雨」艦首へ直撃。

　噴き上がった盛大な火炎がめらめら、「村雨」の船体前方を舐なめ回す。

　一発ではない。動けない「村雨」へ、四発、六発、次々に四十センチ主砲弾が着弾し、幾つもの火球の花を夜空へ咲かせる。

　一刻も早く照射をやめさせようと、直前まで白しろ之の宮みや艦隊へむけられていた砲撃が、いまは全て「村雨」へ降り注いでいる。

「リオっっっ!!」

　イザヤの悲鳴。司令塔のあたりにも着弾した。あれでは、リオは……。

「ミュウ!!」

　クロトが再び、対空指揮所へ怒鳴る。

「役目を果たせ、リオに応えろ!!」

　返事は、ない。







　対空指揮所では、ミュウが手すりに両手を置いて、両肩をわななかせていた。

　こみあげてくる感情が熱くて、冷たくて、怒りと悲しみがぐしゃぐしゃに混ざり合って、神経細胞が全部焼き切れそう。

　子どものころから、十年近くも一番近くでお仕えしてきた大切なひとが。

　こんなわたしを人間として扱ってくれた優しい姫が。

　いま、この世界から消えようとしている。

　その祈りを、あの光へ託して。

　ミュウは懸けん命めいに、顔を上げる。

　けれど、どうしたって名付けようのない感情がこみあげてきて、視界がにじむ。

『測距しろ、ミュウ!!』

　伝声管からクロトの声。

『リオの願いだ!!　感情を捨てろ、役目を果たせ!!』

　そんなこと、わかってる。そうしないと、リオの祈りに応えられない。
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　ミュウは雨雲を見み据すえる。

　眩まばゆい探照灯の光域が、雨雲をまさぐっている。

　わたしに、敵戦艦の位置を教えるために。リオ殿下は我が身を犠牲にして、あの光を届けてくれているのだ。

　応えろ。

　泣いている場合か。

　リオ殿下のために、いま働かないでどうする。

　走らせた目線の先──

　砲撃に伴う閃せん光こうが爆はぜた。

　雲を突き破り、灼しやく熱ねつの弾道が二十七、「村むら雨さめ」目がけて伸びてゆく。

『敵艦、砲撃!!』『「村雨」を狙っています!!』

　別の見み張はり員いんの声。敵は照射をやめさせようと、再び四十センチ主砲のむく先を「村雨」へと戻した。

　至近距離から着弾。何発も、何発も、着弾のために「村雨」が穿うがたれていく。

「村雨」の艦首付近で爆発。あそこは司令塔、リオのいるあたり……。

　──リオ殿下……。

　ミュウは全ての神経を集中させて、閃光との距離、方位角を測ろうとする。

　だがしかし、視界はにじむばかり。冷静になれない。

　イザヤと三人で並んで歩きながらアイスキャンディを舐なめた情景が、なぜかいま、戦場に映じてしまう。

　平静でいるなんて、無理だ。

『役目を果たせ!!　リオに応えろ!!』

　またクロトが怒鳴ってくる。

　うるさい。勝手なことばかり言うな。こっちはあんたのような非人間ではない、子どものころからリオ殿下とイザヤ殿下にお仕えしてきて、どこの誰よりもおふたりのファンなのだ。暗闇で生き、仲間同士で殺し合っていた人間のなり損ないに、アイスキャンディをくださったリオ殿下のことが、好きで好きでたまらないのだ。

　だから。

　尊敬しているから。好きだから。誰よりも敬愛しているから。

　感情にかまけるヒマは、ない。

　──リオ殿下に、応えろ。

　──わたしの全てを賭かけて。

　──応えろ……っ！

　ミュウは渾こん身しんの力で感情を抑えつけ、自みずからの力を冷たく研ぎ澄ます。

　この身はすべて、リオとイザヤを守るために。

　両殿下に仇あだなすものを葬るのが、わたしの使命。

　──応えるんだ……っ！

　睨にらみつけた目線の先。

　二度目の斉せい射しや。探照灯が照らし出している付近の雲から、ちかちかと砲撃に伴う閃せん光こうが爆はぜる。雲を突き破った弾道は、またしても二十七。その全てが、「村むら雨さめ」へむかっていく。

　閃光が見えれば、ミュウは距離、針路、速度、方位を測そつ距きよできる。世界中の見み張はり員いんでミュウだけが持つ離れ業わざ。

　ふうう……と深く息をつき、閃光の爆ぜたあたりを睨みすえながら、低く重く、司令塔にいるクロトへ伝えた。

「……左四十度、敵戦艦三。先頭、距離五千三百。針路三百度。艦速、二十五ノット」

『了解。二番艦、三番艦の間隔は？』

「一番の後方二百十五メートルに二番。百七十メートル置いて三番」

『よくやった。上出来だ』

「当ててください。外したら殺す」

「最低だな貴様。測距が合っていれば当たる。外れたら貴様のせいだ」

　減らず口を聞き流し、ミュウは戦闘空域へ目を戻す。

　三隻せきの戦艦が射出する二十七もの弾道が次々に、動けない「村雨」へ吸い込まれていく。

　衝撃に強いはずの浮遊体すら削られる。装甲がめくれあがり、内部から炎が生まれ出る。船内の鉄骨が熱で溶け、下がっていく一方の艦首部から垂れ落ちている。

「村むら雨さめ」探照灯にも直撃弾。夜空をつんざいていた黄金の丸太が瞬時に消滅、雲中に薄く炙あぶり出されていた艦影も消えてしまった。

　──ダメだ。沈む……。

　懸けん吊ちよう索さくの連結具が破壊されていき、船体が徐々に下方をむきはじめる。重量に耐えきれず、無傷だった懸吊索までが切れる。水兵たちが次々と甲かん板ぱんや破は孔こうからこぼれでて、落らつ下か傘さんの華を空域へ咲かせる。

　直後、「村雨」最後の懸吊索が切れた。

　重量五万トン、全長二百二十メートルに及ぶ巨大な船体は音もなく、舳へ先さきを直下へむけて海原をめざす。

　真っ赤な飴あめのように長い炎の尾を曳ひき、内側から燃えながら「村雨」は海原へ激突、高さ三千メートルに及ぶ大水柱が立ちこめて、漂流者たちを丸ごと巻き込む。

　どうっ……と遠い轟とどろきが空域から伝った。もう何度も繰り返し見た、飛行艦艇の墜落場面だが、ミュウの胸の痛みは言語に絶する。

『「村雨」、轟ごう沈ちん！』

　他の見み張はり員いんの張り上げた声が耳じ朶だを打ち、ミュウの内側が凍えていく。視界も、思考も、感情も、なにもかも凍いてついて動かない。

　なぜわたしはここにいる。なぜわたしはあそこにいない。一番近くでリオ殿下をお守りせねばならないわたしなのに。

「リオ殿下……ご無事で……どうか……」

　役目は果たした。せめていまは泣かせて欲しい。行き場のない感情のかたまりを、少しでも早く霧散させてしまいたいから。終わったらすぐに見張に戻るから、いまは少しだけ、涙を流すわがままを許してください……。







「村雨」が水柱に変じたのを確認し、イザヤは拳こぶしを握り込んだ。

　──リオ。どうか無事で。

　親友の身の上が不安で仕方がないが、声を荒らげたりはしない。司令官が動揺すればそれはすぐさま艦内へ、そして艦隊へと伝でん播ぱしていく。なにがあろうと冷静に、いまできることをやるのだ。

　その傍かたわら、クロトはミュウの観測値を空雷長に伝えず、おのれの頭だけで演算していた。

　リオが命を賭としてもたらし、ミュウがおのれを殺して観測した大切な数値だ。他人に渡すより、おれが使うほうがリオも喜ぶ。

　クロトは雲中に潜んだ敵艦の針路、速力と、「東雲しののめ」の針路、速力を演算し、星空へ必中の大三角を描き出す。

　次発装そう塡てんした空雷は「東雲しののめ」だけで二十射線。

　この二十本で敵三隻せきの艦列を網もう羅らする扇形散布帯を構成し、仕留めきりたい。

　そのためには、正確な演算はもとより、空雷科員の技術が重要となる。

　クロトは自みずから伝声管を握り、上甲かん板ぱんの空雷発射指揮所へ呼びかけた。

「クソ兵へい曹そう長ちよう、生きているか」

『はい。連管の陰に隠れて待機中です』

　鬼おに束つかの言葉にクロトは頷うなずく。こいつに死なれると困るところだったが、生きてて良かった。

　だがいまだ上甲板には頻繁に、敵機銃弾が飛んできている。敵弾の吹きすさぶなかでの作業となるが、やってもらう。

「左さ舷げん一斉雷撃。射しや角かく五十。最大雷速。斜しや進しん角かく、一番連管十五度。二番連管十三度。三番十一度。四番九度。五番七度」

『はは──っ!!　左舷一斉雷撃!!　射角五十!!　最大雷速!!　斜進角、一番十五、二番十三!!　 三番十一!!　四番九!!　五番七!!』

　伝声管越しにでも司令塔が震えるほどの大声で、鬼束は言われた数値を正確に暗唱、空雷発射連管の担当科員に伝えていく。

「リオが命を賭として伝えた数値だ。必ず当てろ」

　命じると、鬼束は一瞬黙って、凄みのある声で答えた。

『言われるまでもねえ。計算が間違ってなきゃ、当たりますよ』

「…………」

『はらわたが煮えくりかえってるのはおれらも同じだ。あいつら絶対、叩き落としてやる』

　上甲板から、「村むら雨さめ」が轟ごう沈ちんしたのを見たのだろう。鬼束たちも「村雨」で四か月暮らしたから、顔見知りの兵員が多く乗っている。溢あふれ出る怒りは、伝声管から伝ってくる。

『行くぞお前らぁぁっ!!　リオ殿下のためっ!!　イザヤ殿下のためっ!!　絶対当てろ、死んでも当てろ、当てるまで死ぬなっ!!』

　号令に、兵員たちのケダモノじみた応答が返る。

『ぬお───────────っ!!』『うお───────────っ!!』『殿下────っ!!』『姫さま─────っ!!』

　敵弾の飛び交う上甲板へ、決死の覚悟を決めた空雷科員たちが飛び出していく。

　ひとりひとりが国家の宝のような兵員だ。彼らの技術は替えが利かず、失われると取り戻すには三～五年かかる。

　クロトは砲撃を統制している射撃指揮所への伝声管を握り、

「空雷科が作業に入る、掩えん護ごしろ砲科、敵駆く逐ちく艦かんを追い払え!!」

『はっ！　死力を尽くします』

　砲術科の兵員たちは新米ぞろいだが、それぞれ懸けん命めいに主砲に弾を込め、砲撃し、弾道を観察して諸元を調定している。四千メートルほど離れたところで併走する敵駆く逐ちく艦かんは激しく燃え上がり、徐々に艦速を落としていく。

　甲かん板ぱんを吹きすさぶ、敵の火力も減じてきた。

　そろそろ奥の手を使って良いだろう。

　クロトは浮遊体の上部で待機していた兵員へ、伝声管で指示を出す。

「偽装船、全て左へ放て。速力最大」

『はっ!!　全て左へ放ちます、速力最大!!』

　浮遊体の上部に繫つないでいた二十隻せきの偽装船がくびきを解かれ、折り畳み式のマストを海原へむかって突き出し、次々に星空へ漕こぎ出していく。

　去年八月のインディスペンサブル海空戦では風に流されるままだったが、今回は小型モーターを取り付けて自走できるようにしてある。下腹に突き出たアルミニウムの帆も、より本物の艦艇らしく敵レーダーに映るよう、全長十二メートルと前より格段に大きい。速力二十ノットで夜空を飛翔する二十もの艦影は、敵レーダーの目から「東雲しののめ」を守ってくれる。

　銀光りしながら星の海をゆく偽装船の背中を見送って、クロトは目標となった雨雲を睨にらみ付ける。

　頼むから気づくな。気づいてもいいが変針はするな、対空機銃も撃つな。勝利に浮かれて、そこに安あん穏のんと浮かんでいてくれ……。

『一番連管、よし!!』『二番連管、よし!!』『三番連管、よし!!』……

　空雷の起動弁をひらき、ジャイロ軸の調定を終えた空雷科員たちの元気な声が、伝声管のむこうから響いてくる。クロトが発射諸元を伝えて五分もかからず、作業は完了した。

　クロトは空域を睨み、捨すて吉きちへ告げる。

「面おも舵かじ五度。……戻せ。面舵二度。……戻せ。速力、二十四ノット」

「東雲」は小刻みに舳へ先さきを傾けながら、必中の射点を目指して這はい進む。

　イザヤは黙って、全てをクロトに託す。

　そして──射点に辿たどり着く。

　クロトはいったん、大きく息をつく。外すことのできない雷撃だ。外せば、リオの犠牲が無駄になる。いや、今日この空に散っていった全ての命が無駄になる。

　心しん胆たんを整え、それから雨雲に潜んだ敵戦艦を睨み据すえる。

　間断なく、雲を突き破った主砲弾が白しろ之の宮みや艦隊の四隻へ降ってきている。「村むら雨さめ」の轟ごう沈ちんをレーダーで確認し、再び目標をこちらへ変えたのだ。すさまじいまでの艦砲射撃だが、雷撃の際に変針はできないから、運を天に任せ突っ込むしかない。

　もう探照灯の光はない。「村雨」も消えてしまった。

　だがこの目にはまだ、リオがくれた光の矢束が映じている。

　わずかな希望を、照らし出している。

　──リオの光へ、撃て。

　決意し、クロトは発射指揮所へ通じる伝声管を握った。

「左さ舷げん斉せい射しや、発射はじめ!!」

　号令と同時に、発射指揮所の射手が艦内ブザーを長く押す。

　耳障りな警告音が高く、長く、艦内に鳴り──

　鳴り止やんだ瞬間、鬼おに束つかの怒号が「東雲しののめ」に響き渡る。

「てぇぇぇっっ!!」

　発射挺ていが二秒間隔で下げられる。五基の空雷発射管から次々に、渾こん身しんの酸素空雷が戦闘空域へ放たれる。

　虹を曳ひく二十射線が五十ノットの高速で、緩い湾曲を描きながら敵艦列を目指す。

　戦艦三隻せきを照準に収めた、難度の高い雷撃だ。

　虹色の航跡はクロトが先ほど幻視した大三角と同じ軌道を精密に辿たどる。

『行けぇぇ─────っ』『やっちまえ──────っ!!』『走れ、松まつ子こ─────────っ!!』『「村むら雨さめ」の敵かたき討ちだ、行けぇ、厚あつ志しぃぃ────────っ!!』

　空雷の名を呼ぶ空雷科員たちの絶叫が、伝声管から司令塔へ伝わる。

　──さすがベテラン。

　──実戦では頼りになる。

　クロトは心中だけで仲間たちを称賛しつつ、敵の隠れた雨雲を見やる。

『着弾まで、四分!!』

　観測員の声を片耳に、祈る。

　──頼む、気づくな、シアースミス……！

　ガ軍は日ひ之の雄お海空軍が次発装そう塡てん装置を持つことを知らない。白しろ之の宮みや艦隊はガ島上空で空雷を撃ち尽くし、もう雷撃はない……と思い込んでいてくれ。

　星空に広がる優雅な雷らい跡せきを見つめながら、クロトはそれだけを祈りつづける……。




　†††




　イザヤを墜おとせ。

　その決意のもと、飛行戦艦「グランダム」は雲に隠れたままの主砲斉射を飽きることなく繰り返している。

　先ほど探照灯の光をむけられたときは、正直、心しん胆たんが凍えた。

　だがすぐに照準を「村雨」へ向けなおし、戦艦三隻がそろって二度の斉射を送り込み、瀕死の「村雨」へトドメを差した。雲のなかだから轟ごう沈ちんを見物できなかったのは残念だが、対空レーダーが船体の消滅を確認している。これで残る敵戦力は白しろ之の宮みや艦隊のみ。

　すでに六十発以上の砲弾を、雲の外、レーダーに映り込んだ白之宮艦隊四隻せきへ撃ち込んでいる。だが「村むら雨さめ」と違って白之宮艦隊は機敏な動作で砲撃をかいくぐり、こちらとの距離を詰めてくる。

　窓の外はもうずっと闇のまま、見えるものはなにもない。ただ砲撃に伴う警告ブザーと、それが鳴り止やんだあとの斉せい射しやが繰り返し、「グランダム」の巨体を揺るがしている。

　レーダー・プロット室の士官から電話連絡が入った。

『敵艦が増えました！　偽装船を放ったと思われます！』

　スタンフィールド艦長は鷹おう揚ように答えた。

「慌あわてるな、訓練を思い出せ。よく動きを見ろ、風で一斉に流されているのが偽装船だ」

　去年八月のインディスペンサブル海空戦では、この偽装船が妨げとなって敵に衝角攻撃ラムアタツクを許してしまった。以来、ガメリア海空軍は偽装船と本物の船をレーダーで見分ける訓練を繰り返し、すでに弱点を克服しているはずだが。

『動きがおかしい、各個、直進してきます！』

　スタンフィールドは渋面を作って、その報告をシアースミス提督に伝える。

　提督はじっと窓の外、一面に塗り込められた漆黒のとばりを見やって、

「発動機を付けたのだろう。速度は遅いはず。冷静に見れば、本物の艦艇との区別はつく」

　スタンフィールドはその言葉をレーダー員に伝え、シアースミスを振り向く。

「相変わらず、敵は姑こ息そくなことをしてきますな」

「雷撃の前触れかもしれんよ。空雷はレーダーに映るから、高速で移動する物体がないか、よく見るよう伝えたまえ」

「はっ」

　指示通りに伝えて、受話器を置いた。

「敵の空雷は、第二戦隊相手に撃ち尽くしたのでは？」

「……マニラ沖海空戦の雷撃記録を調べたが、おそらく敵は、予備空雷を船内倉庫から引っ張り上げて、戦場でまた装そう塡てんし直している。そうとしか思えん」

　スタンフィールドは怪け訝げんそうな表情でシアースミスの憶測を受け止め、

「一度の空戦で二回、雷撃できるってことですか？」

　世界の海空軍の常識では、普通、雷撃は一回限りだ。予あらかじめ発射管に空雷を詰めて出撃し、戦場で打ったらそれで終わり。次の空雷は、基地に戻って詰め直さねばならないのだが。

「次発装塡装置とでもいおうか、それに類する装備があるはずだ。二度目の一斉雷撃は、あり得る」

　慎重にもほどがある。そんな夢みたいな装置、見たことも聞いたこともない。空雷は長さ九メートル、重量三トン近くあり、戦闘中に狭い甲かん板ぱん上で装塡するのは不可能だ。

　──慎重すぎだろ、大将。

　今日何度目かの同じ呟つぶやきを胸中へ落としたそのとき、再びレーダー・プロット室の電話が鳴った。

『あ、あの……これも偽装船かもしれませんが、一応報告を……』

「構わん。どうした」

『高速で移動する物体が、こちらへむかってきます』

　首をひねったそのとき、スタンフィールドの受話器をシアースミスが奪い取った。

「物体の速力は」

『お待ちください。…………およそ五十ノット。四つ、五つ……こちらへむかってきます！』

　いきなり、シアースミスはスタンフィールドへ告げた。

「面おも舵かじいっぱいだ、艦長」

　ずっと無感情だったシアースミスの表情が今日はじめて緊迫を帯びる。

「え、あ、面舵！　いっぱい！」

　スタンフィールドは操そう舵だ室しつへつづく伝声管へ呼びかける。

　戦艦の舵の利きは遅い。舵を切ってから舳へ先さきが動き出すまで、三、四分ほどかかる。

「雷撃だ。距離は？」

『……約六千！』

　着弾まで、あと四分。

　舳先が回頭をはじめたころ、空雷が艦列に到達する……！

「機関最大、急げ!!」

　シアースミスは艦長をすっ飛ばし、機関指揮所へ通じる伝声管へ伝える。

　おそらく、探照灯を浴びせられた際、測そつ距きよされたのだ。この雷撃を避けるには、針路と速力、ふたつを変える必要がある。

　後続二艦に状況を伝えたいが、信号旗をあげても雲中では見えない。電信を打つには時間がかかるし、自力で気づいてもらうしか回避する方法はない。

『雲が薄くなってます、このままだと雲を出ます!!』

　見み張はり員いんの声がシアースミスに届く。

「雲を出て構わん。雷撃を躱かわすのが最優先だ、急げ！」

　歯がみしながら、漆黒に塗りつぶされた窓のむこう、わずかな星のまたたきを見る。

　駆く逐ちく艦かん相手に逃げ隠れする必要はない。

　堂々と外界に身をさらし、雷撃を避けきればこっちの勝ちだ。

『雲を出ます!!』

　報告と同時に、一気に視界がひらけた。

　星と海と雲、それから──

　夜空を扇形に駆け抜ける七彩の雷らい跡せき、二十射線。

　緩い曲線を描きながら、その散布界はぞっとするほど正確に、戦艦三隻せきからなる艦列を網もう羅らしている。

「リヴァイアサン……!!」

　イザヤの異名を、シアースミスは知らず呟つぶやく。

　なんという敵だ、こちらの半分ほどの戦力で、ここまで我らを追い詰めるとは。

「右う舷げん対空機銃、銃撃はじめ！　空雷を撃ち落とせ!!」

　シアースミスの指示を受け取り、次の瞬間、「グランダム」の対空機銃が右舷の空を火か焔えんの濁流で埋め尽くす。

　しかし自みずからの発射閃光マズルフラツシユと灼しやく熱ねつの弾道が、かすかな雷跡を搔かき消してしまう。昼間の雷撃は見えるが、夜の雷撃は見えない。射手たちは自らの生んだ閃せん光こうに目を潰つぶされて、照準もできず、ただひたすら右へむかって銃撃するのみ。

「変針しろ、『グランダム』、首を回すんだ……!!」

　シアースミスは旗艦に祈る。もうそれしかできない。全ての動力機関が実力を発揮して、こちらに都合の良い風が吹き、一分でも一秒でも早く、回頭がはじまりますように……。
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『敵艦、雲を出ましたっ!!』

　見み張はり員いんの報告が司令塔に響き、イザヤとクロトの網もう膜まくに敵飛行戦艦「グランダム」の巨影が今夜はじめて映り込んだ。

「ミュウの測そつ距きよどおりだ。このまま行けば、当たる……！」

　クロトは敵艦の針路と星空を切り裂く雷跡を眺め、低く呟く。

　動くな。そのままだ。頼むから舵かじを切るな……。

「東雲しののめ」総員の祈りが星空に爆はぜた、そのとき。

『着弾まで三十秒!!』

『敵戦艦、変針っ!!　変針しましたぁっ!!』

　観測員の通達と見張員の絶叫が、司令塔内に同時に響く。

「なんだと……!?」

　凝こらした目の先、相対距離六千メートル彼方かなた、飛行する敵艦の舳へ先さきからセラス粒子の艦首波が爆ぜた。右へむかって放ち出されていた対空機銃の弾道が一斉にぐるりと、あらぬ方向へ旋回していく。

『右変針!!　敵戦艦「グランダム」、頭をこちらへむけます!!』

　クロトは思わず計器板を拳こぶしで叩く。

「シアースミス……!!」

　敵提督の名を、恨みを込めて呟つぶやいた。

　クロトでさえも驚きよう愕がくを隠せない。

　次発装そう塡てんを見破られた。二度目の雷撃があることをシアースミスは読んでいたのだ。でなければ、この雷撃は避けられない。

　──敵ながら……！

　心中でだけ敵提督を称たたえ、クロトは二十射線の行く手を見守る。

『五、四、三、二、一──弾着!!』

　計測員の声が響き、彼方かなた──

　十七射線は、たなびく雨雲へ飲み込まれて、弾着が確認できない。

　残る三射線は先頭を走る旗艦「グランダム」の針路上を正確に横切り──

「グランダム」は竜りゆう骨こつの軋きしみが聞こえそうな無理矢理な挙動で全長二百五十メートルに及ぶ巨体をねじり、狭い射線間へ割り込んだ。

「躱かわされた……っ！」

　呻うめく。変針しなければ確実に当たっていた。しかし敵提督は二度目の雷撃を察知し、早い段階で回頭を令した。

　こちらにはもう、空雷がない。駆く逐ちく艦かんの十二センチ主砲では戦艦の装甲は貫つらぬけず、こちらは一方的に撃たれるしかない……。

　後続二艦のすがたは、雲に入ったまま見えない。当たったのか、外したのか、現状では確認できない。

「まずい。対抗手段がない」

　クロトの絶望の呟きに、イザヤが首を振る。

「そんなことはない」

「…………？」

　イザヤは「グランダム」から少し離れた空域を指さす。

　人差し指の先──

　七色に輝く巨大な鳳ほう凰おうが、夜空を飛翔していた。
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「グランダム」の舳へ先さきから七彩の艦首波があがった瞬間、シアースミスは思わず拳こぶしを握り込んだ。

　全長二百五十メートルの巨体がゆっくり、右回頭をはじめる。

　対空機銃が搔かきむしる夜空のなか、飛来してくる三つの雷らい跡せきをかすかに視認。

　恐るべき正確さで、「グランダム」の針路上を扼やくしている。

　だが。

　──勝った。

　確信と同時に、「グランダム」は耳障りな鋼鉄の軋きしみをあげながら、その巨体を空雷の射線間へ割り込ませ、頭を敵艦「東雲しののめ」へむけた。

　どっ、と艦内から歓声があがる。

　固かた唾ずを呑のんで雷らい跡せきを見守っていた水兵たちが、生き延びた喜びを爆発させる。

『躱かわしたぞ、さすが艦長!!』『空雷を躱せば、駆く逐ちく艦かんなど怖くない！』『この先はお祭りだ、一艦残らず叩きつぶしてやる！』

　そんな言葉を片耳で聞き、安あん堵どの溜ため息いきを深くついた、そのとき。

『右四十五度!!』

　見み張はり員いんの叫び。

　窓の外へ送った目線の先──

「!?」

　シアースミスの網もう膜まくに、七色に輝く巨大な鳳ほう凰おうが映り込む。

　色彩を絶えず揺らめかせる美しい翼が、シアースミスを抱きしめようとするかのように夜空へ広がっていき──それが鳳凰でないことに気づく。

『雷跡っ!!』

『右、千五百メートル、数十射線っ!!』

　数え切れないほどの光の矢束がまっしぐらに「グランダム」の横腹を目がけて伸びてくる。

　艦列ではなく、「グランダム」だけを狙った飽和雷撃。

　送り主は、もうわかっている。

「『末す黒ぐろ野の』、『川かわ淀よど』、『卯う波なみ』……」

　シアースミスは悔しさを口調ににじませ、「東雲」とは別針路を悠然といく三隻せきを見やる。

　幾度もの艦隊決戦を今日まで生き延びてきた殊しゆ勲くんの三艦。

　存在を忘れたわけではなかったが、イザヤに気を取られすぎ、警戒を怠おこたっていた。彼らはいつのまにか「東雲」とは別針路を取り、「グランダム」が雷撃を躱したのちに取るであろう針路上へ、恐るべき精度の肉薄飽和雷撃を放っていた。

　遅れて放たれたこの六十射線は回避不可能。グランダムがどう変針しようが必ず当たる、必中の肉薄飽和雷撃。

「なにしてる、対空機銃、撃ち落とせ!!　操そう舵だ室しつ、面おも舵かじいっぱい、舵を切れっ!!」

　スタンフィールドの最後の足あ搔がきを聞き流し、シアースミスは迫り来る七彩の雷跡を遠く見やる。もう変針は間に合わないし、すでに一千メートルにまで接近してくる敵空雷を全て撃ち落とすのは不可能だ。

「グランダム」が吐き出す数千条の火か箭せんが空を埋め、敵の雷らい跡せきも見えなくなる。だが、数刻のちの未来がシアースミスにはすでに見えていた。

「見事だ、白しろ之の宮みやイザヤ」

　シアースミスは彼方かなた、「東雲しののめ」の艦影を見やった。

　プリムローズとドゥルガ、敗北の提督の末席に、まさか自分が加わることになるとは。

「退艦は早めに令することだね。今日の経験を無駄にしたくない。それと、無閃せん光こう火薬の開発を急ぐよう、ノダック提督に伝えてくれ」

　諦あきらめたようなシアースミスの言葉が、スタンフィールドの怒りを搔かき立てる。

「まだ負けと決まったわけでは……」

「すでに勝敗は決している。あとは生き残ることを考えることだ」

　後ろ手を組んで、シアースミスは窓の外を見やった。

　愚かしい戦いの全貌を神が見物したいのか、強い風が吹きすさび、後続の二戦艦を隠していた雲が吹き飛んでいく。

　拭ぬぐわれた空域では、飛行戦艦「レッドガード」「フラットバック」が浮遊体に空雷を突き立て、のたうっていた。

「…………っ!?」

「東雲」の雷撃が当たっていたらしい。

　全く無警戒のまま、視程の効かない雲中で被雷したため、「レッドガード」には三本、「フラットバック」には四本、深々と突き立った空雷がすでに半分ほども穿せん入にゆうしていた。雲中に隠れていたため雷跡を視認もできず、一発の対空機銃を撃つこともなく二艦はこれから沈もうとしている。

「……バカな……」

　スタンフィールドは呻うめくしかない。なぜ雲中に隠れていた戦艦をこれほど正確に射抜けるのか。いったいどうやって測そつ距きよしたのだ、敵にはバケモノが紛まぎれているのか。

「我々はよく戦った。だが敵はそれを上回った」

　言葉と同時に、「グランダム」の浮遊体に四つの空雷が続けざまに突き立った。

　液体金属の花が浮遊体表面に咲き乱れ、空雷は身をよじりながら穿入を開始。こうなるともう手の施しようがない。

　シアースミスは目線をスタンフィールドへむける。しかし艦長は五年以上も乗ってきた愛する「グランダム」を捨てる決断ができない。

　水兵たちの悲鳴と絶叫。気の早いものが次々に落らつ下か傘さんを背負い、船外へ身を投げる。

　高度千二百メートル以下の空域が、ガメリア兵の落下傘に染まっていく。

　退避を止めようとする士官の怒号と、その目を盗んで降下していく水兵たち。被雷した戦艦は、その重量が仇あだとなって墜落が速い。逃げ遅れたなら落下した船体と一緒に海原へ激突、鉄底の錆さびが水兵たちの墓標となる。

「総員退艦」

　決断できないスタンフィールドに代わり、シアースミスが艦内へそう通達した。

　将校たちが悔しげにうつむき、従兵たちは安あん堵どの表情を隠さない。

「きみたちも早く行きたまえ。今日の経験を明日の勝利に繫つなげるのが、諸君らの責務だ」

　シアースミスはそんな言葉を一同に告げて、また窓の外へ顔をむけた。スタンフィールドが恐る恐る、言葉をかける。

「あの、司令長官は……」

　シアースミスは振り返ることもなく、

「わたしはもう少しここにいるよ」

　いつもの平淡な口調で、悲しい決意を伝えた。
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「東雲しののめ」艦内には、戦況を見守っていた下士官兵たちの涙まじりの絶叫が響いていた。

　誰もが手近なものと抱き合い、その場で飛び跳ね、こみあげてくる歓喜を思うさま放出しつづける。上甲かん板ぱん、涙と鼻水にまみれた空雷科員たちもまた握手と抱ほう擁ようと歓呼を交わして、彼方かなたでのたうつ敵飛行戦艦三隻せきを遠望する。

「当たってる、当たってる……っ!!」「やったよ、辰たつ子こが当たったよ。辰子ぉぉ……」「ざまあみろ!!　リオさまの仇討ちだ、バカヤローっ!!」

　雷撃を当てるために狭い艦内で辛つらい訓練に耐え、ヒマさえあれば担当空雷の整備点検をおこなってきた空雷科員は全員、泣き笑いを浮かべて敵戦艦を眺めた。

　やがて──

「レッドガード」「フラットバック」の浮遊体にヒビが入り、一気に崩れた。支えを失った船体が海原へ激突、巨大な水柱がふたつ、月明かりのした、青紫の山さん嶺れいのように浮かび上がる。

　さらなる指笛と歓声、バンザイが上甲板に咲き乱れ、五分後、敵旗艦「グランダム」の浮遊体にも亀裂が入る。

『白しろ之の宮みや殿下、ばんざーい』『風かぜ之の宮みや殿下、ばんざ──い』『おれたちやってやりました、リオさま──っ』『リオさま──、見ててくれてますか───っ』

　涙まじりの水兵たちの目の先、砂糖菓子のように浮遊体がいきなり壊れ、ここまで散々苦しめられた「グランダム」の船体が、水平状態を保ったまま海原目がけて落ちていく。

　三つ目の大水柱が高度三千メートルまで屹きつ立りつし、空雷科員たちは泣きながらバンザイを繰り返す。この勝利を届けてくれたのはリオの探照灯だ。リオの気持ちに応えられたことが、ひとりひとりにとって本当にうれしい。

　月明かりが照らし出す巨大な水柱へ、どうしてもリオの笑顔が重なってしまう。

　兵員たちは腕で目元をぬぐいながら、「村むら雨さめ」が消えていった海域へ目を移し、敬愛するお姫さまの無事を祈る。

「リオさまが死ぬわけないさ。速はや夫おと一緒に落らつ下か傘さん降下して、いまごろ海で泳いでる」

「速夫がついてるからな。大丈夫だよ、きっとあいつがリオさまを守ってくれてる……」

　そろそろ敵海上艦隊が動き出すため、白しろ之の宮みや艦隊は早急にこの場を去らなければならず、リオの無事を確認するヒマはない。

　艦橋から伝令が走ってきて、上甲板の空雷科へ告げる。

「左方向、味方の内火艇が来ます！　ネットの用意を！」

　伝令が指さす方向から、かすかにセラス粒子の飛ひ沫まつが見える。「村雨」から避難してきた将校たちだ。もしかするとリオが乗っているかもしれない。

「両りよう舷げん停止！　内火艇を収容するんだ、急げ！」

　水兵たちが左さ舷げんから貨物ネットを投げおろし、上甲かん板ぱんは再び慌あわただしくなる。飛行戦艦三隻せきの轟ごう沈ちんを見届け、敵の小艦は海上戦力との合流を求め、一時的に戦場を退避していく。静けさを取り戻していく戦闘空域に、水兵たちの祈りが音もなく響く。

　どうかリオがあの内火艇に乗っていますように。艦長は艦と運命をともにする、なんていう前時代的な習慣を、リオが律儀に守っていませんように……。







　そののち──

　第八空雷艦隊、通称「白之宮艦隊」は「村雨」から退避した内火艇を収容。鹿か狩が瀬せ以下、十二名の作戦参謀と再会し、源げん三ざぶ郎ろうとリオが退艦を拒否し「村雨」に残ったことを伝え聞いた。

　空中を漂っていた四つの浮遊体を曳えい航こうし、白之宮艦隊は五月十一日黎れい明めい、ウィルヘルム基地へ帰還。基地司令部へ作戦成功を報告した。

　連合艦隊司令部はこの戦いを「ソロモン海空戦」と命名し、その戦果を世界へ喧けん伝でん。

　マニラ沖、メリー半島、インディスペンサブル海かい峡きようの大戦果に引きつづき、ガ島の無力化、シアースミス艦隊の事実上の壊かい滅めつ、またしても傑けつ出しゆつした戦果をあげた白之宮イザヤ提督の名声は、日ひ之の雄おを越えて世界中に鳴り響くこととなった。




　聖暦一九四○年五月十三日、日之雄連合艦隊司令本部発表。

　ソロモン海空戦、結果。

　ガメリア大だい公こう洋よう艦隊。飛行戦艦三「グランダム」「レッドガード」「フラットバック」、重巡空艦二、軽巡二、飛行駆く逐ちく艦かん四、轟沈。軽巡二、中破。駆逐艦三、中破。

　日之雄連合艦隊。飛行戦艦「村雨」轟沈。軽巡空艦二「百ど々ど目め木き」「水すい虎こ」轟沈。駆逐艦三「氷ひよう笋じゆん」「紅こう雪せつ」「斑雪はだれ」轟ごう沈ちん。




　大だい公こう洋よう第三艦隊前線指揮官、サイモン・Ａ・シアースミス少将、戦死。

　連合艦隊司令長官兼軍令部総長、風かぜ之の宮みや源げん三ざぶ郎ろう元帥、戦死。

　飛行戦艦「村むら雨さめ」艦長、風之宮リオ少佐、戦死。







[image: ]





　六月十日、ニューギニア島ウィルヘルム基地──

　海軍省広報部から送られてきたニュース映画を「東雲しののめ」の士官室で上映した。

　内容は、風之宮源三郎連合艦隊司令長官と風之宮リオ内ない親しん王のう殿下の国葬だった。

　民衆が見守るなか、長い葬列が街を歩き抜け、日ひ比び谷や公園で行われた葬儀には皇王陛下も参列していた。楽団が壮麗な葬送曲を奏で、それが終わると儀ぎ仗じよう兵の空砲が響いた。

　アナウンサーは沈痛な声で、風之宮親子の壮烈な戦死の様子を話していた。「村雨」で鹿か狩が瀬せ大佐を逃がすために源三郎がくだした「命令」は美談に生まれ変わっており、リオは自みずから「司令長官と運命を共にします」と言ったことになっていた。

　ニュースは明らかに、風之宮親子の死を戦意高こう揚ように繫つなげようとしていた。源三郎とリオの実際の人柄は大きく書き換えられ、愛国心に満ち、国家に殉じることを厭いとわない勇敢な戦士として喧けん伝でんされた。

　見終わって、イザヤは一緒に観ていた小豆あずき捨すて吉きち艦長や士官たちへ感想を尋ねた。悲しいニュースだから水兵たちには観せないほうが良い、ということで意見は一致し、このニュース映画は「東雲」では上映しないこととなった。昔からリオを知る空雷科員たちはいまだに全員、リオの無事を信じている。

　士官室を出たイザヤは胸のもやもやを持て余して、ひとりで対空指揮所へむかった。

「東雲しののめ」は現在、ウィルヘルム基地の北方、ビスマルク海の沖合を哨しよう戒かい飛行中。

　燃え立つような夕焼けが、「東雲」の行く手に広がっていた。

　司令塔の直上が対空指揮所だ。艦内で最も見晴らしの良い場所のひとつであり、戦闘時はミュウがここに立って見張する。

　いまは誰もいない時間のはずだったが、先客がひとり、腕組みして突っ立ち夕焼けを睨にらみ付けていた。

「クロト。映画、観なくていいのか」

　背中に言葉をかけると、クロトは振り返りもせず面倒くさそうに、

「どうせ大した内容ではあるまい」

「……風かぜ之の宮みや元帥とリオの国葬のニュースだ。……おおげさだったよ」

「王族の戦死は格好のプロパガンダだ。せいぜいこれからも、国民を煽あおり立てるために使われるだろう」

　冷たい言葉がカチンと来たが、怒りはしなかった。クロトは態度にこそ出さないが、リオがいなくなったことを寂しく思っていることは、時折垣かい間ま見せるわずかな仕草や表情でわかっていたから。

「……わたしもリオも、それを覚悟して戦っている。王族はそれでいいとわかってはいるが、この目で見ると……」

　イザヤは言葉尻を飲み込んで、クロトと並んで突っ立ち、行く手に広がる壮麗な夕焼けを眺めた。

　真っ赤にたなびく雲たちが折り重なって、太陽は炉口の炎みたいに爛ただれている。見下ろす海原も同じ色に染まって、わずかに波のそびらが白く見える。濃度の異なる赤が支配する世界にあって、イザヤは自分の気持ちに整理がつかない。

「……リオは、死んだと思うか？」

　クロトは腕組みをしたまま、

「軍人は死ぬのも仕事だ」

「……そうだが。……しかし、亡なき骸がらもなく、敵の捕虜になった形跡もない。もしかしたら……落らつ下か傘さん降下して、どこかの島に逃げたことも考えられる」

「仮定の話をはじめたらキリがない」

　愛想のかけらもないクロトの言葉が、イザヤは若じやつ干かん、頭にくる。

「本当に、血も涙もない男だな。優しい言葉でわたしを慰めようとは思わないのか」

　そう言って、間近からクロトを見上げる。

　クロトは面倒臭そうに片目だけでイザヤを見下ろし、

「なぜおれがそんなことを」

「だって。リオがいないから。わたしは個人的相談を持ちかける相手を失ってしまった」

「……知るか。おれとリオを一緒にするな。そんなに寂しいなら、行方ゆくえ不明ということで受け入れておけ。戦争が終わったのち、気が済むまであの周辺の島を捜索するがいい」

　うん……とイザヤはクロトの言葉に頷うなずく。

　この一か月、リオの死を受け入れることがどうしてもできずに苦しんできた。生死がはっきりするまで、これから一生、苦しみそうな気さえする。

「そうだな。戦争が終わったら、リオを捜しにいける……」

　わずかな希望を言葉に変えて、イザヤは夕焼けを眺める。

　戦争のことなど知らん顔で、海も空もどこまでも穏やかで雄大だった。世界はこんなにきれいなのに、なぜ人間は争いをやめられないのか。国家の枠で互いをくくって殺し合い、その結果、大切なひとを失うなんて、本当に徹底的にどこまでもどこまでもバカバカしい。

　怒りまでこみあげてきて、イザヤは目を閉じ、新鮮な大気を深く吸い込んだ。

　二度、三度、深呼吸を繰り返してから、目をひらく。

　──ここで終わりにするんだ。

　──こんなバカなこと、もう二度と繰り返さないために。

　そう誓う。

「これからが本番だ。いままでの戦いは、前ぜん哨しよう戦せんに過ぎない」

　クロトは前を見み据すえたまま、そんなことを言う。

　イザヤもわかっている。そう、戦いはこれからいよいよ、恐れていた局面を迎えようとしている。

　マニラ沖、インディスペンサブル海かい峡きよう、ソロモン海。この二年間で生起した大規模艦隊決戦は三度。なんとか全滅することなく、かろうじてしのいできたが、忘れてならないのは、これまで相手にしたのは開戦前に就役していた既存の大だい公こう洋よう艦隊だったということだ。

　強すぎるほど強い相手だったが、連合艦隊は物量において圧倒されることはなかった。戦術と練度を駆使すれば、なんとか戦いとして成立した。

　だが、これからは違う。

　ガメリアが戦時体制を整え、ＧＤＰの三倍の戦費を捻出して造りあげた新たなる大公洋艦隊がこれから戦線へ現れる。

　対する連合艦隊は多くの軍艦と兵員を失い、損失分を回復できていない。どれだけ敵へ損害を与えようが、敵は時間と共に大きくなり、こちらは小さくなっていく。

　戦闘に勝っても意味をなさない。戦艦を三隻せき沈めても、次は十隻の戦艦が押し寄せてくる。

　改めて、なんという絶望の戦いだろう。

　日ひ之の雄おはこれから、どんな運命を辿たどるのだろう。

「絶望しているのか」

　いきなりクロトがそう問うた。

　見上げると、クロトはイザヤを小馬鹿にするように口の端はで笑んでいる。

「貴様は、しないのか」

　問いを返すと、ふっ、とクロトは鼻先で笑う。

「あいにく天才なものでな。絶望という感情がどういうものか、全くわからん」

　気取った仕草で前髪を搔かき上げ、おのれに酔いしれた目線を夕焼けにむける。

　イザヤはさすがに呆あきれながら、

「勝ち目があると？」

　直球で問うと、クロトは相変わらず小馬鹿にしたような片目をむけて、

「おれは日ひ之の雄おを救うためにここにいる」

「……………………」

「おれがいる限り、日之雄は負けん」

　自信満々そう言って、クロトは夕焼け空のなか、カイルが生み落とした大飛行艦隊の威容を幻視する。

　血のように焼けただれた空、カイルの高慢な笑みが映り込む。

　情報によれば、カイルは現在、次期大統領候補となるべく選挙運動に入っているという。

　カネにものをいわせて百以上の企業を買収し、取締役に自みずからの代理人を送り込んで、すでにカイルは造船、鉄鋼、鉄道、エネルギー、公益事業等々、ガメリア主要産業を牛ぎゆう耳じっているらしい。マスコミは大株主の意向を汲くんで、空を埋め尽くす大飛行艦隊の生みの親としてカイルを礼賛しまくっているとか。

　この様子だと、本当にカイルはガメリア大統領として就任してしまうかもしれない。大だい公こう洋よう戦争が思うように進展しないためウィンベルト政権の人気は低下しているが、カイル・マクヴィル大統領に替わったならガメリア国民は再び政府への信頼を取り戻すだろう。

『日之雄軍を壊かい滅めつに追い込み、皇王家とやらを解体すれば、イザヤをわたしのものにできる』

『次に会うとき、きみの目の前でイザヤをわたしのものにする』

　四年前、エンパイアステート・ビルの事務所でカイルが告げた言葉が、クロトの耳の奥に再び鳴った。

『おれがこの手で日之雄を救う』

『イザヤには指一本触れさせぬ、このおれがいる限り』

　それに対して自分が告げた言葉もまた、夕焼けに響く。

　長い道のりを経て、交わした言葉はこれから現実になろうとしている。

　──来るがいい、カイル。

　──貴様に吠ほえ面づらをかかせてやる。

　傍かたわら、じぃっと並んで突っ立つ、凜り々りしく美しい内ない親しん王のう殿下は、誰にも渡さない。

　なぜならおれは、イザヤのために戦っている。

　こいつが偉そうにふんぞり返って、のほほんと暮らせる世界のために戦う。

「……自信の根拠を、尋ねてもいいか？」

　再びイザヤが、不審そうにクロトを見上げながら問うてきた。

「……そのうちわかる。いまいえることは、仕込みはひとつではない、ということだ。フォール街でもそろそろ、おれの仕込みが芽吹くころだろう」

「フォール街……。ユーリ・ハートフィールド少尉か」

「特一級の切り札を持たせた。あいつがアホでなければ、有効に活用できるはずだ」

　クロトはこの海の彼方かなた、潜入工作をつづけるユーリを思う。

　クロトでさえ研究に五年近くを費やしたオプション価格最適化方程式。

　誰もが夢見た「現代錬金術」を手にしたユーリは、きっとフォール街の中枢へ入り込み、休戦へむけた大きな流れを生み出すはず。

「彼女は無事だろうか。なにもなければいいが」

「なにもないと困る。やつは巨大なうねりを作り出すために彼かの地にいるのだ。おれの切り札を最大限に活用し、フォール街を混乱させるがいい」

　不敵な笑みをたたえ、クロトはふんぞり返る。

　イザヤは一度会っただけのユーリのことを思い出す。よくわからない性格だったが、敵地へ潜入して以来の働きぶりは大したもので、インディスペンサブル海空戦でもソロモン海空戦でも、ユーリの敵情報告は大いに役に立っている。彼女のおかげで大勢の将兵の命がすでに助かっているのだから、あとはこのまま終戦まで無事に、彼女が潜伏をつづけられるよう祈っているが……。
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　六月二十七日、ニューヨーク──

「万が一が！　ないとは思いますが万が一、危険な目に遭いでもしたら！」

　ロウアー・イーストサイドのおんぼろ事務所にて、トムスポンは珍しく強い語調で、ユーリにお願いをしていた。

「最近、あやしげな人間が事務所のまわりをうろついてます！　たぶん、きっと、良くない動きがあるはずです！」

　口角泡を飛ばして引き留めようとするトムスポンへ、ユーリは若じやつ干かん、げんなりした表情をむける。

「おおげさすぎ。相手はケリガンだよ？　マフィアじゃないんだから、ゲストに手出しするわけないでしょ？」

　たっぷりカネと時間をかけたメイク、細身にびしりと吸い付いたビジネススーツ、石畳の隙すき間まに嵌はまりそうなハイヒール、ハンドバッグにはオプション価格最適化方程式のプレゼン用の資料。今日の決戦の武装を整えたユーリは、追いすがってくるトムスポンを冷たく見やる。

「せめて、わたしも一緒に！」

「ダメ。あたしひとりで行かないと意味ないの」

　たったひとりで社屋を訪れた有能な美人投資家をディナーに誘わずに帰すほど、ケリガン商会は無ぶ粋すいではないだろう。アンディ・バーモント以外のパートナーの懐ふところに飛び込むためにも、トムスポンがついてきたら困る。

「心配です、ユーリ、悪い予感がします！」

「わかった、行くのやーめたっ！　……って言うわけないでしょ。やっとチャンスきたんだから、見逃すわけにいかないの」

「お願いです、最近、政府の動きがなにやら……」

「あたし、しつこいひとって嫌い」

　きっぱり言って目線を強くすると、トムスポンは出かけた言葉を呑のみ込んだ。

「あたしたちはカイルを倒すために仕事してる。そのためにはケリガンの協力が不可欠でしょう？　ケリガンはわたしに任せて、あなたはオプション市場で魔法の効果を実証して。ね？」

　理屈を連ねると、トムスポンは辛つらそうに眼まな差ざしをくゆらせて、仕方なさそうに了承した。

「……くれぐれも気を付けてください。せめてボディガードをつけるくらいは……」

　トムスポンの繰り言を背中で断ちきり、ユーリは路地でタクシーを拾う。

「ザ・コーナー」

　行く先を告げて、ふう、と鼻から息を抜く。

　車はフォール街へ入り、世界金融の中心地たる交差点「ザ・コーナー」へ辿たどり着く。

　チップを払って街路へ降り立ち、ユーリはケリガン商会の社屋にしてはこぢんまりとした石造りを見上げる。

　ケリガン財ざい閥ばつの本拠地であることを示す看板は、ない。不特定多数の顧客を相手に商売するのではなく、ケリガンは自みずから選んだ顧客とだけ取引するから看板がいらない。街路にむかって斜めにひらいた特徴的な玄関には、智惠と審判を司るふたりの聖人像。

　初代ケリガンがこの地に降り立って、およそ八十年。以来、フォール街の盟主として、またガメリア政府の資金調達役として、ケリガン財閥は世界金融の重要な一角を担いつづけた。

　この斜めをむいた玄関をくぐることのできる人間は、金融界、実業界において傑けつ出しゆつした成果をあげた超一流のエリートのみ。そしてケリガン一族のお眼鏡めがねに適かなえば、ケリガン商会とパートナーシップ契約を結び、世界各国の中央銀行や政府を相手に影響力を行使できる。現在を生きるあらゆるビジネスマンが夢見るのが「ケリガン商会のパートナー」という肩書きだ。

　──その肩書き、いただきます。

　ユーリは切り札が入ったハンドバッグを担かつぎ直し、アンディにもらった紹介状を入り口の警備員に手渡した。

　ほどなく確認が終わり、ユーリは通行人の視線を背中に感じながら玄関をくぐった。

　内装もそれほど威圧的なものではなく、冷たい石造り。

　一階の応接室に通された。アンティークで統一された簡素な室内に他の訪問客はおらず、ユーリだけ。ケリガン商会と取引できるのはごく一部の特権階級だけだから、異様なまでにひとがいない。

　世界金融の中心地にしては静かすぎる館内は、逆にケリガンの威厳を感じさせる。

　十分も経たずに、アンディの秘書がドアをノックした。

　エレベーターで三階にあがり、広い会議室へ通される。

　室内には、四人。

　見知った顔が、ユーリを出迎える。

「やあ、ユーリ。今日は一段と美しい」

　ロングアイランド島モントークのパーティーで知り合って以来、約二か月。あのあと二回、ディナーを共にしてようやく今日、ここでアンディ・バーモントに会えた。

「お招きに感謝します。ミスター・バーモント」

「堅苦しいな。楽にしてくれ、この顔ぶれだと無理かもしれないけど」

　アンディはそう冗談めかして、初老の紳士を紹介する。

　白しろ髭ひげをたくわえたこの紳士が誰なのか、もちろんユーリも知っていた。

「はじめまして、ミスター・ケリガン。お会いできて光栄ですわ」

　三代目ケリガン、チャーリー・Ｆ・ケリガンはやや硬い顔つきでユーリの手を握り返した。

　これまで新聞に掲載されたどの写真を見てもこの三代目は不機嫌そうな顔つきなのだが、ホワイトハウスとの対立がはじまってからはますますひどくなり、現在は赤鬼といわれてもしっくりくる佇たたずまい。だがユーリはにこやかに愛想を振るいつつ、ジェームス・ホランドとブル・コープス、有名なふたりのパートナーとも挨あい拶さつして、薦すすめられた革張りの椅い子すに腰を下ろす。

　口をひらいたのはアンディだった。

「先日、きみのくれたレポートは読んだ。大変興味深い内容だったよ。ジェームスとブルもお気に召してね。方程式に関していくつか質問があるそうなんだけど、いいかな？」

「もちろん」

　ユーリは余裕たっぷりに笑顔で応じ、ふたりの質問に答えていく。

　オプション市場へ統計的アプローチを取ったきっかけは？　資本資産価格モデルＣＡＰＭを均きん衡こう理論と見なした発想はどこから？　最終公式の微分方程式を組むには高度な数学的知識が必要なはずだが、きみの学歴のどこでそれを？

　細々とした質問だったが、ユーリの想定を超えるものではなかった。もともと高等数学も物理学も得意だったし、なにより黒くろ之のクロトの残したノートが重要なヒントになって、魔法の方程式へと辿たどり着いたわけでございます……。

　ユーリの返答をひととおり聞き終え、アンディとジェームスとブル、三人のパートナーたちは互いに顔を見合わせた。不満の色は、見当たらない。ただひとり三代目ケリガンだけが最初から最後まで、赤鬼じみた怒りの表情を崩さない。

　ブルは高こう揚ようした面おも持もちで、ユーリのもたらした「現代錬金術」の感想を述べる。

「素晴らしいね。この方程式が実際に効果を発揮したなら、オプション市場はこれから数十倍、数百倍の規模に成長するはずだよ」

　傍かたわら、ジェームスもじぃっと方程式を見つめつつ、

「理論的には、オプションを売りつつその他の資産を買うことで、全てのリスクをゼロにできる。きみのいうとおり、金融ゲームのルールを変える方程式だ。よくこんなことを考えたと称賛したい。きみの能力は疑いなく傑けつ出しゆつしている」

　最大限の評価を、アンディに並び立つふたりから得られた。

　ユーリは心中、にんまりと笑む。

　──ちょろいぜ。

　相手はケリガン、これまでのように順じゆん風ぷう満まん帆ぱんにはいかないだろうと思っていたが、いざ乗り込んでみればご覧のとおり、世界金融の支配者たちがあっさり胸きよう襟きんをひらいてくれた。

「光栄です。努力した甲か斐いがありましたわ」

　上品な笑みをたたえ、ユーリはしおらしく称賛を受ける。

　三人のパートナーたちはもう一度目線を合わせて頷うなずくと、当主へ伺うかがいを立てる。

「いかがです、チャーリー？」

　赤鬼はむっつり黙り込んで、ユーリを睨にらみ付ける。

　居心地は悪いが、ユーリは笑顔を崩さず、決定権を持つ三代目ケリガンの目線に耐える。

　ひとしきりユーリを眺め渡してから、チャーリー・Ｆ・ケリガンはぼそりと言った。

「お前たち、茶番が過ぎよう」

　それだけ言って、椅い子すから腰を浮かす。

「結論はもう出ている。遊びたいなら好きにするがいい」

　無愛想な言葉を残して、三代目は杖つえを突いてドアに歩み寄り、ノブに片手をかけた。

「覚えておきなさい、お嬢ちゃん。……ケリガンは政府と敵対することはあっても、愛国者であることに未来永えい劫ごう、変わりないのだ」

　背中をむけたまま、そんなことを言う。

「…………？」

「ケリガンはガメリアを守る。日ひ之の雄おのスパイを家族に入れるわけにはいかないのだよ」

　三代目はドアをあけて、会議室を出て行った。

　入れ違いに、拳銃を構えた守衛が七名、会議室へ入ってきて銃口をユーリへむける。

「抵抗はしないことだよ、ミス・香か奈な子こ・ラドフォード。両手をあげたまえ」

　アンディが聞き慣れたにこやかな声で、ユーリの本名を告げる。

　ブルとジェームスは余興を見物するように、椅い子すに腰掛けて頰ほお杖づえをつき、両手をあげるユーリを見やる。

「日ひ之の雄おの機密事項は全て、我々国際金融資本家には筒抜けでね」

　アンディはそう言って、ユーリのバッグに手を突っ込み、レポート用紙の束を取り出す。

「この式は最初から最後まで黒くろ之のクロトが考えたものだ。きみのしたことは検証だけ。香ホン港コンの実業家の戸籍を借りたようだが、国際金融家の情報収集能力は政府以上でね。この世界のあらゆる秘密を暴き立てることができる」

　そう言ってアンディはレポート用紙をブルへ手渡し、微ほほ笑えみかける。

「我々を騙だまそうとした代償は高くつくよ、ミス・ラドフォード」

　守衛へ首をひねり、ユーリの両手首に手錠をかける。

　楽しそうなアンディへ、ユーリは普段と変わらない表情をむける。

　媚こびず、品良く、快活な笑顔で。

「いろいろ誤解があると思うなー」

　この期ごに及んで言い訳を試みると、アンディの表情の底に、数々の修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた男の本性がひらめく。

「いつまでもふざけていないことだ。きみが思うより深刻な事態を招くことになる」

　エリートの中のエリートであるアンディは、他人の事情など斟しん酌しやくしない。ただおのれのことだけを考えてここまで昇ってきた人間だ。下へ手たなごまかしはかえって怒りを招くだろう。

　ガメリアに潜入して約一年。

　ユーリははじめて、心しん胆たんが冷えていくのを感じた。

　──ピーンチ……。

　七名にぴたりと周囲を固められて何処いずこかへ連行されながら、自分がのっぴきならない状況に陥おちいったことを自覚した。
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